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　学校からの帰り道、ふと思い立って、コンビニへと向けた一歩。

　その一歩が、八やつ浦うら要かなめの運命をねじ曲げる一歩になった。




「あ、そうだ。ちょっとコンビニ寄っていいか？」

　と、八浦要は連れの二人に許可を求めた。

「何か欲しいの？」

　大おお間ま可か憐れんが問い返した。要の幼おさななじみにして県けん立りつ松まつ久く保ぼ高校の同級生である。

　要は可憐の側面に回り込んで、

「ああ、弁当買っていこうと思って。あと、スケッチ用の鉛えん筆ぴつとか」

　可憐の側頭部から生えている馬の首に答えた。

　横に馬の頭が伸のびているという奇き妙みようなカチューシャを、可憐はつけていた。その反対側で長い黒くろ髪かみをサイドテールにまとめ、頭部全体で馬の身体からだを表現している。

「質問したのは私だっての」

　可憐は身体を回し、要と向き合おうとする。

「うん、だからこっちの口が喋しやべってるんだろ？」

　それに合わせて、要は馬の顔の正面に回り込もうとする。

　可憐はさらに身体を回して要を追いかける。

　路上で、二人はぐるぐると回転し始めた。

「その辺にしておけよ」

　もう一人の連れ、竹たけ内うち神しん護ごが二人の肩かたを摑つかんで、不毛な回転を止めた。

　彼も要の幼なじみだ。三人は近所に住んでいる仲良し同士で、幼よう稚ち園えんの時から現在に至いたるまで同じ学校に通い続けている。

「可憐が目を回してるじゃないか」

　神護の言う通り、可憐の足あし下もとはふらついていた。

「あうあ……」

　倒たおれそうになるところを、神護が抱だきかかえて止める。

「もう、なにさせんのよー」

　くらくらしながら、可憐は要を責せめる。

「すまねーな。可憐は胸が平たいらだから、どっちが前だかわからねえんだよ」

　要が言い返すと、

「ふんぬッ」

　容よう赦しやのないローキックを、可憐は叩たたき込んだ。

「あぐあ！」

「人が気にしていることを！　この……！」

　すねを抱かかえて痛がる要にもう一発追い打ちをかけようとして、

「可憐もその辺にしておけ」

　神護に止められた。

「要もさっさと用事を済ませてこい。待っていてやるから」

「はいはい、了りよう解かい」

　逃にげるように、要はコンビニへ足を踏ふみ入れた。

　弁当コーナーに直進し、大盛りナポリタンスパゲティの容器を取り上げる。さらにおにぎり二つと一ダース入りの鉛筆の箱を容器の上に載のせて、レジへ行く。ついでに漫まん画が雑ざつ誌しの立ち読みもしたいところだったが、二人を待たせている手前、我が慢まんする。

「四点で一一○四円になります。弁当あたためますか？」

「お願いします」

　てきぱきと商品を処理するコンビニ店員をよそ目に、要は自動ドアの外へと視線を向ける。可憐と神護は、楽しそうに会話していた。

　二人が本格的につきあい始めたのは、つい一月くらい前のことだった。

　彼氏彼女の仲に進展しそうな気け配はいは、しばらく前からあった。だが二人とも、幼なじみ三人の関係に変化をもたらすであろうことを恐おそれて、一定ラインの向こうへと進めずにいた。

「つきあえばいいじゃねーか。おまえら二人ならお似合いだぜ」

　自分の存在が仇あだになっているのか、と気づいた要は二人にそう言い放ち、背を押した。かくして神護と可憐は、つきあい始めた。

　つきあいは極きわめて順調のようだ。要としては喜ばしいが、疎そ外がい感かんを覚えているのも事実ではあった。三人の友情が変わることはないけれども、関係性が変へん質しつしてしまうのは避さけられない。

　自分は一体どう身を処すべきなのか、と時折要は悩なやむ。自分も彼女を見つければいいのだろうが、見つけようと思って簡単に見つけられるものでもなし。

　ま、一人で悩んだところでどうしようもないけどな──と頭をもたげた時。

　ぐらり、と視界が揺ゆれた。

　平へい衡こう感かん覚かくが、急に狂くるう。

　さっき回転し続けたせいで三さん半はん規き管かんがおかしくなったのか──とも思ったが、この種の失調が時間差でくるのも妙みような話だ。

　レジのカウンターに手をつこうとして、空から振ぶりに終わる。

　身体からだから力が抜ぬけ──視界が暗あん転てん。

　そのまま、要は意識を失った。

























　白く輝かがやく丸い光と、その中央に浮うかぶ黒い十字。

　目覚めた時、要の視界に大きく映し出されたのは、そんな光こう景けいだった。

「……あっれ」

　要は、仰あお向むけに地面に寝ね転ころがって、空に顔を向けていた。

　丸い光の正体は、月だった。だが──

「……なんか、でかくねーか」

　すぐに、異常な点に気づいた。

　大きい。

　月が大きすぎる。

　遠くの空に浮かぶ月は、爪つめほどのサイズにしか見えないはずだ。けれども、今目の前で輝かがやく月は、頭上に掲かかげたフライパン並みの大きさだった。

　そもそも、それ以前に──周囲が夜よる闇やみに包つつまれていた。

「待てよ」要は額ひたいに手を当てた。「たしか、俺はコンビニで弁当を温あたためてもらっている最中だったはず──何が起きた？」

　あたりを見み渡わたす。

　現在地は、月明かりに照てらされた芝生しばふの上だった。

　刈かり込こまれた生いけ垣がき、天に向かって伸のびる木立、蓮はすの浮かぶ小さな池、巨きよ岩がんのオブジェ──そういったものが、要を囲んでいた。

　どこか、立派な屋や敷しきの庭園という風だ。

「……庭園!?」

　要は、地面を叩たたいて飛び起きた。

　すぐ目の前に通つう学がく鞄かばんと鉛筆の箱があったので、まずそれをひっつかむ。

「ここどこ!?　コンビニは!?　というか俺の弁当は!?」

　他ほかに見覚えのある物はないか、と慌あわてて首を巡めぐらせる。

　なんにもない。

　空が広かった。ビルらしき物も、山の稜りよう線せんも見あたらない。

　ただひたすらに、広こう漠ばくとした空間だった。

　庭園でなければ、ゴルフコースか？　と要は考える。風が強く、木立がざわざわと音を立ててはいるものの、それ以外に動くものは見あたらない。

　もう一度、空を見上げる。

　小さかった黒い十字が、異常に巨きよ大だい化していた。

　いや、単なる十字ではない。

　人だった。

　足をぴんと伸ばし、両りよう腕うでを思い切り広げた人間が、凄すさまじい勢いで落らつ下かしてきていた。

　しかも、要のすぐ頭上に。

「のあ──っ!?」

　思い切り、要は後方に身を投げた。

　人が地面に激げき突とつするシーンなんて正せい視しに耐たえない、と要は顔を背そむけたが──

　激突音は、いつまでたってもしなかった。

「…………？」

　要はわずかに首を動かす。

　黒い十字は──まだ着地していなかった。

　穏おだやかに、ゆっくりと着地しようとしていた。

「……なに……」

　要は自分の目を疑った。

　その人物は、浮いていた。まるでワイヤーで吊つられているかのように。

　だがもちろん、彼女を吊つるワイヤーなど、ない。

　彼女──降ってきたのは女の子だった。
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　長い黒くろ髪かみ、チャイナドレス風の衣い装しようをまとい、大きな肩かたパッドとマントを身につけている。

　しかしながら、まず要の視線が吸い寄せられたのは──

（……でけえ！）

　胸だった。

　服の下にスイカでもねじ込んでいるのか、と思えるような胸を揺ゆらして、少女は着地する。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、サーフボードのような物が二枚落ちてきて、少女の左右に突つき立った。

「うおわ！」

　ドスン、と鈍にぶく響ひびく音、地が揺れたような錯さつ覚かくに、要は思わず声を漏もらした。

　あのサーフボードのような物、一体何キロくらいあるんだ──と考える間もなく、

「…………」

　少女が、要目指して近づいてきた。

　日本人らしからぬ、美少女だった。白い光のせいで美人度二割増しくらいにはなっているかもしれないが、それを差し引いても十分に整ととのった顔だと言い切れる。

　しかしながら、その表情から受ける印象は、冷たい。

　厳しい表情を、要に向けている。

　俺に敵意を抱いだいているのか、と要は本能的に引き下がり──

「……動かないで！」

　鋭するどい声を、少女は投げた。

　要は言われた通りにした。

「あああ、あのさ……」

　恐おそる恐る、要は話しかけた。

「ここは一体どこなんだ？　コンビニにいたはずなんだけど、気がついたらこんな場所にいて──」

　少女は要の言葉を無視し、要の身体からだの様子を窺うかがっていた。胸の側、背の側をざっと見て、

「怪け我がはない？」

　と問いかける。

「いや、別に……」

　指し摘てきされて、要は初めて外がい傷しようの可能性に気がついた。気がついたら寝ね転ころがっていたということは、倒たおれて頭を打ったかもしれない──と後頭部を撫なでる。

　特に痛みは感じなかった。

　念のため、身体のそこかしこを軽く叩いてみたが、やはりなんともない。

「大だい丈じよう夫ぶそうだけど」

「なら良かった」

　少しも良くなさそうな顔で、少女は言った。

「だったら、心おきなく墜おちられるってものね」

　す、と要の手を取ると、

「行くわよ」

　有う無むを言わさぬ口調で命令する。

「行く、って？　コンビニまで連れていってくれるのか？」

　問うと、

「異い邦ほう人じんを、アリメルドのもとに置いておくわけにはいかない」

　理解しがたい答えが返ってきた。

「……なんだって？」

「さっさと行くと言っている」

　短く答えて、少女は要に抱きつこうとしてきた。

「待て待て待て」

　要はするりと少女の腕うでから逃のがれた。

「いきなり何をしようってんだ」

「あなたを連れていく」

　少女は手を伸のばした。

　要は手を払はらいのける。

　逆の手を、少女は伸ばす。

　そちらの手も要は払いのける。

「時間がない！」

　いきなり少女は切れた。

「黙だまって私と一いつ緒しよに来なさい！」

「どこに連れていくってんだよ！　俺をさらうつもりか!?　言っておくが、うちは金持ちじゃねーから身代金なんて──」

　少女は、要の言葉など聞いていなかった。視し線せんを要のはるか後方に投げて、舌した打うちする。

「……見つかった」

「なに？」

　要も背後を振ふり向むく。

　庭園のはるか向こう側から、何かが迫せまりつつあった。月明かりの下、五つか六つか──人ひと影かげと、人影のようなものとが入り交まじって、向かってきている。

「いたぞ！　あそこだ！」

「捕つかまえろ！」

　一緒に、複数の男の声が飛んできた。

「あいつらに捕まったら、あなた、ひどい目に遭あわされるわよ……」

　脅おどすようなことを、少女は言った。

「ひどい目、だと……」

　脳のう内ないのソロバンを、要は全速力で弾はじいた。

　目の前の少女と向こうから飛んでくる男ども、その二者が自分の身み柄がらを確保しようとしている。その両者から逃にげ切ることは難しいだろう。ならば、いずれに自分の身を委ゆだねるべきか。

　……おっぱいの大きな女の子の方がいいに決まっている。

「わかった、あんたに従したがう」

　極きよく力りよく真しん剣けんな表情を装よそおって、要は言った。

「賢けん明めいな判断ね」

　と答えつつ、少女は追っ手との距きよ離りを目もく測そくする。要もその視線を追って、

「──というか」大きく息を吞のんだ。「あいつら、空飛んでるぞ!?」

　今いま更さらながら、気がついた。男達の足は、地面から浮ういている。

　どうなってんだ、と尋たずねようとした時、少女の姿は消えていた。

「今から空を墜ちるから……！」

　少女は、要の背中に回り込んでいた。腕を回して、力ちから一いつ杯ぱい抱だきつく。

「うおう!?」

　背中に柔やわらかい感かん触しよくを受け、要は思わず声を漏もらした。

「絶対に暴れないで」

　少女は要のみぞおちの上あたりで両手をがっちり組んだ。

　次の瞬しゆん間かん、要の両足が地から離はなれ──

「……おわああああァァァァ──!?」

　二人は、凄すさまじい勢いで上じよう昇しようした。

「何が……なんだァァァァ──ッ」

　飛んでいた。

　少女とともに、要は空を飛んでいた。

　凄まじい速度だった。まるで空へ向かって落ちていくような──

　というか、落ちていた。

　つい先程までは、足裏方向への引力を感じていた。だが今は、頭に血が上っている──比ひ喩ゆではなく、実際に。地面に向かって真まっ逆さかさまに落ちているような感じだ。

「どうなってんだよ！　これは！」

　思わず要は身じろぎして、

「暴れないでと言った！」

　力一杯少女に締しめ上げられた。

　もはや、背に当たるおっぱいの感かん触しよくを楽しんでいる余よ裕ゆうはない。全身を貫つらぬくフリーフォールの感覚に、要は内ない臓ぞうがひっくり返るような苦しみに襲おそわれる。

「おとなしくする！」

　風切り音に負けないよう、少女は声を張り上げる。

「今からあいつらを振り切るから……！」

「あいつら……!?」

　どうにか首を曲まげ、要は足の方を見やる。

　男達は軌き道どうを曲げ、要達を追いかけてきていた。

　迫り来る飛行物体六つのうち、二つ──二人は男。こちらに顔を向け、動きを見み逃のがすまいとしている。

　残り四つは、サーフボードのような物だった。長さも幅はばも、男達の身体からだとほぼ同じ。表面は、時折金きん属ぞく的てきな光こう沢たくを閃ひらめかせていた。光こう沢たくがメッキではないとしたら、かなりの重量になるはずだ。

「あんな物ぶつけられたら、死ぬじゃねえか！」

　叫さけんでから、少女も似たような物を引き連れていたことを思い出す。あれはどこだ、と首を巡めぐらせると──

　すぐ横を、それらは飛んでいた。

「ソールド！」

　少女が叫さけんだ。

「はあ!?」

「ソールドという！　攻こう防ぼう一体の武器！」

　その声とともに、左右のサーフボードのような物──ソールドとやらが、離れていった。右のソールドは右に、左のソールドは左に。あたかも、ソールド自身が意思を持っているかのごとく。

　それを見て、男達も二手に分かれた。ソールドの動きに合わせ、右と左に離れる。

「曲がるわよ……！」

　少女の言葉の直後、またもや引力の方向が変わり始めた。左のソールドを追うように、進路が左へとカーブを描えがく。

「ど……どうなってやがる!?」

　仰あお向むけになってジェットコースターに乗っているような感覚だった。レールの伸のびる方向へと身体を右へ左へ振ふられるが、レールがどっちに伸びているかは見ることができない。

　そう思った瞬間、要は動けなくなった。要の運命は、背中に張り付いている少女が握にぎっているのだ。

「それでいい！」

　少女は要に声をかけつつ、左のソールドにぴたりと張り付いた。追いかける男の視線から隠かくれる格好になる。

　そして、進路を曲げる。

　曲げる。

　さらに曲げる。

「おおおおっ」

　要はうめく。強きよう烈れつなＧが、身体を引き裂さくような負ふ担たんをもたらす。

　このままカーブの外側へとはじき出されるんじゃないか、という恐きよう怖ふに襲われた。身体を固定しているのは、少女の細い二本の腕うでのみ。その細ほそ腕うでは、あまりにも頼たよりなく見える。

　けれども、今の要がすがれるのは、少女だけだ。ただ身を硬くして、邪じや魔まにならないよう気をつけつつ、運命を見守るしかなかった。

　追つい跡せき者も、少女を追って軌道を曲げてきた。が──カーブの角度が浅い。

　追跡者はあらぬ方向へと飛んでいき、一気に距きよ離りが離れる。

　何故なぜだ、と要は訝いぶかる。わざと距離を離しているのか──とも思ったが、そうではないようだ。

　追跡者は、少女ほどに鋭するどく進路を曲げることができないらしい。それが証しよう拠こに、大きく膨ふくらんだルートを取りながら、視線は少女に固定し、進路の修正を試こころみている。

「待ちやがれッ！」

　内心の焦あせりを露ろ呈ていする怒ど鳴なり声を、追跡者は上げた。

　一方で、もう一人の追跡者、右のソールドを追っていた男も、軌道を曲げた。要達の正面、進行方向に入り、まっすぐに迫せまり来る。

「衝しよう突とつコースじゃねえか！」

　要の声が裏返った。

「都合がいい……！」

　少女の声は、あくまで冷静。

　これは、空中戦だ──さしあたり、要はそう理解することにした。戦せん闘とう機きではなく、飛行能力を持つ人間同士による空中戦。

　問題は、何をもって敵を攻こう撃げきするのか、という点だ。見る限り、ソールドとやらは単なる巨きよ大だいな物体だ。滑なめらかな表面がぱくりと割れて、中から機き銃じゆうが姿を現すといった機き構こうを持ち合わせているとは思えない。というか、飛び道具が内蔵されているならば、既すでに使われているはずだ。

　ということは──

「直接ぶつけるのかよ!?」

　あんなものと激げき突とつしたら、一いつ瞬しゆんでミンチ肉になるか、上半身と下半身がおさらばするか──多分、悲鳴を上げることすらできない。

　血の気がさっと引いた。が、今いま更さらどうにもならない。

　頭上から、三つの物体が迫せまり来る。うち二つは、男が操あやつるソールドである。自身はわずかに速度をゆるめると、二枚のソールドを先行させた。

　一方、少女も逃にげることはせず、軌き道どうを衝突コースに合わせる。

「絶対に暴れないで……！」

　要の耳元で怒鳴ると、

「……はァッ!!」

　自分のソールドを、蹴けった。

　次の瞬しゆん間かん、敵のソールドが、要の眼前を通り抜ぬけていった。

「…………!!」

　声を出す暇いとますら、なかった。

　あっという間に、敵は後方へと流れていく。

「……まず一人！」

　事務的な声で、少女は言った。

　どういうことだ、と要は首を動かす。

　迫ってきた物体は、三つだった。

　だが、すれ違ちがいを経へた後、遠ざかり行く物体は──四つ。

「……え……」
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　前方に、顔の向きを戻もどす。

　少女のソールドは、相変わらず要と併へい走そうしていた。

　ただし──その表面が、血で濡ぬれていた。

　その意味するところは、極めて明白。

「……噓うそだろ!?」

　要は、目を剝むいた。

「貴様！　よくも兄貴を！」

　もう一人、最初に要達を追っていた方の追つい跡せき者しやが、叫さけんだ。ついに進行方向を曲げ切って、斜ななめ後方から少女を追いにかかるが──

「勝負は既についている」

　少女が落ち着いた声を漏もらした直後。

　少女のもう一枚のソールドが、追跡者の進路へ直角に進しん入にゆう、交こう錯さくした。

「…………!!」

　交錯後、追跡者の身体からだが、二つになった。

　要の目ははっきりと捉とらえた──上半身と下半身、二つに分かれた人間の輪りん郭かくを。

　分ぶん断だんされた身体と、二枚のソールド。四つの物体は勢いのままに飛んでいき、すぐに見えなくなった。

「とりあえず、よし」

　静かに少女は呟つぶやいた。

「さらなる追っ手が来る前に、さっさと逃げるわよ……」

　要は、返事できなかった。

　完全に心が麻ま痺ひしてしまっていた。

　少女は、改めて両手を組み直した。ソールドを引き寄せ、空をひたすらに墜おち続ける。







「アリメルド！　アリメルドー！」

　庭てい園えんの回かい廊ろうに、オプスレイ大公ロザルドの呼び声が響ひびき渡わたる。

　その声に呼び止められて、大公の前方を歩いていた男が足を止め、振ふり返った。

「お……これは、大たい公こう閣かつ下か」

　男──アリメルドと呼ばれた男は姿し勢せいを正し、胸に右手を当て、一いち礼れいした。

「こんな夜分まで、お疲つかれ様さまでございます」

　白スーツに黒マント、という出いで立ちだった。マントは引いん導どう士しの装そう備びで、イセス・メリアにあっては少しも珍めずらしいものではない。が、その下の白スーツ──日本製のスーツは万ばん人にんの目を引く。

「挨あい拶さつは結構だ！」

　苛いらつきを隠かくそうともせず、大公はつかつかとアリメルドに歩み寄った。

「庭園の方に落ちた異邦人オーバージーはどうなっている!?」

「申し上げにくいのですが、逃げられてしまったようですな」

　ビジネスライクな笑え顔がおを浮うかべて、アリメルドは答えた。

「閣下の部下が二名ほど、死体で見つかりました。胴どうを両りよう断だんされておりましてね」

「なに？　異邦人がいきなり引導術を覚えたと言うのか!?」

「いえ……そうではありますまい。別の誰だれかがさらって行ったのでしょうな。となれば、もはや遠くまで逃げてしまっている。こりゃ、日を改めて捜そう索さく隊たいを結けつ成せいするしかありませんな。はっはっはっ」

「何がおかしい！」

　大公は、血けつ相そうを変えた。

「貴様、この私の前でよくもニヤニヤと笑っていられるな！　パトロンたる私の前で！」

「おっと、これは失礼いたしました」

　口元を撫なでて、アリメルドは表情を隠した。石いし畳だたみから一歩踏ふみ出して、道脇わきで咲さき乱れる赤い花に手をかざす。

「庭園の美しさに心を奪うばわれておりましてね。華はなやかで、かつよく整せい備びされている。月の青い光の下でも、花はよく映はえるものだと──」

「話を逸そらすな！」

　大公の怒いかりは、収まらなかった。

　ふう、と息をついて、アリメルドは大公に向き直った。

「完全に敵を見失ってしまった以上、夜よ闇やみの中を当てもなく捜そう索さくするのは合理的ではありませんな。今は寝ねるべきですよ、明日からの捜そう索さく活動に備そなえてね」

　神しん妙みような面おも持もちになって、主張する。

「敵が、こちらの手の届かない場所まで逃にげてしまったらどうするのかね」

「そのようなことはないと思いますよ。というのも、今回異邦人をさらっていった相手に、心当たりがありまして」

「心当たり？……前に言っていた、因いん縁ねんの相手とやらか」

　アリメルドは苦く笑しようした。

「因縁と申しましても、私が一方的に因縁をつけられているだけでしてね。私の行く先々に常につきまとってきて、困っているのですよ。ただ、彼女であれば、これだけではすまさないでしょう。きっと、私の命を狙ねらいに来る。逆に、こちらから捜索隊を出さずとも、異邦人を奪だつ回かいできるかもしれませんよ」

「…………」

　反論できず、大公は押し黙だまる。

「ご安心下さい。必ず、異邦人をこの場に連れて参まいります。閣下から十分な支し払はらいを受けていることは、忘れておりません。出資に見合う以上の利り益えきを取引相手にもたらすのが、商人の務つとめですよ」

「……そういう心がけであるのなら、まあ結構だ」

　やや不満げながらも、大公は頷うなずいた。

「私は大金を払はらったのだ。その成せい果かが異邦人一人では、足りないのだよ。私の大公国を守るために、なんとしても引導士ハイダイバーを増やさなければならないというのに。……私をこれ以上失望させてくれるなよ」

「わかっております」

　深々と礼をして、アリメルドは立ち去る大公を見送った。

「……やれやれ」

　大公の姿が完全に消えたのを確かく認にんしてから、アリメルドは頭を上げる。

「もちろん、戴いただいた分の仕事はさせていただきますよ。新たな顧こ客きやくを得るには、まず良い評判を得なければなりませんからね」

　まばゆいばかりの光を放はなつ月に向かって、呟つぶやいた。







「…………」

　要は、ベッドの中で目を覚さました。

「……ううむ……」

　柔やわらかなマットとシーツが、要を再び夢の世界へと誘いざなおうとする。その誘ゆう惑わくに従したがいかけたが──

「……どこだ、ここ……!?」

　ガバッと跳はね起きた。

　ベッド横にはサイドテーブルがあり、その上に鞄かばんが置かれている。見慣れた、要の通学鞄だ。そして──

「……あ、起きた？」

　真横から、女性の声。

　見やると──メイド服の女性が、籐とう椅い子すに座って要を見つめていた。要の視線を受けて、軽く手を振ふる。

「…………」

　見たことのない部屋、見たことのない人。

　要の頭の中は真っ白になる。

「どうしたんだ、少年？」

　要の反応を面おも白しろがるかのように、メイドは笑った。

「まさか、悪いところを打って記き憶おくをなくしてるとか？」

「……いいや……そんなことはねー。俺の名前は八浦要、十七歳。松久保高校二年生──」

　はっと気づいて、要はメイドに問う。

「あんたは……？」

「あたしは、メティス・シラード。見ての通り、ここの家のメイドだよ。よろしくね」

　気さくそうに、にっと笑った。

「メティス……？」

　欧おう米べい風の名前だ、と要はまず思った。しかもこのメイド、髪かみが赤い。見るからに日本人ではない。

「そう、メティス」メティスは言った。「逆に聞くけど、ヤツウラが苗みよう字じで、カナメが名前でいいんだろ？」

「ああ……そうだ」

　タメ口に面めん食くらいながらも、要は答える。

「なら、あんたのことは要って呼ばせてもらうよ。いやー、日本から来た人は、こっちと姓せい名めいの順番が逆だからねえ。聞いておかないと」

「日本から来た……？　って、ここは日本じゃねえのかよ」

　だんだん、思い出してきた。コンビニで弁当待ちをしていた時に気を失うしない、気がついたらどこかの庭園に寝ね転ころがっていたこと。

　胸の大きな少女に抱だきかかえられて空を飛び、空中戦を行って──

　追つい跡せき者が、サーフボードのようなものに身体からだをカットされた。

「!!」

　つい、要は顔を手で覆おおった。

　しばらくその体勢で固まった後──わずかに手をずらし、右目でメティスを見やる。

「……ここは、どこなんだ」

「見ての通り、家の寝しん室しつだけど？」

「そうじゃねー！」

　要の声は、自然と大きくなった。

「俺は日本から来た──そう言ったな？　ここが日本じゃねーってんなら、どこなんだ──と聞いている！」

「あ、そういう意味？　だったら、ここはイセス・メリアだよ」

「イセス……メリア？」

　聞いたことのない地名だった。なんとなく欧おう米べい風ふうの響ひびきであるが──

「知らないだろうね。日本からしたら、イセス・メリアは異世界だから」

「イセカイ……」

　イセカイなる国なんてあったっけ、と要はまず思った。

　だが数秒で、言葉が漢字として脳内に浮うかび上がる。異世界、と。

「……異世界だと!?」

「そういうこと」

　メティスは立ち上がり、ベッドを回り込んで、カーテンを開けた。

「うわっ」

　光のまぶしさに、思わず要は手で顔を覆う。

　窓の向こうは、快かい晴せいだった。青い空に、白い雲。

　要もよく知る光景のように思えたが──一点、異なるところがある。

　空に、黒い月があった。

　昼に月が出ているのは、不ふ思し議ぎなことではないが──

「でけえ！」

　巨きよ大だいだった。

　昨さく晩ばん見た月は、錯さつ覚かくでもなんでもなかったのだ。

「日本から来た人は、大抵あれに驚おどろくんだよね」

　得意げに、メティスは空を指さす。

「ちなみに、月は一個だけじゃないんだ」

　東の空と南の空にも、白く光る半月がある。こちらは常識的なサイズだが、

「三つ！　月三つ!?」

　三つの月が、空に浮かんでいた。

「言っておくけど」メティスが言う。「こっちじゃ、月は全部で五つあるからね。今、二つは沈しずんでるけど」

「五つ……月五つだと……？」

　ここは日本ではない。それどころか、地球でもないようだった。

　イセス・メリアなる、異世界。

　納なつ得とくせざるを得なかった──こんなにも奇き妙みような空を見せつけられては。

「一体どうなってやがる。なんで俺は……こんな……どうなってんだよ!?」

　疑問は次々とわいて出る。あまりにも多すぎるため、なにから問えばいいのかすらわからない。要はパニック状態に陥おちいった。

「あー、落ち着いて落ち着いて」

　メティスは要の肩かたに手を置いた。

「気持ちは分かるけど、まずは冷静になること。聞きたいことはアッシュに聞けばいいよ」

「……アッシュ？」

「あれ、聞いてないの？」メティスは首を傾かしげた。「昨日、あんたを連れてきた人だよ。ちなみに、この家の主人でもある」

「昨日……」

　あの胸の大きな女の子か、と要は納得した。

「腹はら減へってるだろ？　昼飯の時間だ、食いながら話しよっか」

　そう言って、メティスは要の腕うでを取り、ベッドから起きあがらせた。







「メティス、大きなお皿はどこ？」

　ダイニングルームでは、昨日要を助けた少女──アッシュが、エプロンをつけて立ち回っていた。

　アッシュはふと振ふり返り、メティスが要を連れていることに気づく。

「あら、遅おそいお目覚めだこと」

　悪戯いたずらっぽい笑えみで、少女は要を出で迎むかえた。

「早起きするのは苦手でね」

　と、要はとりあえず言い返した。

「自己紹しよう介かいがまだだったよな。俺は──」

「待ちなさい」

　お玉を持っている手を伸のばし、アッシュは要を制せいする。

「話は食べながらにしましょう。座ってなさい」

「……そうかい」

　キッチンから漂ただよってくる、食しよく欲よくを刺し激げきする匂においに逆らうことはできなかった。命じられるまま、要はテーブルに着席した。

「スープ用の皿なら、キッチン右手奥の棚たなの中だよ」

　そう指示して、メティスは要の隣となりの席に座る。

「そう。わかったわ」

　足早に、アッシュはキッチン奥へと消えていった。

「…………」

　何かがおかしいぞ、と要は感じた。

「なあ、メティスさんよ」

「呼び捨てでいいよ」

「じゃあ、メティス。たしかあのアッシュって子、あんたのご主人様なんだよな」

「そうだよ。ご主人様って呼ぶにはかなり若いけど、アッシュが雇こ用よう主ぬしで、あたしは雇やとわれ者だからね」

「なんでご主人様がキッチンで働いて、メイドが食事を待ってるんだ」

「そりゃあ、アッシュの方が料理上手いからね。それともあんた、あたしのまずい料理を食ってみるかい？」

　メティスはケタケタと陽気に笑った。

「ちなみに、洗せん濯たくや掃そう除じもアッシュの担当さ」

「だったら、あんたのメイドとしての存そん在ざい意い義ぎはなんなんだ」

「あたしみたいなかわいいメイドさんがいたら、毎日の生活が潤うるおうだろ？」

　言い切って、胸を何度も叩たたいた。アッシュほどではないが、メティスも結構胸は大きい。

「あんたがかわいいのは認めるが、潤いを求めるなら霧きり吹ふき器きでも吹ふいた方が安上がりだろ」

「わかってないね。かわいいメイドがいることで、まわりがどれだけ心安らぐか──」

　まだまだメティスは自説を語りたい風だったが、

「メティス、そっちに皿を並べるのを手伝いなさい！」

　キッチンからのアッシュの声が、それを中断させた。

「はいはーい」

　おおよそ、主人に対するものとは思えない軽い返事で、メティスはキッチンに向かった。

「……なんなんだよ、この状態」

　一人になって、要は改あらためて、自分が異世界とやらにいるという事実について考えてみる。

　現在は昼。最初のアッシュとの出会いの時は夜だったことを考えると、半日は過ごしていることになるのだろうか。

　両親は三泊ぱく四日の旅行に出かけている最中だから、要が失しつ踪そうしていることに気づいてはいるまい。だが学校の授業はもう始まっているはずだ。きっと無断欠席扱あつかいになっていることだろう。今いま頃ごろは二限か三限か──

　いや、そもそも、こっちの世界の一日と、地球世界の一日とは同じ長さなのだろうか。月が五つもある世界だというのなら、星の自転速度が異ことなっていても不思議ではない──というか、一いつ致ちしているはずがない。そもそも──

「……いや、この段階でなんだかんだ考えるのは、よしとくか」

　枝し葉よう末まつ節せつに思考を進めすぎてはいけない、と要は頭かぶりを振ふった。

　まず考えるべきは、自分の身の処しよし方だ。それを決めるためには、まず自分を保護している人間から話を聞くべきである。

「お昼ひる御ご飯はんは、パンと野や菜さいのスープよ」

　思し索さくしている間に、アッシュとメティスはテーブルに食事を並べていった。中央には複数のパンが収まったバスケットが一つ、その周囲にはよい香かおりを放っている野菜スープが四つ。

「四つ？」

　この場にいるのは要、アッシュ、メティス。ということは──

「…………起きてきたのか」

　低い男の声が、要の背に響ひびいた。

　咄とつ嗟さに要は振り向いて、そこに作業着を着た老年男性の姿を見出した。

　髪かみは真っ白、老人特有の険けわしい表情で、要を見下ろしている。

「お……おはようございます」

　思わず、要は挨あい拶さつした。

「もう昼だろうが」

　にこりともせず、老人はテーブルを回り込んだ。その歩調はやや不自然で、片足が不自由であることをうかがわせた。

「あ、お疲つかれ様さま、十じゆう蔵ぞうさん」

　キッチンから戻もどってきたメティスは、エプロンを脱ぬぎながら老人に頭を下げた。

「十蔵……？」

　要は老人の顔を見つめる。顔つきも、いかにも日本人風だ。

「年長者の名前を呼び捨てとは、なってないな」

　ぎろり、と、十蔵は要をにらみ返した。

「すいません」

　気け圧おされて、要は即そく座ざに謝あやまった。

「こちらは、芝しば草くさ十蔵さん。庭にわ師しを務つとめて頂いているわ」

　と、アッシュは十蔵を要に紹しよう介かいした。

「名前でわかると思うけど、この方も日本からこちらに墜おちてきたのよ」

「同郷……ってことなのか？」

　なんとなく、要はほっとした。異世界に転がり込んでしまったのは、要だけではない──その事実に、思わず頰ほおがゆるむ。

「名前は？」

　冷ひややかな態度で、十蔵は言った。

「八浦要と言います。高校生です」

　十蔵と、そしてアッシュに、要は自己紹介した。

「ヤツウラが姓せいで、カナメが名前でいいのですね」

　アッシュは十蔵に確かく認にんし、十蔵は無言で頷うなずいた。

「では、あなたのことを要と呼ぶことにするわ」

　要の目を見み据すえ、アッシュは宣言した。

「構わねー。友人はみんな俺のことを要と呼ぶ。で、俺もあんたのことをアッシュと呼んでいいのか？」

「結構よ。……というか、自己紹介がまだだったわね。私はアシュラータ・アムルー。友人は私をアッシュと呼ぶ」

（……綺き麗れいな顔をしている）

　日の光の下で相あい対たいして、改めて要はそう思った。すらりとした細身の身体からだに、人形のような白い肌はだ。どことなく、高こう貴きな人間がまとうオーラのようなものすら感じられる。

　しかし──つい視線が引き寄せられてしまうのは、その胸だ。昨晩とは異なり、身体の線を隠かくす緩ゆるやかな衣服をまとってはいたが、それでもはっきりと視認できる大きな盛り上がりがある。

「ヘーイ」

　いきなり、メティスが要の耳を引っ張った。

「あづあ！」

　要は悲鳴を上げる。

「さっそく命の恩人のおっぱいをガン見とか、起き抜ぬけから元気じゃないの」

　からかうような口調で、メティスは注意した。

「痛いだろうが！」

　手を叩たたきつけ、要はメティスの指を引きはがした。

「構わないわよ、メティス」
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　はあ、と小さく息を吐はき出しながら、アッシュは要の対面に着席した。

「見られるのは、子供の頃ころから慣れているもの」

「そうだった」

　おとなしく引っ込んで、メティスは椅い子すに座り直した。

　子供の頃から慣なれているってどういう意味だ、まさか小さいうちからそんなに胸が大きかったわけでもあるまいに──と要は思ったが、口に出して問うのはやめておいた。

「それより、食べましょう。……いただきます」

　アッシュが両手を合わせると、メティスと十蔵もそれにならった。

「いただきます？」要は目を丸くした。「なんでそんなことを？」

「食べ物に感謝の念を表すのは当然でしょ。あなたはしないの？」

　眉まゆをひそめ、アッシュは逆に問い返す。

「いや、するけど。……いただきます」

　要も、手を合わせた。

「気持ちは分かる」

　パンを齧かじりながら、十蔵が言った。

「イセス・メリアには、日本の風習がかなり流入している。昔から、定期的に日本人がこちらの世界に転がり込んでいるせいだろう。そもそも、我々と彼女たちとは日本語での意い思し疎そ通つうができているだろ」

「……言われてみれば」

　アッシュもメティスも普ふ通つうに日本語を喋しやべっていることに、要は今いま更さら気づいた。

「しかしまあ、なんで日本なんだ」

「それはわからん」と十蔵。「イセス・メリアと我々がもといた宇宙とをつなぐ道があるとして、その入口がたまたま日本に開いている、ということなのだろうよ」

「はあ……」

　少し考えてから、要はアッシュに問いかけた。

「まず、俺が知りたいのは、俺はもといた世界に戻れるのか、ということなんだが」

「答えるのはいいけれど……」

　わずかに、アッシュは間を置いた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうなのと、婉えん曲きよく表ひよう現げんなのと、どちらがお好み？」

「……婉曲表現しなきゃならねー答えなのかよ」

　イヤな汗あせが、要の全身からどっと出た。

「それって、つまり……」

「戻もどれないわ。多分」

　冷たく、アッシュは言い切った。

「向こうからこっちに来た人はいっぱいいるけれど、こっちから向こうに行けたという話は聞いたことがないわね」

「……なんてこった」

　戻れない。

　十七年過ごしてきた我が家に、通っていた学校に、日本に──戻れないだと？

　予期していた答えとはいえ、いざ言葉にされると、重い。要はうろたえる。

「待ってくれよ。戻れねーって、どういう意味だ。それじゃ、その──俺のコンビニ弁当はどうなるんだ！」

　動どう揺ようのあまり、妙みようなことを口走る。

「コンビニで支し払はらいしている最中に墜おちてきたか」

　フ、と十蔵が鼻で笑った。

「腹が減っているなら、とりあえず食えば良かろうて」

「そうそう、今は食事の時間だよ」

　落ち着け、とメティスが要の腕うでを叩く。

「…………」

　たしかに、この場で大声を出してみたところで、状じよう況きようが変わるわけではない。まずは、冷静になる必要がある。

　スプーンを手に取り、要はスープを一口啜すすった。途と端たん、口の中にえもいわれぬ芳ほう醇じゆんな香かおりが広がる。

「……美味うまいなあ」

　思わず、声が出た。二口三口とかきこむ。

「アッシュが作ったのか」

「大したものではないわ。本職の料理人の作った物に比くらべれば」

　アッシュは謙けん遜そんした。

　要はパンを手に取り、嚙かみちぎる。焼きたてというわけではなかったが、こちらも十分においしかった。

「あなたをもといた場所に戻してあげることはできないけれど……」

　がっつく要を見つめながら、アッシュは言った。

「心配はしなくていい。あなたみたいな境きよう遇ぐうの人を預かる施し設せつがあるから、あなたにはそっちに行ってもらう。そこで、──」

「いや、そんな話は、さしあたりどうでもいい」

　一いつ旦たん要は食事の手を止めた。

「知りたいことは別にある。俺は、なんでこっちの世界に転がり込んでしまったんだ？　誰だれかが俺を召しよう喚かんしたのか？」

　要の脳のう裏りに、魔ま法ほう使つかいが魔ま法ほう陣じんを描えがいて悪あく魔まを喚よび出す情景が浮うかんだ。魔ま獣じゆうを喚び出すはずが、魔法使いの意に反し、出てきたのは要自身、という。

　しかし思い起こしてみれば、初めて要自身が目を覚ました場所は屋外、芝生しばふの上。何の変へん哲てつもない場所だった。儀ぎ式しき用の怪あやしい道具、地面に描かかれた謎なぞの記号、といったいかにもそれらしい物は、何もなかった。

「……それを話し出すと、長くなるわよ」

　す、とアッシュは目を細め、表情を険けわしくした。

　それに反応して、メティスと十蔵がアッシュに顔を向ける。

（……なんだ？）

　場の雰ふん囲い気きが、さっと変わった。知らず知らずのうちに、アッシュの虎とらの尾おを踏ふんでしまったという風。

　固かた唾ずを吞のんで、要はアッシュの動きを待った。

「あなたをこの世界に喚びだしたのは、アリメルドという男」

　憎にくしみの気け配はいを込めて、アッシュは男の名を呼んだ。

「この男は、あなただけではなく、たくさんのオーバージーを集めている。──オーバージーっていうのは、異世界から墜ちてきた人、異い邦ほう人じんのことね」

「こっちじゃ異邦人のことをオーバージーって言うのか。……異邦人オーバージーを集めて、何しようってんだよ」

「異邦人には、強い引導術適てき性せいがあるの」

「引導術？」

　単語を、要は繰くり返した。

「イセス・メリアで一いつ般ぱん的に使用される魔ま法ほう……と説明するのが、一番通りがいいかしら」

「魔法……魔法だと？　俺に魔法適性があるってことか？」

「ええ」

「マジかよ。つまり俺にも魔法が使える──」

　とまで言って、要は思い出した。

　既すでに、魔法のような現象を目まの当たりにしていることに。

　す、と要の顔から血の気が引いた。

「魔法って……アレか。俺を助けてくれた時に、あんたは空を飛んでいた──」

「その通りよ。引導術とは、空を往ゆく術のこと」

　小さく、アッシュは頷うなずいた。

「マジかよ！」要は頭を抱かかえた。「俺は高こう所しよ恐きよう怖ふ症しようなんだぞ！」

「高所恐怖症？」

　十蔵が眉まゆを吊つり上げた。

「そいつは……厄やつ介かいだな。だとすると、この世界はおまえにとっては地じ獄ごくだぞ」

　一方で、メティスはぱっと顔を明るくした。

「だったら、ちょっと外行こうか！」

　これは悪戯いたずらを思いついた悪ガキの笑え顔がおだ──要はそう悟さとり、

「飯めしを食ってる最中だろうが」

　と拒きよ絶ぜつしたが、

「いいからいいから」

　メティスは聞く耳を持たなかった。要の腕を引っ張り、大窓から外に連れ出そうとする。

「おいご主人様！　こいつを止めろよ！」

　要は懇こん願がんした。

「……趣しゆ味みが悪いわね、メティス」

　席を立ち、アッシュはメティスを引きはがそうとする──と思いきや、

「でも、遅おそかれ早はやかれ知ることになるのなら、早い方がいいかもしれないわね」

　要の背に手を当て、ダイニングルームから押し出した。

「ちょっと！　おい！」

　小さな階段を下って、要は家の外に出た。

　目の前は、森だった。背の高い木──クスノキが群ぐん生せいして、頭上を覆おおっている。密みつ集しゆうした枝葉で、家の屋根を隠かくしているかのようだ。

　ただ、森の範はん囲いはさして広くない。十数メートルほど進んだ先で地面が途と切ぎれ、向こう側には青い空の色が見える。

「ここって、崖がけの上にでも建ってんのか……？」

　強い風に髪かみを押さえながら、要は呟つぶやく。

　空を飛ぶ魔法を使えるというのなら、どんな高所にも楽に行けるはずだ。住むことも容よう易いだろう。

　崖の向こうに、どれだけ深い奈な落らくが待っているのか──そう思うだけで、要の足はすくんだ。

「別に崖じゃないよ。さあ行こう」

「大だい丈じよう夫ぶ、私達が腕うでを押さえていてあげるから」

　メティスとアッシュは口々に言い、要を地面の終わる場所へと導みちびこうとする。

「くそ！　やめろ！　ふざけんな！」

　要は抗あらがい、腕を振ふり払はらおうとするが──

「……仕方ないわね」

　素す早ばやくアッシュが要の後背に回り、脇わきの下から手を滑すべり込ませ、抱だきついた。

　そして、引導術を使用する。

　ふわり、とまずアッシュの足が浮うき、

「のわああ！」

　それに従って、要の身体からだも引き上げられた。

「高い！　高い！」

　地面から五十センチ上空の地点で、要は足をばたつかせた。

「暴れないで。暴れられたら、落とすかもしれないから」

「ンなこと言われても困るっての！　やめてって、ウヒィ！」

　要の悲鳴をまるで無視して、ゆっくりとした速度でアッシュは進む。

　五メートル、三メートル、一メートルと突とつ端たんに近づいていき──ついに、真下の地面が無くなった。

　真下から、強い風が吹ふき上げた。

「…………！」

　声にならない悲鳴を、要は上げた。首に力を込めて、必死に空を見上げる。

「下を見なさい」

　自分の額を要の後頭部に当てて、アッシュは力ちから一いつ杯ぱい押し込んだ。

　必然的に、要の頭は下方に傾かたむき──真下を直視することになる。

　何もなかった。

　地面の切れ目から直下に伸のびているであろう、崖の壁へき面めんすらなかった。まるで紙し片へんの端はしのごとく、地面は急に途切れていた。

　そして、はるか下方に、白い雲が広がっていた。

「……ど……どういうことだよ……！」

　やっとのことで、要は声を絞しぼり出した。

「もう少し上からの方がわかりやすいかしら」

　ふわり、とアッシュは上じよう昇しようした。

「……や……」

　やめてくれ、と言いたかったが、要は何も言えなかった。

　ぐっと高度を上げて、くるりと振り返り、家を見下ろす位置に浮かぶ。

　家は、島の上に建っていた。

　島のサイズは──端から端まで数十メートルというところだろうか？　木がみっしりと生えているため、よく注意しないと、その内側に家が建っていることはわかりにくい。

　島は、海ではなく、空に浮いていた。

「空飛ぶ島……!?」

　要は、あらぬ方向へと視線を投げる。はるか遠くに、似たような影かげが浮かんでいる。

　一つだけではない。二つ、三つ……いや、数えるのも面めん倒どうなほどに、浮いている。あまりに遠いためか、黒い点のような物としてしか見えないが、明らかに雲でもないし、鳥でもない。

「この空そのものが、イセス・メリア。そして、浮いている島をロカと言う」

　耳元で、アッシュは要に呟いた。

「私達は空で生まれ、空で死ぬ生き物なのよ。高いところが怖こわいなんて、言ってはいられない……」

　日本では──いや、普ふ通つうの人間には見ることのできない壮そう観かんが、三六〇度、全天に広がっていた。言葉を失うほどの感動を、覚えているところだ──地に足が着いてさえいれば。

「おまえらは生まれた時からこんな環かん境きようにいるからいいだろうが、俺はそうじゃねーんだよ！」

　声を裏返して、要は訴うつたえる。感動も大おお幅はば減げんである。

「だったら、慣れる必要があると思うわ……あなたはここで生きていくのだから」

　言葉のうちに笑いを含ふくめ、アッシュは軽く身体をゆする。

「ウヒィ！　やめろッ！」

　震しん度ど七の大おお地じ震しんでも体験しているかのようだった──要の主観としては。

「怖がることなんて、一つもないわ……」

　要の反応が面おも白しろくなってきて、アッシュはますます要を揺ゆらす。

「ふざっけんな！　下ろせや！」

　とうとう、要はブチ切れた。

「今すぐ下ろさねーと、おまえ、どうなるかわかってるのか!?」

「どうするのかしら？」

　余よ裕ゆうの笑えみでアッシュは応じたが──

「全力で小しよう便べん漏もらしたんぞ!!」

　要の発言に、血けつ相そうを変えた。

「やめなさい！」

　すぐに高度を下げて、島に帰き還かんした。

　ふわり、とアッシュは着地したが、要の足には力が入らない。ぐにゃり、と足を折り、そのまま倒たおれ込んでしまった。

「あぐぐぐぐぐ」

　自分の身体からだを抱だきかかえ、ひたすらに震ふるえる。

「ありゃりゃ、これは重じゆう症しようだねえ」

　庭先で待っていたメティスが、しゃがんで要の顔をのぞき込む。

「アッシュ、さすがにやりすぎじゃないの？」

「少し身体をゆすってやっただけよ」

　と反論しつつも、要のあまりにもあまりな様子に、罪ざい悪あく感かんがアッシュの胸中にわいてきた。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ……」

　手を伸ばし、要の肩かたをゆすると──

「ふおおおおッ」

　恐きよう怖ふの悲鳴を上げて、要はアッシュを引きずり倒した。

「ひゃあ!?」

　いきなり視界が反転し、──気づいた時、アッシュは要にがっちり抱きすくめられていた。

「あぐぐぐぐぐ」

　要は顔をアッシュの胸に埋うずめて全力で抱きしめ、ひたすらに震え続ける。

「ちょっと！　こら！　どこを触さわってるの……！」

　ビシバシとアッシュは要を殴なぐったが、要はびくともしなかった。

「……おまえら、さっさと飯を食ったらどうなんだ」

　食事を先に終えた十蔵が大窓から身を乗り出し、あきれ顔で声を放った。
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「貧ひん乳にゆうとはァ、原げん罪ざいそのものであるゥ！」

　大たい公こうロザルドは、声高らかに聴ちよう衆しゆうに語りかけた。

　オプスレイ大公国、ツバイヤ処しよ刑けい場じよう。

　この日、処刑場はたくさんの観客で賑にぎわっていた。これから行われる、十五名の死し刑けい囚しゆうの死し刑けい執しつ行こうを見物しに来たのである。

　処刑場の中央部には、直径三メートル、深さ四十センチの穴が掘ほられ、その中に死刑囚全員が押し込まれている。十五名は全すべて女性であり、その足を鎖くさりつきの鉄てつ球きゆうで固定されていた。

「豊ゆたかなる乳ち房ぶさは何故なぜ存在するか!?　赤子を育てるための乳を、より多く与あたえるためである！　これは、我ら人の子らを繁はん栄えいさせんがための、聖せい母ぼメドラニカの偉い大だいなる意志、大いなる慈じ悲ひであるゥ！」

　大公は演説台に立ち、聴衆らを見下ろしながら説教を続けている。死刑囚の位置からでは、大公らを直接見ることはできない。

「すなわち！　貧乳とは、メドラニカから見捨てられた罪深き存在、生まれながらに罪を抱いだいている存在なのだ！　人の子らの繁栄を阻そ害がいし、侵しん害がいし、妨ぼう害がいする者どもは、その一生をかけて原罪を償つぐなわなければならない！」

　おおお……と聴衆がどよめいた。演説の内容に同調する、どよめきである。

　肯こう定てい的てきな反応に気をよくし、大公は言葉に熱をこめる。

「そう！　貧乳どもの罪は、ひたすらに人の子らに奉ほう仕しし続けることによってあがなわれる！　贖しよく宥ゆうされる！　免めん罪ざいされる！　それこそが、彼女らがこの地上で為なすべきただ一つのことだ！　だが……今日、この場に引き立てられた者達はどうだ！」

　ばっと腕うでを伸のばし、大公は死刑囚達を指し示した。

　十五名の女性はことごとくが貧ひん相そうな姿をしていた。長年にわたる劣れつ悪あくな環かん境きよう下での強制労働が、彼女らの体力、精神をすり減へらし、かくのごとき容よう姿しを作り上げていた。

　だが、彼女らに同情の視線を向ける者は、一人としていない。

「この者どもは、労働場からの集団脱だつ走そうを図はかった！　生まれながらに課せられた労ろう役えきをこなすことを拒きよ否ひしたのである！　原罪を背負った哀あわれな存在でありながら、だ！　我らは、彼女らをいかにすべきか!?」

　一いつ旦たん大公は口を閉とざし、聴衆の反応をうかがう。

「殺せ！」

「殺せ、殺せ！」

「貧乳どもを神の御み許もとに送り返せ！」

　ある者は声を限りに叫さけび、ある者は天に届けとばかり拳こぶしを突つき上げる。大合唱が、異い様ような熱気が、処刑場を満たした。

「結構！　実に結構！」

　満足そうに言って、大公は聴衆らを落ち着かせる。

「その通り！　罪を重ねた貧乳は、死をもってその身、その命を天に返すより他ほかになし！」

　ガラガラガラ、と石いし畳だたみの上を台車が走る音が響ひびく。処刑場の係員が複数、台車を押してやってきた。その台車の中には、拳こぶし大の石が多量に積つまれている。

　聴衆らは、我先にと石を取っていった。そして、投とう石せきに都合のいい場所を求めて、前面に出ていく。

「罪を犯おかした者を処しよ罰ばつすることは、我々人の子の義務なり！　石で打ち、その命を奪うばうべし！」

　大公が手を高く掲かかげ、振ふり下ろす。

　それを合図に、投石が始まった。

　十五名の哀れな死刑囚の頭上に、雨あられと石が降り注ぐ。

　拳大の石では、一いち撃げきで即そく死しとはいかない。石打ちとは、一発一発の積み重ねでじわじわと体力を奪い、最終的に死に至いたらしめる処刑法である。痛みをできるだけ引き延ばし、できるだけ苦しめてから、殺すのだ。

　死刑囚たちは、悲鳴、怨えん嗟さの声を口々に上げた。まともに聞くことなど耐たえられない、怨うらみのこもった声だ。

　けれども、石投げに夢中になっている聴衆達に声はまったく届かない。石を投げては引き下がり、台車から石を取り上げて再び前面に出、投石する──そんな行動を、何度も何度も繰くり返す。

　死刑囚らは血を垂れ流し、全身の骨を砕くだかれる。ダメージを負えば負うほどに抵てい抗こうは薄うすれ、やがて動かなくなり──死ぬ。

　しかし、動かなくなっても、聴衆達の熱ねつ狂きようは止やむことを知らない。動かなくなった死体に、何度も何度も石を投げつけ続けた。

　大公は、そんな光景を演説台の上から眺ながめている。

　その間、ずっと恍こう惚こつの笑えみを浮うかべていた。







「……ううむ……」

　イセス・メリアに墜おちてきてから、三日。

　アッシュの家の庭先のベンチに座って、要はスケッチブック片手に空を見上げていた。

　地面には、巨きよ大だいな影かげが落ちている。真昼だというのに、かなり暗い。

　頭上を覆おおう巨大な月が、太陽を完全に覆い隠かくしていた。

　イセス・メリアの太陽の見かけ上の大きさは、地球のそれとほぼいい勝負に見えた。そこは一いつ緒しよなのに、月のサイズは大きいということは──

「そりゃ、日につ蝕しよくになりやすいよな」

　この奇き妙みような光景を、スケッチしたい。そんな衝しよう動どうにかられ、要はスケッチブックと鉛えん筆ぴつを取り出していた。

　しかしながら、描びよう画がは順調とはいかなかった。空にある月をどう構図に収めればいいのか、どうにもピンとこない。衝動的に要はページを破やぶりかけたが、

「……いや、裏が使えるな」

　手を止め、ひっくり返すだけに留とどめた。

　この小型のスケッチブック、数百円で購こう入にゆうできるお安いものだ──日本では。だが、こちらの世界には、そもそも紙が存在するかどうかも怪あやしい。存在するとしても高価で、質も悪いだろう。そう考えれば、ちょっと描かき損そんじたという理由で破り捨てるのはもったいない。

　そういう意味では、鉛筆も貴き重ちよう品ひんだろう。大事に使わなくてはならない。

　異世界に来てしまったという事実を、改めて思い知らされる。

　家に帰りたい、という気持ちが、一番にある。家に帰れれば、スケッチブックや鉛筆の残量について、頭を悩なやますこともない。

　けれどもアッシュは、もとの世界に戻もどる方法はないと言い切った。

　理り不ふ尽じんにもほどがある。

　怒いかりが湧わいてきた。なんでこんな目に遭あわなきゃならないんだ？

　異世界に、たった一人で放り込まれた。このイセス・メリアがどの程度の文化レベルを保たもっているのか、その全ぜん容ようは今のところわからないが、日本ほどに便利で安全な世界ではないということは確実だ。電気も無し、水道も無し。そもそも、こんな空飛ぶ島に電気網もうや水道網を引っ張って来ること自体が無理すぎる。コンビニもなければ携けい帯たい電でん話わも使えない。

　これから、生きていくことにかなりの不ふ都つ合ごうを強しいられることになる。

　文明にどっぷりつかった人間の傲ごう慢まんであるかもしれない。実際、イセス・メリアの人々は、このような世界でも立派に生きているのだ──このような環かん境きようが当たり前だ、と信じて。

　そんな人々に対しては失礼に当たるだろうが、だからといって、要の怒りは収まらない。

　この怒りをぶつけるべき相手は誰だれか、と言えば、要をこちらに召しよう喚かんした男。アッシュが名前を教えてくれたが──

「……えーと、名前なんだっけ」

　思い出せなかった。

　アッシュと空中遊泳したせいか、記き憶おくが見事に吹ふき飛んでしまっていた。記憶を掘ほり返すため、要は額に手を当てる。

「……どうかした？」

　その時、庭にアッシュが姿を現した。

「ああ、その──」

　尋たずねようとして、別のことを思い出した。その男の名を口にした時の、アッシュの気け配はいを。まるで親の仇かたきであるかのように、男の名前を吐はき捨てた。

　聞いてもいいんだろうか、と一いつ瞬しゆんためらったが、要はすぐに覚かく悟ごを決めた。

「もう一回教えてくれないか。なんて言ったっけ、その──俺をこっちに召喚した男」

「……アリメルド」

　もとより冷たいアッシュの声が、ますます冷たくなった。

「引導術とやらの適性が高いから、俺を召喚した──とか言ってたな」

「その表現は正確ではないけれど、理解としてはおおむね合っている。アリメルドは召喚士を名乗って、それを商売にしている」

「商売？」

「……色々、説明しましょうか。前は話が途と中ちゆうで終わったし」

　アッシュは要の隣となりに腰こしを下ろした。

「話が中断したのはてめーらのせいだぜ」

「だからと言って、あんなに力ちから一いつ杯ぱい抱だきつくのはどうかと思うけど。あとで見たら、痣あざができてたわ」

「む……」

　全力でアッシュの胸に顔面を押しつけたことを思い出し、要は言葉に詰つまった。

「ま、いいけどね」

　見下すような一いち瞥べつを投げてから、アッシュは話し始めた。

「この間、あなたが目覚めたあの場所は、オプスレイ大公ロザルドの私し邸ていの庭よ。今、アリメルドはオプスレイ大公に雇やとわれている」

「大公？」

「ええ。そもそも今この場所が、オプスレイ大公国内の領りよう空くう域いきよ」

「大公国の、領空域……か」

　どちらの単語も、まるで馴な染じみがない。

「イセス・メリアにはたくさん国があるのか」

「本来、イセス・メリアを統すべるのはベタイゴイツェという王国。でも、王国はすっかり権けん威いをなくしてしまっている。王国の下にあるいくつもの大公領が、独自の勢力を持って争っているって状態ね。日本ならば戦国時代に近い、と十蔵さんは言っていたわ」

「なるほど納なつ得とく。戦国時代か」

「いくつもの国が乱立して、相あい争あらそっている状態。この島だって、進路を誤あやまれば、戦場に飛び出してしまうかもしれないってくらい、あちらこちらで争いが起きている。だからどの国も、優すぐれた引導士ハイダイバーを喉のどから手が出るほど欲しがっている。優れた引導士一人は凡ぼん庸ような引導士千人に勝まさる、と言われるくらいだから」

「引導士」要は繰くり返した。「イセス・メリアにおける魔ま法ほうが引導術で、魔ま法ほう使つかいが引導士っていう認にん識しきでいいんだな」

「ええ、そうよ。……引導士としての才能は、先天的なもの。優ゆう秀しゆうな引導士になれる人間は、本当に一ひと握にぎりしかいないわ。だから、抱かかえている優秀な引導士の数と、国の勢力は、ほぼ比例する。国の運命を握にぎる、大きな力なのよ」

　アッシュの説明に、要は顔をしかめた。

「たしか……喚よび出された人間は、引導術に高い適性を持つ、とか言ってたよな」

「その通り。引導術適性というものは、基本的に七段階に分類される。適性皆かい無むの人間はカテゴリＡで、それからＢ、Ｃと適性が増していって、最高はＧ」

「……なんでＡＢＣなんだよ」

　突とつ然ぜん出てきたアルファベットに、要は面めん食くらう。

「カテゴリを定義したのが異邦人オーバージーだからだと思うわ」

「イセス・メリアには英語も広まってんのかよ。日本人ならイロハか甲乙丙だろ」

　とまで言って、ふと感づいた。

「ってことは、オーバージーって呼ばれ方は──」

「そういうこと。異い邦ほう人じんは、イセス・メリアの人間を凌しのぐ引導術適性を持つ。だから、オーバーＧと呼ばれるの」

「なるほど納得。じゃあ、俺も超ちようスゴい適性持ちなのか」

　そりゃ愉ゆ快かいだ、と要は口元をゆるめかけたが、

「ええ。アリメルドからすれば、あなたは貴重で、とても高額な商品ということになる。アリメルドは、異世界から引導士の才能を持つ人間を喚び出しては、各勢力に売りつけるという死の商人よ」

「商品！」

　その単語に、気分が吹ふき飛んだ。

「俺は、商品としてこっちに喚ばれたってのかよ!?」

「そういうことになる」

　事務的に、アッシュは答える。

「その野や郎ろうは、どこにいるんだ！」

　要はアッシュの肩かたを摑つかんだ。

「ふざっけんな。アリメルドとやら、ぶん殴なぐってやらなきゃ気が済まねー！　いや、ぶん殴る程度で済ますもんか──」

「落ち着いて」

　肩の手を、アッシュは振ふり払はらった。

「簡単に捕つかまえられるなら、もう捕まえている。あいつはくせ者、一ひと筋すじ縄なわではいかない」

「そりゃそうかもしれねーが、──」

「アリメルドを憎にくんでいるのは、あなただけじゃない」

　急に、アッシュの声が冷え込んだ。

　いきなり冷水を浴びたような錯さつ覚かくを、要は覚えた。

「言っておくけど、あなたはイセス・メリアに来たばかりの新参者。私の言うことに従ってもらうわ」

「…………」

　しばし、言葉を失った後、

「……わかった。飯と寝ね場所を提供してくれる人には逆さからえねー」

　どうにか、要は答えた。

「というか、俺はいつまでここにいていいんだ？……それ以前に、あんたは何者なんだ？　その──職業的な意味で。あんた方三人は、何の目的のために集まってる？　家族って風でもないし」

「二人は、私の助手。私の目的のために、働いてもらっている」

「アッシュの目的ってのは、やっぱり──」

「想像の通りよ。私は、アリメルドを殺すために、彼を追いかけている」

　きっぱりと、アッシュは言い切った。

「アリメルドによって喚び出された人を保護するのも、任務の一いつ環かんだけど」

「おまけで救ってやったとでも言いたげだな」

　言ってから、やや刺とげ々とげしい物言いになったか、と要は自じ省せいする。

「いや、でも、助けてもらったことは感謝している。ありがとう、本当に助かった。アッシュがいなかったら、少なくとも今みたいにアホ面づら晒さらしてスケッチに興じるなんて真似まねはできなかったはずだ」

「スケッチ？」

　アッシュは要のスケッチブックをのぞき込んだ。

「風景画？　上手うまいわね」

「会心のできにはほど遠いけどな」

　と口では言いながらも、要は表情をゆるめた。

　スケッチをじっくり眺ながめた後、アッシュは身を引いた。

「さて、これからどうしようかしら。あなたを連れ帰るために一いつ旦たん本ほん拠きよ地ちに戻もどるか、それともこのままアリメルドを追い続けるか──」

「俺にも手伝わせろ」

　すぐさま、要は言った。

「とりあえず、アリメルドって野郎を許すわけにはいかねーし、あんたに恩おん義ぎを返す必要もある。手伝わせてくれねーか。いや、手伝わせて下さい」

　アッシュの正面に立ち、頭を下げようとする。

「そこまでする必要はない」

　アッシュは素す早ばやく手を伸のばし、要の頭を押さえた。

「手伝いたいというのなら、断ことわる理由はない。ただ、あなたに何ができるかしら」

「俺には引導術の適性があるんだろ？　だったら、それを活いかせるはずだ」

「高所恐きよう怖ふ症しようでも？」

　指し摘てきに、要はうっと詰つまる。けれども、

「克こく服ふくする」

　言い切った。

「落ちると思うから怖こわいんだ。落ちない力を身につければ、どうにかなる」

「…………」

　どう答えたものか、言葉が思いつかない──妙みような表情を、アッシュは見せた。

「ん？　なんか変なこと言ったか？」

「うーん……」

　しばらく、アッシュは無言で考え込んだ。

「頼たのむよ」

　要の懇こん願がんに、とうとう根負けする。

「そうね……。レクチャー、してあげる」

「やったね」

　要はガッツポーズを取ったが、

「ただ、あなたにとっては地じ獄ごくの特訓になると思うわ」

　やる気を削そぐようなことを、アッシュは口にする。

「克服してみせるさ。空を飛べるんだろ？」

「…………」

　じっと、アッシュは要を見つめた。哀あわれむような眼まな差ざしで。

「今すぐ始めましょうか。ただし、トイレには行っておきなさい」

「漏もらさねーよ！」

　口答えしつつも、要は一いつ旦たん家の中に戻った。







「……まず、基本的な考え方から始めましょうか」

　樫かしの大樹の幹に寄りかかって、アッシュは講義を開始した。

「私達の身体からだは、常に下方向に向かって引き寄せられている。島を一歩踏ふみ外はずしたら、下に転落するわよね。これは何故なぜ？」

「俺がもといた世界では、それは引いん力りよくの作用によって引き起こされることだ」

　こちらの世界では、物理法則すら異ことなる可能性だってあり得るぞ──などと考えつつ、要は答えた。

「その通り。こちら、イセス・メリアでも、引力が真下に向かって働いている。引力とは、巨きよ大だいな質量が周囲の物を引きつける力。でも、巨大な質量といえば、私達の頭上にもある──」

　アッシュは天を指さした。

　巨大な月が、いまだに太陽を隠かくし続けている。だが、はるか東方の空は既すでに影かげを脱だつして明るくなっていた。ほどなく、この島が浮ういている空間も日向ひなたへと出るはずだ。

「あれは『母なる月』、イセス・メリアの最大の月。ちなみに、残り四つは大きい順番に兄の月、姉の月、弟の月、妹の月と呼ばれている」

「お月様大家族か。……母子家庭なのか？」

　要の指摘に、アッシュは目をぱちくりさせた。

「変なことを言うわね。……でも、考えたこともなかったわ」

　少し間をおいてから、

「父親はさながら、太陽ってとこかしら」

「なるほど。まあ、そういうことにしておこう」

「話を戻もどすわよ。私達の身体は、大地に向かって引っ張られている。だから、大地の引力のみが私達に干かん渉しようしうると思いがちだけれど、そんなことはない。太陽や月も、私達を引っ張り上げようとしている。でも、大地の引力に比べると微び弱じやくだから、私達は大地の方向に張り付いている、ってだけに過ぎない。……ここまで大だい丈じよう夫ぶ？」

「バカにするなよ。その程度のこと、学校で習ってる」

「なら結構。でも、ここから先は、そちらの世界では絶対に習わなかった話になる」

　あらかじめ足あし下もとに置いておいた、木のボールをアッシュは持ち上げた。

「言うなれば、あらゆる物体は七本の紐ひもによって支えられている。七つというのは、太陽と大地と五つの月のことよ。そのうち、大地から伸びている紐が一番強力だから、このボールも常に大地へ向かおうとしている。でも、大地から伸びている紐を切ったらどうなると思う？」

「そりゃ、──」

　少し考えてから、要は答えを口にする。

「大地とは反対方向に飛んでいく──ってことか？」

「ご名答」

　アッシュの言葉と同時に、木のボールが手元を離はなれた。

　木のボールは、頭上の月目がけてまっすぐに飛んでいった。

「こういうことになる」

　ボールの行方ゆくえを、要は目で追う。

　その速度は──さながら、月に向かって落ちていくかのようだ。

「完全に月まで行っちまうんじゃ──」

　要が懸け念ねんを口にする。

「ええ、月まで行ってしまうわね、放っておいたら」

　真上を向いたままアッシュは答える。

　と──ある一定の地点で、木のボールは減げん速そくし、ついには停止した。

「大地からの引力を、絞しぼった状態で復活させると、釣つり合あいが取れて、あんな風に空中で静止する」

「おお……」

　感かん嘆たんの声を、要は上げた。

　タネも仕し掛かけもないのに、何の変へん哲てつもない木もく片へんがはるか頭上に浮いている。奇き妙みような光景だった。

「そして、紐の力をもと通りにすると、──」

　木のボールは、落ちてきた。上った時とまったく同じ道を逆ぎやく戻もどりし、アッシュの手の中に収まる。

「原理的には、これだけ。あとは、他ほかの月の引力を組み合わせることによって、前後左右へと軌き道どう方向を調整する。鳥のように空を自由に飛んでいるように見えたかもしれないけれど、引導術は鳥の飛行とは本質から異なる、ということ」

「…………」

　しばしの間、要はその場に立ち尽つくした。

「……ちょっと待ってくれ」

　手で顔を覆おおい、動どう揺ようの表情を隠す。

「俺の理解が正しければ、ものすごいイヤな予感がするんだが──」

「あなたの理解は正しいわ」

　からかうような笑えみを、アッシュは浮かべた。

「引導士ハイダイバーは、空を飛ぶのではない。空を墜おちるの。墜ち続けることで、島から島へと渡わたる」

「マジかよ……」

　へろり、と要の足から力が抜ぬけた。その場にひざまずいてしまう。

「高所恐きよう怖ふ症しようの人間にとっては、この世界は地じ獄ごくか！」

「だから言ったでしょ……地獄の特訓になるって」

　アッシュも膝ひざをつき、両手で要の顔を挟はさみ、強ごう引いんに自分の方を向かせた。

「でも、克こく服ふくしてみせると言ったのは、あなたよ」

「…………」

　その通りだった。

　自分が放った言葉を実行するためには、つまり、高所恐怖症を克服するしかない。

「……やるしかねーのか……」

　アッシュの手を押しのけて、要は立ち上がった。

　少し時間を取り、心を静めてから、

「……何から始めればいいんだ」

　決意の声を、アッシュにぶつける。

「引導術自体は、さほど難しいものではないわ」

　アッシュは二歩下がって、要の全身を視界に収められる位置に立った。

「イメージしなさい……大地から生えて、あなたにつながっている紐を。その紐は太くて頑がん丈じようだけれど、だんだん細くなって、力を弱くしていく……」

　言われるがままに、要はイメージする。

　すると急速に、身体からだにかかっている引力が弱まって──

「……ぬおお!?」

　足が、地面を離れた。

「なんだこりゃ!?」

　ばたつかせても、つま先が地面を捉とらえることはない。

　足は地面から徐じよ々じよに離れ、上じよう昇しよう速度も増えていく。

　恐きよう怖ふに駆かられ、要は手を伸のばし、アッシュを捕つかまえようとした。

「た……助けて！」

　ぺちん、とアッシュはその手を払はらいのけた。

「紐ひもを強くイメージして！」

　鋭するどい声で、助言する。

　そうだ、と咄とつ嗟さに強く念じる。地面からの紐が太くなり、強力なゴムのように要を引き寄せるシーンを思い描えがき──

「あふッ」

　要の身体は、肩かた口ぐちから地面に激げき突とつした。べたーん、と全身を投げ出す。

「よくできました」

　二、三度、アッシュは手を叩たたいて要を褒ほめ称たたえた。

「すぐにコツをつかむとは、大したものだわ。さすが異邦人オーバージーね」

　だが、要にアッシュの声を聞く余よ裕ゆうはなかった。ほんの数秒間ながら、引力から自由になったという体験が、恐怖の波となって要の心を押し潰つぶす。

「あぐぐぐぐぐ」

　意味不明な文句が口から漏もれ出るのを、要は止めることができなかった。

「……でも、高所恐怖症を克服するのは、かなりかかりそうね」

　冷静にアッシュは評して、ため息をついた。







「あれ、どうしたの？　そいつ」

　訓練を終え、家の中に戻もどってきたアッシュと要に、メティスはそう声をかけた。

「見ての通りよ」

　宙に浮ういたアッシュは、要を背中から抱だいて、ぶら下げていた。

　だらり、と要は両りよう腕うで両足を投げ出していた。首も下を向き、完全に脱だつ力りよくしている。

　アッシュがぱっと手を離はなすと、要はその場にごろりと崩くずれ落ちた。

「あぐぐぐぐぐ」

　胎たい児じのように身体を丸め、震ふるえ続ける。

「……こりゃ重じゆう症しようだ」

　と、メティスはコメントを述のべた。

「寝ねている暇ひまはないわよ」

　ぺちぺち、とアッシュは要の頰ほおを叩いた。

「これから街まちに行くんだから」

「……街……」

　不意に要は正気に返り、身を起こした。

「街に行くって？」

「主目的は、あなたの服を買いに行くこと」

　アッシュは、要を──正確には、要の着ている服を指さした。

　要は、学生服を着用したきりだった。学校帰りにいきなり異世界に召しよう喚かんされたのである、着き替がえなど持ってきているはずがない。

「その格好では、何をするにも目立つでしょ？　さしあたり、十蔵の古着に着替えなさい。その上で、あなたの服を買いに行く」

「ま、おまえの身体だったら、あたしらの服でも似合いそうだけどな」

　からかい半分にメティスが言う。

「冗じよう談だんは止めてくれ」要は本気で嫌いやがった。「昔から、そのことはさんざん言われているんだ」

　要の身長は、日本人十七歳男子の平均よりも低く、その上顔立ちは女っぽい。いかにも女じよ装そうが似合いそうな雰ふん囲い気きがある。

「私も着替えるから、メティス、手伝ってちょうだい」

「はいは～い」

　メティスはアッシュについて、家の奥へと消えていった。

「……あいつがメイドらしい仕事をするところを初めて見たような気がするな」

　見送りつつ、要はそう呟つぶやいた。




　三十分後。

「誰だれだおまえ」

　改めて姿を現したアッシュと相対して、まず要はそう言った。

「まさか、この家には俺の知らない人間がもう一人住んでいたのか」

「そんなこと、あるわけないでしょ」

　アッシュは露ろ骨こつにむっとした。

　長い髪かみはひっつめ、身体からだの線を隠かくすダボダボした服に着替えている。それだけでも十分に別人っぽいのだが、一番目を疑う場所は、胸だ。

　平らになっている。

「身分を隠す必要がある。アリメルドの側にも、私の顔は割れているから」

「うん、それはわかるが──」

　胸のサイズを隠す必要があるのか、と要は疑問を覚える。

「サラシを巻いて押さえているの」

　要の視線を受けて、アッシュは答えた。

「だから、メティスに着替えを手伝ってもらう必要があった」

「……おっと」

　すぐさま要は視線を逸そらした。

「見られるのには、慣れている」

　無感動に、アッシュは言った。

「……痛くないのかよ」

「少々。でも、この程度は我が慢まんしなくちゃ」

　たしかに、アッシュの胸は、個人特定をたやすくする肉体的特とく徴ちようではある。アッシュの指名手配書が出回ったら、特とく徴ちよう欄らんに「巨きよ乳にゆう」とか書かれたりするんだろうか──などと要は勝手に想像する。

「アッシュ、こいつにメドラニカのこと説明してないの？」

　メティスがアッシュに問いかけた。

「……そう言えば、していなかった」

　アッシュは目をしばたたいた。

「メドラニカ？」

「一言で説明するのは、とても難しい」

　要の言葉に、アッシュは答える。

「メドラニカとは、イセス・メリアでもっとも信しん奉ぽうされている聖女の名であり、神のような存在であり、唯ゆい一いつ認められた宗教であり、この世の理ことわりでもある。引導術という言葉も、もとは『メドル』と言って、メドラニカの派生なの。私達は聖せい者じやの力を借りることで空を墜おちることができる──ということになっている」

「……ほお……」

　一度に言われても、にわかには理解できない。要は生返事を返した。

「でも、今ここで言いたいのは、引導士適性のこと」

「引導士適性のことも、メドラニカというのか」

「そう。適性が七段階プラス一に分かれていることは覚えているわよね。あなたはオーバーＧ、ちなみに私はカテゴリＧ」

「アッシュはＧなのか」

　胸のサイズもＧくらいありそうだな、などと思っていると、アッシュは意外なことを言った。

「そして、──女性に限り、引導士適性を簡単に見み抜ぬく方法がある。胸のサイズよ」

「…………は？」

　心中を見み透すかされたのか、と一いつ瞬しゆん要は思った。

　が、アッシュはこれ以上なく真しん剣けんだった。

「引導士の才能を持つ女性は、胸が大きくなる」

「……どういうこと？」

　要が呆ぼう然ぜんとしていると、

「墜ちるということは、身体が無重力状態になるということだ……」

　ふらりと十蔵が姿を現した。

「そのくらいのことは、知ってるだろう」

「ええ、知ってますけど……」

「なら理解できるはずだ」十蔵は説明を始めた。「人間の身体の中にある全すべての体たい液えきも、引力に影えい響きようを受けている。だから、無重力下にあっては、普ふ段だんは下半身にたまる体液が、上半身にもまんべんなく行き渡わたる。そして女性の場合、その体液は、ただでさえ無重力下で浮うき上がっている胸にも行き渡ることになる。優すぐれた引導士は、長時間自己を無重力下におくことができるから、その結果として胸が大きくなる──ということだ」

「理り屈くつは理解できた。つまり、おっぱいの大きい引導士は、優れた引導士……という理解でいいのか」

「それでいい」アッシュは言った。「イセス・メリアの女性の胸は、決して垂たれることはない。常じよう時じ引導術で支ささえているから」

「…………」

「このことは、常識中の常識。だから、私が何の対策もせずに街に出て行けば、カテゴリＧの引導士として衆しゆう目もくを集めてしまう。カテゴリＧの引導士は、そう多くない。今、不必要に人の目を集めるのは、任務遂すい行こうの阻そ害がいになる。単純な話でしょ」

「……なるほど……」

　随ずい分ぶんとんでもない世界に来てしまったもんだ、と要は内心で呟つぶやいた。







「あれが、オプスレイ大公国の城下町、オプスラ」

　前方の空間を、アッシュは指さした。

　街が、空に浮いていた。

「なんなんだ、こりゃ……」

　信じがたい光景だった。

　石造り、あるいは煉れん瓦が造りの建造物が建ち並ぶ街自体は、さほど不思議ではない。テレビで時々見る、ヨーロッパの街並みに限りなく似ている。

　ただ、青い空を背景にして、街が突とつ然ぜん浮ういているという眺めは、あまりにも奇き怪かいだった。下から支える柱も、吊つり下げるワイヤーもない──当たり前だが。

「しかも、結構でかいな……」

　今自分が立っている島と見比べると、その大きさには雲うん泥でいの差がある。

「あのような街は、いくつかの島がくっついて成り立っている」

　アッシュは説明した。

「危き急きゆうの際には、島ごとにバラバラになることもできるのよ」

「へえ……」

　漂ただよっているのは、街だけではなかった。周囲には、小型の島が無数に漂っている。

　ある島は街に寄ろうとしている。

　ある島は街から離はなれようとしている。

　ある島は衛星のごとく街の周囲を回転している。

　そして、街の上空には、巨きよ大だいな城が載のった島が鎮ちん座ざしていた。

「あれが、大公の城よ。あなたが最初に目を覚ましたのは、あの島の庭園ね」

「なるほど……城下町が、まさしく城の下にあるってわけかい」

　要は呟いた。

「あの城に住んでいる大公様が、俺を取り戻もどそうとしているんだよな」

「ええ。そして、アリメルドもあそこにいるはず」

「俺も変装しなくて大だい丈じよう夫ぶかなあ」

「顔は見られてないでしょう。見た可能性がある人間は、既すでに始し末まつしているし」

「…………」

　真っ二つにされた追っ手のことを思い出し、要は口を閉とざした。

「……とにかく……この島、寄せないのか？」

　先さき程ほどから、アッシュの家とオプスラとは、相対速度ゼロで併へい走そうを続けていた。距きよ離りがこれ以上縮ちぢまる気配はない。

「ええ。さっそく、訓練の成果を見せてもらおうかしら」

　アッシュは、要の背を叩たたいた。

「マジかよ！」

　要は目を剝むいた。

　改めて、目算で街との距離を測はかる。街のへりまで百メートル少々というところだろうか？

　百メートルという距離を、墜おちなければならない。

「ぬ……」

　つい、腰こしが引ける。

　同じ百メートルでも、百メートル走のスタート地点に立ってゴールを見るのと、百メートルの崖がけの上から下を見るのでは、見た目の距きよ離り感かんはまるで違ちがってくる。今、要は後者の感覚にとらわれていた。果てしなく、遠く感じる。

「今、この島は、オプスラと向こうの月を結ぶ直線上に入っている」

　アッシュはオプスラの向こうを指さす。オプスラの街並みに隠かくれて、白く輝かがやく半月がかいま見える。

「あの月の引力を捕つかまえて、墜ちればいいだけ。落下中に落下方向が変わるとか、心配することはないわ。ただ、オプスラ自体もあの月目がけてゆっくりと墜ちている。だから、見た目よりも落下距離は伸のびる。そこだけは気をつけて」

「わかってるって」

　答えるものの、要はなかなか飛べない。

「最初からフリーフォールしろなんて言わないわ。初めはゆっくり墜ちればいい」

　助言を受けて、要は深呼吸し──ついに覚かく悟ごを決めた。

「……よし。行くぜ……」

　一歩踏ふみ出して、要は島を離れた。

　半月方向への引力を捕まえ、他ほかの星からの影えい響きようを遮しや断だんする。

　要の身体からだは、ゆっくりとオプスラへと墜ちていった。

「…………」

　押し黙だまって、視線はひたすらオプスラに固定する。真下──この場合は、大地の方向──を見たら、パニックに陥おちいってしまうだろうという自信が、要にはあった。

　速度は遅おそいながらも、要は徐じよ々じよに、確実に、オプスラへと近づいていき──

「……はい、っと」

　いきなり、要の背中にアッシュがぶつかってきた。

「うおわ!?」

「もっとスピードを上げて」

　背中に乗ったまま、アッシュは身体の重みを増していく。

　それに従い、要の墜つい落らく速度はあっという間に上じよう昇しようした。

「どわぁぁぁぁ!?　何すんだこの野や郎ろう!?」

「高速移動に慣れてもらわなくちゃ。……オプスラが近づいたら私は離れるから、一人で着地してみなさい」

　動どう転てんする要に、アッシュは冷静な声をかける。

「うおおおおぉぉぉぉ──」

　オプスラとの距離が、一気に詰つまる。五十メートル、四十メートル、三十メートル──

　約二十メートル地点で、アッシュは要から離れた。

「…………！」

　半月からの引力を遮断するんだ、と要は必死に念じた。

　一度ついた加速は、簡単には収まらない。が、じわりじわりと減げん速そくし、勢いは失うせ──ついに、要の身体は静止した。

　──オプスラの、三メートル手前で。

「……ありゃ……」

　呟つぶやくと同時に、要の身体は大地へと落ち始める。

「……詰めが甘い」

　直後、後背にいたアッシュに受け止められた。

「減速しきったら、もう一度目的方向への引力を捕まえて、着地する」

　アッシュに抱だきかかえられたまま、要はオプスラに上陸した。

　アッシュが手を離はなすと、要は草地に手をつき、ころんと転がって──

「あぐぐぐぐ」

　動けなくなった。

「よくできました」

　短い拍はく手しゆを送った後、アッシュは要の肩かたを抱かかえて強ごう引いんに立たせた。

「ほら、あれが私の島」

　飛んできた方向を指さす。ついさっきまで要がいた島が、はるか後方にぽつんと見えた。

「あなたは、あそこからここまで墜おちてきたのよ」

「おお……」

　要は何か呟こうとしたが、

「もちろん、帰りにはもう一度同じことをやってもらうわよ」

「あぐぐぐぐ」

　震ふるえた。




「ふうむ……」

　全身を映し出す姿すがた見みで、要はイセス・メリア式の衣服に身を包んだ自分自身と向かい合った。

「意外に普通だ、と言うより他にねー」

　日本で流通している洋服、と言い切ってしまって何ら問題のないデザインだった。言げん語ごのみならず、デザインセンスも日本から流入しているらしい。

　ただし、日本の衣料店で買える服と比べれば、質が落ちるのは否いなめない。布の手て触ざわり、縫ぬい方、細かい部分での仕上げ具合、等々。おそらく手製なのだろう。

　大量生産というわけにもいかないようで、この衣料店に置いてある商品数も、さして多くはない。

「こういう面でも、色々不ふ都つ合ごうが出てくるよなあ……」

　呟きながら、要はカーテンを開き、試着室から顔を出した。

「服のサイズは、これで問題ねーぜ」

　試着室の外で待っていた、アッシュに申しん告こくする。

「そう。なら、そのサイズの服をまとめ買いしましょう。任まかせてもらっていいわね」

「任せる」

　要はカーテンを閉め、着てきた服への着き替がえを始めた。

　着替えを終えて外に出ると、アッシュは支し払はらいを済ませようとしているところだった。懐かい中ちゆうから財さい布ふを出して、コインを数枚店員に手て渡わたす。

「こっちにも貨か幣へいがあるんだな……」

　呟いて、要はアッシュのそばに寄った。

「コイン、見せてくれ」

「どうぞ」

　財布の中からもう一枚コインを取り出して、アッシュは要に手渡す。

　コインを指でつまみ、要はじっくりと見つめた。

　銀色の輝かがやきを持ち、両面に記号のようなものが刻きざまれている。数字は書かれていない。おそらく額面は、記号で判別するのだろう。あるいは単純に、金きん貨か銀ぎん貨か銅どう貨かという種しゆ別べつで価値が定まっているとか。

　硬こう貨かが存在するということは、硬貨を鋳ちゆう造ぞうするだけの技術があるということになる。しかし、一体どこで誰だれが鋳造を行っているのか。アッシュが言っていた、ベタイゴイツェ王国とやらが発行しているのか。

　原材料の銀は一体どこから調達しているのか。内部に鉱こう脈みやくを持つ島が存在するのか、あるいは地上に降りて地面を掘ほる必要があるのか。

　他ほかに──

「……出るわよ」

　アッシュに脇わき腹ばらをつつかれて、要は我に返った。

「持ちなさい」

　購こう入にゆうした衣い料りようの詰つまった袋ふくろを、押しつけられる。

「お、おう」

　銀貨と引き替かえで、要は袋を受け取った。

「ぼーっとしてたわね」

「悪いな。銀貨一つとっても、色々と考えるところがあるんでね。異世界における貨幣経済の浸しん透とう度ど、とか」

　イセス・メリアの社会について、聞きたいことは山ほどあった。新しい事象に遭そう遇ぐうするたび、新たな疑問が次から次へとわいて出る。

　だが、一度に全すべての質問をぶつけても、混乱を招くだけだ。世界の真実について知っていくには、じっくりと時間を掛かける必要がある。

　とりあえず、一番知りたい質問を、要は投げることにした。

「その金は、どこから出てるんだ？」

「お金？　今は立て替えておくけど、あとであなたに払はらってもらうわよ」

「やっぱりそうかい。……いや、それも知りたかったけど、質問の主意はそうじゃねー。アッシュはどうやってお金を稼かせいでいるんだ？　まさか、空から金が降ってくるわけじゃないだろう。出資者がいるのか」

「その通りよ」アッシュは頷うなずいた。「私は……とある人達に雇やとわれている。おおまかに言うと、王国と対立している人達に」

「俺を助けたのも、その『とある人達』から請うけ負おっている仕事の一部ってこと？」

「そういうこと。いずれ、あなたにも詳くわしく教えてあげる。でも、今この場はそれにふさわしい場所ではない」

「それもそうだ」

　二人は衣料店を出て、大通りに踏ふみ出していた。商店が建ち並び、多くの人々が行き交かう賑にぎやかな通りである。なるほど、城下町というだけあって、かなりの人口があるようだ。

　もっとも、全体的な印象としては、いわゆる中世ヨーロッパの街というよりは、西せい部ぶ劇げきに出てくる街を思わせるところもある。おそらく、街の背景が空の青一色であるせいだろう。山の稜りよう線せん、迫せまり来る森、あるいは城じよう壁へきといったものが、まるでない。どこまでも、空は果てしなく広かった。

「じゃあ、話は帰ってからか」

「そうね。……でも、帰る前に、少し寄るところがある」




　要を引き連れて、アッシュは十分ほど歩いた。

　細い路地を抜ぬけて、別の大通りへ出る。道の太さは商店街と変わらないが、雰ふん囲い気きはまるで違ちがった。人通りは少なく、あちらこちらに路上生活者らしき人々の姿が見える。彼らは目立たないように気配を殺ころしつつも、周囲に対して注意を振ふりまいている。

　通り全体に、奇き妙みような緊きん張ちよう感かんが満みち満ちていた。

「あまり、キョロキョロしないで」

　先を行くアッシュが、顔を前方に向けたまま言った。

「目立つようなことをすると、目を付けられるから」

「了りよう解かい」

　言われて、要はアッシュの背に視線を固定した。

　やがて、アッシュがとある地点で足を止める。

「ここで待っていて」

　建物入口のところを、アッシュは要に示しめした。

　入口にはスイングドアがあり、頭上には看板がぶら下げられている。酒さか場ばか、と要はあたりをつけた。

「酒でも買うのか」

「買い物は買い物だけど、買うのは情報よ」

「情報？」

「ええ。何をするにも、情報は大切。さもなくば、アリメルドを追いかけることすらできない。……少し時間がかかるかもしれないけれど、静かにしていなさいね」

　そう言い残し、アッシュはスイングドアの奥へ消えていった。

「了解」

　返事して、要は壁かべにもたれた。

　やることもないので、周囲に目を配くばる。

　改めて眺ながめると、人ひと気けのなさに圧あつ倒とうされる。街路に面して建つ建物は居住用だと思われるのだが、人の住んでいる気配があまりない。ガラス窓が割れたまま放置されているところが、やたらと多い。路上生活者連中はこの辺の空き家に勝手に住み着いているのだろうか──などと要は勝手に考える。

　こんな場所で路上生活者連中にからまれたらどんなことになるやら。アッシュに言われるまでもなく、おとなしくせざるを得ない。

　だが、十分も経たった頃ころ──

「…………！」

　悲鳴のような声が、どこかから聞こえてきた。

　近場のようだ──空き家の向こう側だろうか。

　最初は鳥の鳴き声か、あるいは聞き間ま違ちがいかとも思ったが──声は、断続的に聞こえてくる。

　しかも、悲鳴を上げているのは女性のような気がする。

　一体何が行われているんだ、と要が訝いぶかるうちに──悲鳴の聞こえてきた方向から、一人の路上生活者が駆かけ寄ってきた。路上生活者は道を駆けながら、仲間の路上生活者達に何事か呼びかける。するとそれに応じて、路上生活者達は道の奥へと消えていく。

「……どうなってんだ……？」

　なにやらとんでもないことが行われているような気配がする。猛もう烈れつに気になる。見に行きたい、という衝しよう動どうにかられるが──

「……いや、いかんいかん」

　静かにしていろ、とアッシュに命じられている。何が行われているにせよ、自ら首を突つっ込みに行くのは賢けん明めいな振る舞まいではない。早く戻もどってきてくれないか、と酒場を見つめるが、アッシュが出てくる気配はまだない。

　そのうち──

「……はああ……！」

　道の奥から、女性が一人、走り出てきた。みすぼらしい衣服から、路上生活者の仲間か、と要は判断する。

　必ひつ死しの形ぎよう相そうで、何かから逃にげようとしている風だったが──

「待てやコラ！」

　その後ろから、男の路上生活者が三人、追いかけてきた。女性はあっという間に追いすがられ、引き倒たおされた。

「逃げんじゃねえ、ボケが！」

　倒れたところを、男は力ちから一いつ杯ぱい踏ふみつけた。

「……おい……！」

　骨を砕くだかんばかりの、容よう赦しやないストンピングだった。思わず要は身を起こす。

「貧乳ごときが、人の財さい布ふ盗ぬすんでんじゃねえよ！　自分の手は自分のポケットに入れておくよう、ママに教わらなかったのか!?」

　一人が女の背に乗って腕うでを押さえ、二人が女の手を何度も踏ふんづけている。踏まれるたびに、女性は短い悲鳴を上げた。

　既すでに女性はかなりの暴力を受けていたらしく、顔面は半ば血に染そまっていた。必死に抵てい抗こうしようとするが、細ほそ腕うでで男性の腕わん力りよくにかなうはずもない。

「いきなり、なんなんだ」

　察するに、女性が誰だれかの財布を盗もうとしてばれ、路上生活者連中に制せい裁さいを食くらっている──というところらしいが、制裁の仕方が度を過ぎている。殺すつもりとしか思えない。

　要はあたりを見み渡わたした──が、まわりに人はいない。

　止めることができるのは、要一人だ。

「……どうしろ、ってんだ」

　この場で目立つことをするのは、明らかに得とく策さくではない。

　だからって、目の前の女性を見殺しにしていいのか？

　ためらっているうちに、男達は女の髪かみと右手首をつかんで、地面に押しつけた。

　別の男が、どこから持ち出したのか、鉈なたのような大きな刃は物ものを持ち出し、女の前面に立つ。

「教わらなかったってんなら、二度と他人のポケットに手を入れられないようにしてやるよ！」

　この場で女の手首を斬きり落とすつもりのようだ。

（……正気かこいつら!?）

　悟さとった瞬しゆん間かん、要は抱かかえていた袋ふくろを投げ出していた。鉈を構えた男目がけ、引導術を発動する。

「二度とおいたするんじゃねえぜ……！」

　男は、鉈を握にぎった腕を大きく振ふりかぶり──

「やめろぉぉ──ッ！」

　要が跳とび蹴げりを叩たたき込んで、男を吹ふき飛ばした。

「のぐあッ!?」

　落下してきた要を、受け止めたようなものだった。男は空き家の窓に激げき突とつ、ガラスをぶち抜ぬいて家の中へと飛び込んでいった。

　要自身も、綺き麗れいな着地とは行かなかった。男を蹴け飛とばした瞬間に引力方向を正反対にしたものの、勢いは殺しきれず、壁へき面めんに激突する。

「おふッ!?」

　したたかに背中をぶつけて、転てん倒とうした。

「な……なんだ!?」

「誰だてめえ!?」

　突とつ然ぜん飛び込んできた要に、残り二人の路上生活者は動どう揺ようする。

「誰でも……いいだろう！」

　背の痛みをこらえながら、要は立ち上がった。

「人殺しが目の前で行われようとしてんのに、黙だまって見てられっか！」

「……ああ？」

　言っている意味が分からない、と路上生活者は要をにらみ返す。

「人殺し？　何の話だよ」

「とぼけるつもりかよ！」

　びし、と要は女性を指さす。

「今にも死にそうだってのに、『じゃれてるつもりでした』とでも言い訳するつもりか!?」

　男達は顔を見合わせ──ますます険しい顔をした。

「おい、こいつ、アンチメドラニカじゃねえのか」

「いや、ただのバカかもしれんぜ」

「俺の言っていることに答えろ！」要は叫さけんだ。「おまえらはその人を殺そうと──」

「貧乳は人じゃねえ!!」

　路上生活者は、さらに大きな声で叫び返した。

「てめー、そんな常識もわかんねえのか！」

「この腐くされ偽ぎ善ぜん者しやが!!」

　口々に、要を罵ののしる。

「……なんだと、……」

　あまりの迫はく力りよくに、要は反論する言葉を失った。

　今こいつはなんて言った？　

「貧乳は人じゃない」だと？

「人を嚙むことを覚えた飼い犬は、殺すのが義務だろうが！」

　路上生活者二人は、要に迫せまり始めた。

「それを邪じや魔まするってんなら、まずてめえからしつけるぞ……」

　腕を伸のばし、捕つかまえようとする。

「何言ってんだ、てめえら──」

　空に墜おちて逃のがれよう、と要が決心した瞬間──

「のがッ!?」

　突然、二人の路上生活者の身体からだが揺ゆれた。

　後頭部に、鈍どん器きが激突していた。楕だ円えん形けいの銀色の板──小型のソールドである。

「……アッシュ！」

　ソールドを投じた人物の姿を、要は酒場の入口に見出した。

　後頭部を殴なぐられた二人は、よろけてその場にひざまずく。

　アッシュは、要が投げ捨てた服入りの袋を回収すると、要目がけて墜ちてきた。

「さっさと逃にげる！」

　要を捕まえると、壁かべを蹴けって軌き道どうを変え、道に沿そって墜ちていく。

「待ってくれ、あの女の人が──」

　逆方向の引力を捕まえて、要はブレーキを掛かけようとしたが──

「立場をわきまえなさい！」

　小さな、しかし鋭するどいアッシュの声に、気け圧おされた。諦あきらめて、抵てい抗こうを止める。




　酒場からはるかに離はなれた場所、オプスラの外れの草地まで移動して、やっとアッシュは地に足をつけた。

「静かにしていろって言ったでしょ」

　要を放ほうり出しつつ、言葉を投げる。

「そりゃ、そうだけどな」

　尻しり餅もちをついた要は、座ったままにアッシュをにらみ返した。

「目の前のリンチを見過ごせってのか？」

　人殺し、というフレーズに、要は路上生活者達が言っていたことを思い出す。

「それに──あいつらのあの態度はなんなんだ？　貧乳は人じゃない、とかとんでもないことを言い切っていたぞ。しかも、俺のことをアンチメドラニカとも。どういうことなの」

　問いかけを受けて、アッシュは肩かたを落とした。

「追加説明がいるみたいね──メドラニカについて」

「まだなんかあんのかよ」

「言ったはずよ、メドラニカを一口で説明するのは難しいって。というか、できることならば、もう少し後にしたかったのだけれど──仕方ないわね」

　アッシュは手を差し伸べた。

　要は手を握にぎり、立ち上がる。

「帰る前にもう一カ所、寄り道するわ」







　オプスラを離れ、アッシュは要の手を引いて空を墜ちる。

「オプスラのまわりを飛んでいるのは──砦とりでか？」

　小さな浮うき島しまの群れが、オプスラを守るかのようにたくさん飛び交かっている。そのほとんどに、石積みの建物が建っていた。サイズ、外観からして、普ふ通つうの住居であるとは思えない。

「ええ、そうよ。外敵の侵しん入にゆうから城と街を守るためには、空をおさえなければならない」

「それもそうだ。引導術なんてものがある以上、城じよう壁へきをどれだけ高くしても無意味だもんな」

　砦の最上部には、兵士とおぼしき人物が立っている。見張り業務に飽あきているのだろう、かなりくたびれた様子で、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。

「近づかないように。わざわざ注意を惹ひくことはない」

「わかってる。で、俺をどこに連れていくつもりなんだ」

　要は、アッシュの手首をがっちりと握にぎっていた。つながっていないと、どうにも落ち着かない。できれば全力で抱だきつきたいところなのだが──

「というか、力入れすぎ。痛いたい」

　アッシュは腕うでを振ふった。

「……悪い」

　要は握あく力りよくをゆるめた。

「この辺だと思うんだけど……」

　空域に視線をさまよわせ、アッシュは何かを探す。

「何を探してるんだ？」

　要は申し出たが、

「それは……言いにくい」

　アッシュは答えなかった。

「口にはできないものを探さがしてんのか」

「……そうね」

　そう答えて──アッシュは目的の場所を見つけ出した。

「あった。こっちに来て……」

　手を引かれるがままに、要は低速で空を墜おちていく。

　オプスラの周囲を飛ぶ島の中でも、一番遠い場所に、その島はあった。

「ここで止まって……」

　その島の、数十メートル手前くらいで、アッシュは静止する。

「あの島……見える？」

　前方を指さし、アッシュは要に問とうた。

「よく見えない」要は目を細めた。「もう少し近づかねーと、──」

「ダメ」

　前に出ようとした要を、アッシュは引っ張って止めた。

「これ以上近づいてはいけない」

「なんでだよ」

「見て、気持ちのいいものではないから」

「…………？」

　改めて、要は島を見つめる。

　島は、それほど広くはない。中心に石造りの建物があり、そのすぐそばに木組みの演説台のようなものがある。あとは石ころが転がるばかり──

「いや、石じゃねーのか……？」

　たくさんの石の合間に、石のように見えて石ではない灰色のもの、そして明らかに石ではない黒っぽいものがある。正体を見み極きわめるべく、要はさらに目をこらした。

　一羽わの黒いカラスが、滑すべり降りてきた。カラスは石ではないものの上に着地すると、足あし下もとを二度三度とつついた。それから首を動かし、周囲を見み渡わたしながら、点々と歩き始める。その仕草は、エサを探す行動と見えた。

「エサを、──」

　と呟つぶやいた瞬しゆん間かん、要はピンと来た。

「うおお!?」

　途と端たん、驚きよう愕がくの吐と息いきを漏もらす。

「人骨──人骨の山じゃねーか！」

　頭の中で像が結ばれて、やっと要は自分が眺ながめている光景の意味を知った。

　十数人分の、死体の山だった。露ろ天てんに放置され、鳥にその肉を食くらうがままにさせた結果が、この光景だ。黒っぽいものは、死者達の髪かみか、あるいはいまだ食べられずに残っている腐ふ肉にくか──

　鳥ちよう葬そうだった。

　と同時に、要はもう一つ、光景から読み取るところがあった。鳥葬は鳥葬かもしれないが、死者に対する敬意というものがまったく感じられない。ということは──

「あれは、処しよ刑けい場なのか」

　要が問うと、アッシュは頷うなずいた。

「ええ……つい先日に処刑が行われたばかりだそうよ」

　無感動に、アッシュは処刑場を見つめている。

「さっき、酒場で聞いてきた。十五人の女性が、紡ぼう績せき工場から脱だつ走そうを図はかった廉かどで、石打ちの刑けいに処されたとか」

「……ちょっと待て」

　要はアッシュを見つめた。

「工場から脱走して死刑だと？　意味がわからないぞ」

「言った通りの意味よ。女性達は、紡績工場で一日十六時間の重労働を課されていた。このまま過労死するよりは、脱走して逃にげおおせる可能性に賭かける──などと相談しているうちに計画が発覚してしまったみたいね」

「いやいやいや、ツッコミどころが多すぎるぞ。一日十六時間も働かされたら、そりゃ逃げるだろ。しかも計画しただけで死刑だと？　いくらなんでも無む茶ちや苦く茶ちやすぎる。なんで、そんな目に遭あわなきゃならねーんだ」

「それは、……」

　少しためらってから、アッシュは答えた。

「彼女たちが貧乳だったからよ」

「……………………はあ？」

　聞き間ま違ちがえたのか、と要は思ったが、間違いではなかった。

　アッシュは、この上なく真しん剣けんな表情で続ける。

「言ったでしょ、七プラス一段階の区分について。これは、引導士ハイダイバーとしての才能の区分でもあり、女性に限定して言えば胸のサイズの区分でもあり──同時に、社会的身分の区分でもある。十蔵さんは『カースト制度』なんて言ってたわ」

「……カースト制度なんて、ヒンドゥー教徒じゃあるまいし──」

　と言って、要ははっと思い出した。メドラニカとは、イセス・メリアにおける宗教だ、ということを。

「──メドラニカの名の下に、身分差別が行われているってことか」

「ええ……」

　心苦しさを反映してか、アッシュの顔は歪ゆがむ。

「カテゴリＥ、Ｆ、Ｇの巨きよ乳にゆう女性は高貴なる存在としてあがめ奉たてまつられる一方で、カテゴリＡ、Ｂの貧乳女性は家か畜ちく以下の存在として蔑さげすまれる。それがイセス・メリアの実態であって、その発はつ露ろの一つがあの処刑場、ってこと。ここの大公は、人気取りの一いつ環かんとして、定期的に処刑ショーを行っているみたいね。そのたびに、十数人という単位で、貧乳の人達が石で打たれて、殺される」

　やっと得心がいった──あの路上生活者連中の言動について。

　しかし、連中の行動原理を理解するのと、行動原理を是ぜとするのとは、別問題だ。

「つまり──イセス・メリアじゃ、おっぱいの大きな女がもてはやされる一方で、貧乳女性は奴ど隷れい以下の扱あつかいを受けるのか。おっぱいカーストか！」

　無言で、アッシュは頷いた。

「正気じゃねー！　どうかしているぞ！　こんな二つの肉の塊かたまりで人としての価値が決定されるとか、頭がおかしいにもほどがある！」

　力強く、要はアッシュの胸を指さした。

「アッシュはどうなんだ。おまえも、貧乳女性を見下してんのか!?」

　広げた手を伸のばし、アッシュはまず要を落ち着かせた。

「私は、メドラニカなんて信じていない。胸の大小が人の価値を決めるだなんて、馬ば鹿か馬鹿しい話だわ。……でも現実問題として、メドラニカ信しん仰こうは、大多数のイセス・メリア人に根付いている。これは、私一人でどうにかできる問題じゃない」

　悲しげな表情を浮うかべて、要を見つめる。

「あなたの怒いかりは、わかるつもりよ。ただ、事実を事実として知っておいて欲しかっただけ」

「…………」

　要は、小さく息を吐はき出した。アッシュに怒りをぶつけるのは、見けん当とう外はずれというものだ。

「……ああ、でかい声を出して、悪かった」

　とはいえ、まったくもって信じがたい話だ。

　理り屈くつ自体は、理解できる。イセス・メリアにおける武力とは、引導術なのだ。優すぐれた戦せん闘とう指揮官が古代地球における権力者であったように、優れた引導士がイセス・メリアで王となる権利を持つのだろう。そんな価値観が長い年月を掛かけて固定化され、胸の大きさで人の貴き賤せんを決めるという風ふう習しゆうができあがった──というところか。

「だからって、俺はメドラニカを信しん奉ぽうする気はねーぜ」

　要の宣言に、アッシュは頷いた。

「それで構わない」

「教えてくれたことには礼を言う。というか、アッシュに拾われてなかったら、一体どんなことになっていたんだか。考えるだけで身み震ぶるいする」

　アッシュと出会ったことは、僥ぎよう倖こうだった。ついこの間の話ではあるが、そう考えざるを得ない。

「……できることなら、残りの人達もあなたと同じように拾いたかったんだけどね」

　と、アッシュは呟つぶやく。

「残りの人達？」

　要はオウム返しに聞く。

「ええ……実はあの晩、アリメルドによって召しよう喚かんされたのは全部で四人いたみたい」

「四人も!?」

「そう。うち一人はあなたで、うち一人はすぐに亡なくなったそうよ。でも、残り二人が、今も大公の私し邸ていに匿かくまわれているって話よ。男一人に女一人だとか」

「男女のカップルだと……」

　イヤな予感が、要の脳のう裏りをよぎる。

「もしかして、あなたの知り合い？」

　その可能性に気づき、アッシュは問う。

「なんでも、女の子の方は、奇き妙みようなカチューシャをつけていたって話よ。馬の頭を象かたどった、珍めずらしい──」

「可憐だ!!」要は叫さけんだ。「可憐じゃねーか、それ！」

「あなたの知り合いなのね」

　アッシュの言葉に、要は繰くり返し頷うなずいた。

　底なし沼ぬまに沈しずんでいくような感覚に包まれた。

　イセス・メリアに可憐が喚び出されたということは、つまり──

「噓うそだろ！　可憐は男と見み紛まごうほどの貧乳なんだぞ!!」

























　半地下の牢ろう獄ごくに、大間可憐は捕らわれていた。

　半地下とはいっても、大部分──五分の四くらいは地下に潜もぐっている。高さ三メートルほどの壁かべの天てん井じように近い部分に開いている、二つの明かり取り窓が、牢ろう内に薄うすい光を落としていた。窓は鉄てつ格ごう子しが通してあるのみ。日中はともかく、夜になると冷たい風が容よう赦しやなく吹ふき込む。

　冷たい風は、牢内にイヤな臭においを充じゆう満まんさせる。その臭いのもとは、牢ろう屋やの隅すみの便座だ。一応、いわゆる洋式の便座ではあるが、最後に掃そう除じされたのは百年くらい前ではないか、と思えるほどに薄うす汚ぎたない。

　そして、可憐に与あたえられているのは毛布ではなく、鎖くさりつきの鉄てつ球きゆうだった。

　ご丁てい寧ねいにも、両手両足に一つずつ、合計四つの枷かせで、可憐は拘こう束そくされていた。一応動き回ることはできるものの、一歩前進するだけで常に筋きん力りよくの限げん界かいを試ためされる。

　とらわれの可憐は身じろぎ一つせず、床ゆかに視線をさまよわせ続けていたが──

「……さっさと開けろ！　食事が冷めるだろう！」

　扉とびらの外からの神護の声に、ぐっと頭をもたげた。

　がちゃがちゃと鍵かぎを開ける音の後、扉が開き──トレイを手にした神護が姿を現す。

「飯、持ってきたぜ」

　ずっと虚うつろだった可憐の顔に、明かりが灯ともったようだった。

「神護……！」

　疲つかれ切ってはいたものの、笑え顔がおで神護を歓かん迎げいする。

　神護も笑顔で応こたえ、可憐の正面に座り込み、食事を置いた。

「目の傷、どうなってる」

　可憐の左目を隠かくす前まえ髪がみを軽くかき分け、目ま蓋ぶたの具合をチェックする。

　目蓋の上側が大きく腫はれ、可憐の視界を狭せばめていた。大公に力ちから一いつ杯ぱい殴なぐられてできた傷だ。

「少しは、見えるようになってきたよ……」

　可憐の言葉に、神護は頷うなずいた。

「みたいだな。腫れがマシになってる。……さ、食べて、元気をつけるんだ。食うものを食わなかったら、傷の治りも遅おそくなるからな」

　トレイを、可憐の方に押し出す。

　トレイの上に載っているのは、湯ゆ気げ立つ野菜スープとパンである。いかにもおいしそうな香かおりが、可憐の鼻び孔こうを刺し激げきした。すぐにスプーンを取ろうとして──

「…………」

　両手を拘束する枷の存在を思い出す。

「……神護……甘えてもいいかな……」

「甘えてくれ」

　神護は快かい諾だくし、スプーンを取った。スープをすくい、可憐の口元に持っていく。

　可憐はスープを啜すすり、飲のみ込んだ。

「……おいしいね」

「こっちの人間の味覚が俺達とさほど変わらなくて、助かった」

　言いながら、神護は二杯はい目をすくった。

「同じ地球にシュールストレミングなんて代しろ物ものを食くらう人種が存在することを考えれば、かなりラッキーだ」

「……そうだよね……」

　答えて、可憐はスープを含む。

　雑ざつ談だんしながら、神護はスープをすくい、あるいはパンをちぎり続けた。

　可憐が食事を平らげた後も、しばらくその場に居い座すわり続けたが、やがて牢の外から、扉をガンガンと叩たたく音が響ひびいた。

「……何？」

　可憐はびくりと身を震ふるわせ、

「そろそろ出てこいって言ってるんだ」

　神護は扉を睨にらんで舌打ちをした。

「悪い、もう行かなきゃならないみたいだ」

　立ち上がろうとする神護に、可憐の手が素す早ばやく伸のびる。

「もう……行っちゃうの……？」

　すがるような可憐の表情に、神護は嘆なげきのため息を吐はき出した。今すぐにでも牢から連れ出したいところだが、そうは問屋が卸おろさない。

「引き続き、大公と交こう渉しようする。君が無む害がいな存在であることをわからせて、待たい遇ぐう改かい善ぜん要よう求きゆうを吞のませてやる。ここから必ず連れ出してやるから、もうちょっとだけ待っててくれ」

「信じて、いいんだよね……」

　笑って可憐は神護を送り出そうとしたが──ボロボロと涙なみだをこぼし始めた。

「なんで、私ばっかりが、また、こんな目に遭あわなきゃいけないの……」

　必死に我が慢まんしようとしても、涙は後から後から流れ出る。

「…………」

　無言で、神護は可憐を抱だき寄せた。可憐が落ち着くまで、頭をなで続けてやる。たびたび牢ろう番ばんが扉とびらを叩いて注意を促うながしたが、無視。

「もう……大だい丈じよう夫ぶ」

　どうにか笑顔を作って、可憐は神護を引きはがした。

「もうちょっとだけ、待ってるから。……神護は、エレナみたいにいなくならないよね？」

「エレナ……」

　不意に飛び出た懐なつかしい名前に、神護はわずかに眉まゆをひそめた。が、すぐに笑みを取り繕つくろい、

「ああ、いなくなるものかよ」

　トレイを持って立ち上がる。

「晩飯時に、また来るよ」

「……うん……」

　軽く手を振ふって、神護は独どく房ぼうから出た。

　一歩踏ふみ出した途と端たん、牢番の手が伸びてきて、神護の襟えり元もとをつかんだ。

「おい！　面会に許されている時間はとっくに過ぎているんだ──」

　神護を牢ろうの外へ引きずり出そうとする。

「離はなせ」

　バチン、と神護は牢番の手を振り払はらった。

「俺を異邦人オーバージーと知っての真似まねか」

　牢番の迫はく力りよくに負けないよう、低い声で言い返す。

「大公が俺を喚ぶのにどれだけ投資しているか、知らないはずはないよな？　その俺を傷つけたら、どうなると思う？」
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　神護は瘦やせてはいるものの長身で、ただ立っているだけでも十分に威い圧あつ感かんがある。

「グ……」

　気け圧おされて、牢番は退いた。

「ついでに言っておくが、可憐に指一本でも触ふれたら、おまえの身体からだは轢ひかれたトマトになると思っておけよ」

　言い捨てて、神護は石段を登り始めた。わざと足音を高く立て、牢番を威い嚇かくしながら。

　しかし一方で、内心は焦あせっていた。早くなんとかしないと可憐がおかしくなる──と。

　ついさっき可憐の口からこぼれたエレナという名。その名は五年前、可憐が誘ゆう拐かい事件に巻き込まれた時に死んだ、神護達の幼おさななじみの名だった。







「同じことを何度言わせる!?　あの貧乳に対して、私が斟しん酌しやくしてやる理由は何もない！」

　オプスレイ大公は、ヒステリックに叫さけんだ。

「ふざけないでくださいよ！　なんで、胸が小さいなんて理由で差別を受けなければならないんですか！」

　おのずと、神護の反論にも怒いかりがこもる。

　大公私し邸ていの庭園の一角で神護は大公を捕つかまえ、可憐を解放することを訴うつたえた。だが返ってくるのはこの通り、感情的な拒きよ絶ぜつである。

「なんで？　それは、あの娘むすめが貧乳だからに決まっている！」

「あなた方にとってメドラニカがどれだけ大切なのかは知りませんが、俺達はメドラニカの信徒じゃないんです！　あなた方の価値観を押しつけてもらっちゃ困るんですよ！」

「ここはイセス・メリアだ！　『郷ごうに入っては郷に従え』という言葉を知らないのか！」

「……それは日本の言葉ですよ」

　異世界の人間に日本の諺ことわざを教えられるとは、なんとも妙みような感覚だ。こんな状じよう況きようでさえなければ、面おも白しろく思えるのだろうが──と、神護は内心で歯がみする。

　奇き怪かい極きわまりない価値観、メドラニカに神護は振り回されっぱなしだった。大公の貧乳に対する拒絶感、嫌けん悪お感かんは、もはや狂きよう信しん的とでも言うべきレベルに達している。

　真の問題は、神護の目には狂信的としか思えないこの態度が、イセス・メリアにおいてはごく当たり前の常識だ、という点にある。

　郷に入っては郷に従え。たしかに、それは一つの真理だ。しかしながら、郷の掟おきてが我が身に危険を及およぼすものとなると、黙だまって従うわけにはいかない。

「あんたは、俺達を傭よう兵へいにするつもりで召しよう喚かんしたんでしょう。でも、俺達が然るべき待たい遇ぐうを受けられないのなら、契けい約やくを拒きよ否ひすることだってできる」

　自分達、異世界からやって来た人間が、引導士ハイダイバーとしての高い適性を持つ、という事実を神護は知っている。可憐を救うためにも自分の価値を最大限に利用しなければ、と揺ゆさぶりをかけてみるが、

「私と契約するのがイヤなら、新しい雇こ用よう主ぬしを探せばいい。知り合い一人とていないこの世界でそんなことができれば、の話だがね」

　大公は大公で、譲ゆずることを知らない。

　そこをつかれると、神護としては痛い。それに、可憐を一人置いて出て行くことなど、できるはずがない。

「君達と一いつ緒しよに喚よばれた、不幸な異邦人と似たような目に遭あうのがオチだろうな」

　大公は言葉を重ねる。

　神護、可憐とともに日本から召喚された、もう一人の人物の死体を、神護は目まの当たりにしていた。

　その二十代の男性は、コンビニ店員の制服を身にまとっていた。召喚される直前に要が立ち寄ったコンビニの店員、レジに立っていた人物だろう。

「藤ふじ沢さわ」と書かれた名札を神護は回収し、ポケットに収めている。いつの日か日本に帰れることがあるのならば、遺い族ぞくにこのことを伝えなければならない、と誓ちかって。もっとも、日本に帰れる手段は存在しない、という話も聞いてはいるのだが。

　召喚された人間は、空中のある一点に突とつ然ぜん姿を現すのだという。神護と可憐は運良く、待機していた引導士に拾ひろってもらえたが、藤沢なる男性は待機人員の手をすり抜ぬけ墜つい落らく、大公私邸の壁へき面めんに激げき突とつして、死んだ。

　ここは日本のような安全安心な場所ではない。ちょっとした不運が死につながる、危険な世界なのだ。

　その一点だけを取ってみても、単身で外に出て行くという選せん択たく肢しはあり得ない、と言える。

　神護と大公、お互たがいの主張をぶつけ、どこに妥だ協きよう点てんを見出すか──これは、駆かけ引きだった。一高校生として生活する上ではあまり必要とされなかった能力を要求される、戦いである。

　しかも相手は四十代の大人、加えて国家権力者ときた。オプスレイ大公国は大した規模ではないらしいが。それでも、一国を率ひきいる人物には違いない。

　どう揺さぶり、妥協を引き出せばいいのか。厄やつ介かいな話だ。

　奇き妙みような沈ちん黙もくの中、にらみ合いを続けていると──

「……あら、どうしたの？　神護クン、怖こわい顔をして」

　一人の女性が、ふらりと姿を現した。

「佐さ々さ木きさんですか」

　女性の名を、神護は呼んだ。

　神護よりも以前にイセス・メリアに来ている、異邦人である。アリメルドにつき、助手を務めている人物だ。

「口くち添ぞえしていただけませんかね。可憐の待遇の改善について」

「あ、あなたの彼女さんのことねえ」

　佐々木自身は、カテゴリＧに分類できるサイズのバストの持ち主だ。故ゆえに、大公からも一定の敬けい意いをもって扱あつかわれている。

「大公閣下、何度も説明した通り、異邦人オーバージーにメドラニカは適用されないんですよ」

　大公に顔を向け、佐々木は語った。

「こちらに喚ばれた異邦人は、みんな引導士適性を持つんです。男女にかかわらず、胸の大小にかかわらず、です。あの子だって見た目はカテゴリＡでも、一いつ騎き当とう千せんの引導士となる可能性を秘ひめているんですよ」

「フン。貧乳をそばに置いていることを周囲に知られれば、私までもがアンチメドラニカとして扱われるわ」

「だったら、胸に詰つめ物を入れるなりして、誤ご魔ま化かせばいいじゃないですか」

「それはメドラニカに対する欺ぎ瞞まんだ！」

　けれども、大公の意志は固い。

「君こそ、アリメルドによく言っておけ。回収し損そこねたもう一人の異邦人をさっさと連れてこい、とな。あるいは新たに異邦人を召喚するか。さもなくば、払はらった金を返してもらいたい」

「異邦人はそう簡単に喚べるものではありませんわ。お教えしたはずですよ？　召喚点の発生には、月の運行が絡からんでいて──」

「そんな話は結構だ。どうしてくれるのか、と私は聞いている」

　少し考えた後、佐々木は提案した。

「だったら、こういう取引はどうでしょうね。彼が──」

　と言って、神護の肩かたに手を置く。

「もう一人の異邦人を連れて来たら、地ち下か牢ろうにつながれているあの子を解放する、ってのは」

　勝手に話を進めるな──と神護は言いかけたが、やめた。今は、その辺が現実的なラインかもしれなかった。大公の反応を待つ。

「ほお……、そこまで言うのなら、そういうことにしてやろう」

「約束ですよ」

　佐々木は念を押す。

「大公として約束しよう。とにかく、さっさと連れてくるんだ。今この時も、国境は危機に晒さらされ続けているのだ」

　ひらりと手を振ふって大公は身を翻ひるがえし、私し邸ていの方向へと歩き去っていった。

「……あいつに口約束なんて通用するんですかね」

　大公の背中を見つめながら、神護は呟つぶやいた。

「大だい丈じよう夫ぶだと思うわよ。あなたを真しん剣けんに怒おこらせるような真似まねはしないはず。あなたは大事な異邦人なんですもの」

　佐々木は慰なぐさめの言葉を口にするが、神護はどうにも納なつ得とくいかない。

「俺は既すでに十分、真剣に怒っているつもりなんですがね」

「言いたいことは分かるけど、ここは異世界なのよ。言葉は通じるけれど、価値観はまるで違ちがう。そこをわきまえて」

「……佐々木さんは、こっちの世界になじんでいるみたいですね」

「そりゃそうよ。この世界では、巨きよ乳にゆうは貴人として扱われるんですから」

　ことさら胸を強調するポーズを、佐々木は取った。

「日本にいた頃ころは、『脳に行く栄えい養ようがおっぱいに吸われてる』なんて、よくバカにされたものよ。でも、こっちの世界では、私の胸に誰だれもがひれ伏ふす。とても気分爽そう快かい。不満があるとしたら、日本で私をバカにしていた連中をぶちのめすことができないってことだけね」

「……そうですか」

　佐々木を、神護は完全には信用していない。同郷人がいてくれるのは非常に心強いのだが、言動の端はし々ばしに、大公と同種の高こう慢まんさが見え隠かくれする。

「この間、工場を脱だつ走そうした貧乳達が処しよ刑けいされたでしょ？　実は処刑されたのって、脱走に加わったメンバーの内半分だけなのよ」

「へえ」

　耳にするだけでも胸むな糞くそ悪わるい話だが、神護は無表情に応じる。

「じゃあ、残り半分ってのは？」

「別の島に連れていかれたのよ。大公が持っている、狩かり専用の庭園にね」

「狩り？」神護は耳を疑うたがった。「まさか、狩りの獲え物ものって──」

「ええ、その通り。貧乳達を狐きつね代わりにして、放ってやるのよ。『最後まで生き残った一人だけ、死し刑けいを免めん除じよしてやる』って言って。で、狩り手がソールドを貧乳にぶつけて、次から次へと狩っていくの。もうすごいのなんの。私、とても興こう奮ふんしたわ」

「それを──そんな代しろ物ものを、佐々木さんは、観戦していたんですか」

「いいえ」佐々木は首を振った。「私は二人ほど狩ったわよ。……いずれまた機会があったら、あなたも連れていってもらえるよう、大公に掛かけ合ってみるわ」

「……そりゃどうも」

　神護は、どうにか平静な声を保たもって、返事した。

　メドラニカというクソろくでもない思想に、佐々木は囚とらわれている──神護の目には、そう見えて仕方ない。

　イセス・メリアという場所で生きていく以上、メドラニカに染まってしまうのは不ふ可か避ひなのか──と思わないでもない。だが、神護としては受け入れるわけにはいかない。今の耳を疑うような話を、可憐という存在を否定する思想を、どうして受け入れられるというのか。

「とにかく、今あなたがやるべきことは、もう一人の異邦人オーバージーを捜さがし出して、連れてくることよ。少なくとも、私は大公の口約束の証人になってあげる。もしもの時は、私からアリメルド様に訴うつたえるわ。アリメルド様なら、然しかるべき処置をして下さる」

「まあ……そうでしょうね」

「……一ついいことを教えてあげる」

　神護の胸を、佐々木はつついた。

「昨日、オプスラの裏通りの方で、アシュラータらしき人物が一騒さわぎを起こしたらしいの。目もく撃げき情報によると、アシュラータは少年を一人連れていたらしいわ」

「少年ですか。……そいつが、もう一人の異邦人だと？」

「可能性は高いわね」

　神護は考え込む。

　もう一人の異邦人の正体は、まだ確定してはいない。だが、喚ばれた四人の内三人は、神護と可憐、そしてコンビニ店員だ。となれば四人目は、あの場所に居合わせたもう一人の人物、八浦要である可能性が高い。

「いいこと、アシュラータは手て練だれの敵よ。この短期間で、あなたは私達の教えたことをよく吸収して、一人前の引導士ハイダイバーと呼んでいいくらいの力を身につけている。でも、間ま違ちがってもアシュラータとまともに戦おうとは思わないこと」

「わかってますよ。昨日今日身につけたばかりの技術で天てん狗ぐになるほど、俺はアホじゃありませんって。……でも、アシュラータってのは、そんなに強いんですか」

「ええ。アリメルド様を追いかけ続ける、悪あく魔まのような女よ」

「ははあ……」

　悪魔のような女と要は一いつ緒しよにいるわけか、と神護は思った。イセス・メリアでひどい目に遭あっているのは俺だけではないんだ、と後ろ向きに自分を慰める。

「ま、とりあえず、俺もオプスラに行ってきますよ。こっちの街にも興味がありますからね」

　神護は引導術を発動した。地面から離はなれ、頭上の母なる月へと墜おちていく。







「だから！　ビビるたびに人の胸に顔を埋うずめるのはやめなさいと言っているでしょう！」

　全力でおっぱいにしがみつく要の脳のう天てんに、アッシュは肘ひじ打うち連打を食くらわせた。

「あぐぐぐぐぐ」

　頭部への攻こう撃げきをものともせず、要はガクガクと身を震ふるわせ続ける。

「いい加か減げんにしなさいと言っているのに……！」

　殴なぐっても無む駄だと気づいて、アッシュは腕うでを強ごう引いんに要との間に割り込ませた。全力で身体からだをねじって、やっとのことで要を引きはがす。

「あぐぐぐぐ」

　引きはがされた後も、要は身体を丸め、震えた。

「……そろそろ、落ち着いたかしら」

　しばし放置した後、アッシュは要からのタックルを警けい戒かいしながら、接近する。

「……うう……」

　呼吸を整ととのえて、やっと要は身を起こした。それから妙みような顔をして、頭を撫なでる。

「なんか、頭が痛いんだが……」

「何を言ってるの──」

　と言いかけて、アッシュは要が本気で不思議がっていることに気づいた。

「あなた、私に肘打ちを食らったの、気づいてないの」

「おまえがやったのかよ！」

　真顔で、要はツッコミを入れた。

　顔に手を当て、アッシュはため息をついた。

「参ったわね……。記き憶おくに穴が空くほどの高所恐きよう怖ふ症しようとは」

「怖こわいものは怖い！　仕方ねーだろ！」

　半ばキレ気味に、要は叫さけんだ。

「ああ畜ちく生しよう、どうすりゃいいんだ。こんな調子じゃ、可憐を救いに行くどころか、単身でオプスラに乗り込むことすら夢のまた夢じゃねーか」

　可憐の話を聞いてからというもの、要は焦あせっていた。

　メドラニカという掟おきてがある以上、可憐がろくでもない目に遭っているだろうことは間違いない。可憐と一緒にいる男というのが神護ならば少しは安心なのだが、確証はない。悪くすると、可憐を救うことができるのは自分一人かもしれない。

　だが──自分の足あし下もとに広がる空を見るだけで、身体が震え上がる。思考がストップする。

　いまや、要は頭上に広がる空に対してすら、恐きよう怖ふを覚えるようになっていた。引導士にとっては、天も地もさして違ちがいはない。上空に向かって墜ちていくことだってできるのだから。

「あああ……クソ」

　おのずと、要は地を這はうような姿勢になってしまう。

「ま……怖がるのは、恥はずかしいことではないわ」

　アッシュも姿勢を低くして、目の高さを要に合わせた。

「私達だって、空を墜ちることに何の恐怖も感じないわけじゃない」

　要は頭をもたげ、アッシュを見つめた。

「アッシュも、怖いのか……」

「当然でしょ」

　わずかに、アッシュは口元をゆるめた。

「この空は、死であふれている場所だもの。ちょっとした見落とし、失しつ念ねん、距きよ離りの読み間違いで、人は簡単に死ぬ。死ななくても、大怪け我がを負う。怖くないわけがない」

「でも、だったら、何故なぜアッシュは空を墜ちることができるんだ」

「墜ちることが、好きだからよ」

「好き……か」

「ええ。子供の頃ころから、姉たちが空を飛ぶ姿を見ながら育ってきた。みんな、楽しそうに飛んでいたわ。いつか私もあんな風に空を飛ぶことができる、と思い続けて──実際に飛べた時は、本当に楽しかったし、嬉うれしかった。あの時の気持ちは、今でも覚えている」

　アッシュは穏おだやかな表情で、過去の記憶にひたったが──

「ああなるほど。子供の頃からのすり込みは大事だよなあ」

　要は、投げやりに感想を述べた。

「ちょっと。人がいいこと言ってるんだから、『幸せな幼よう年ねん期きを過ごしてきたんだね』とか言いなさいな。雰ふん囲い気きってものがあるでしょう」

「うるせえよ。今の俺には、他人を思いやる余よ裕ゆうなんてねーんだよ」

　苛いら立だちを隠かくそうともせず、要は言った。

「俺は、別段空に対する憧あこがれなんて持ってなかった。飛行機パイロットになろうなんて思ったこともねーし、遊園地に連れていかれた時はジェットコースターどころか観かん覧らん車しやも断固拒きよ否ひした。高所とは縁えんのない生活を送ってきたんだよ。何の因いん果がで、空を飛べなきゃ生きることすらできない世界にやってきちまったんだ」

　言っているうちに、再び恐怖が心を支配し始める。肩かたが、声が震え出す。

「俺は怖くて仕方がねー。何かにすがらなきゃ、崖がけの縁ふちに立つことすらできねーんだ──」

　そこで、要ははっと息を吞のんだ。

　気づかぬうちに、自分の両手が伸のびていた。

　アッシュの胸を摑つかもうとして。

「ウオワア──ッ!!」

　要は叫さけんだ。伏ふせて、地面を何度も叩たたく。

「そして本能がおっぱいを求めようとしやがる！　どうなっちまったんだ俺の身体からだ！」

「……まあとにかく、落ち着きなさい」

　見るに見かね、悶もだえる要にアッシュは手を差し伸べた。

「あなたは異邦人オーバージー、引導士としての才能がある。それは間ま違ちがいない事実よ。自分を信じなくて、どうするの」

「今の自分ほど信じられねー奴やつがいるか！」

「可憐って子は、あなたのことを信じていないの？」

「……！」

　ぴたり、と要は動きを止めた。

「……そうだった。可憐を助けるためには、ここで震ふるえてばかりいるわけにはいかねー」

　むくりと起きあがり、二本の足で直立する。要は空を見上げ──

「訓練の続きを……しなく……ちゃ……」

　またもやがくがく震えだした。

「落ち着きなさい、と言っている」

　アッシュは要の手を摑んだ。

　手からぬくもりが伝わってくると──少し、震えが収まった。

「あ……ありがとう」

　要が礼を言うと、

「勘かん違ちがいしないで。手を押さえたのは、これ以上私の胸をいじらせないためよ」

　冷たい視線を、アッシュは返した。

「…………」

「真ま面じ目めな話、人の胸に気を取られるのは、引導士ハイダイバーとしては致命的よ」

「……なかなか難しいことを言うな」

　大きな胸に視線が吸いつけられるのは、男の本能である。

　アッシュの家での生活を始めた当初は、失礼に当たらないよう、できるだけアッシュの胸から目を背そむけるようにしていたが、もはや要はその努力を放ほう棄きしていた。目を逸そらすことに気を取られて、人の話を聞き損そこねるということが頻ひん発ぱつしたためである。

　加えて、アッシュは胸に視線を集められることをまったく不快に思っていないようだった。貴人の証あかしをじっくり見られることに慣れている、という風だ。

「この間の空戦、覚えているでしょ」

「俺がアッシュに拾ひろわれた時のことか」

「ええ。引導士同士の戦いは、あんな具合に行われる。ほんの一いつ瞬しゆんのよそ見が致ち命めい的てきな結果を招くってことは、考えるまでもなくわかるでしょ」

「よくわかる」

　歩道の綺き麗れいなお姉さんに見とれてハンドル捌さばきを誤あやまるようなものか、と要は解かい釈しやくする。

「むしろ、女性引導士が男性引導士を相手にする時は、男の目を惹ひくことを戦術に盛り込んでくる」

「それは──積極的にチラ見せを仕し掛かけてくるということか」

「場合によってはモロ見せもやる」

　真しん剣けんな表情で、アッシュは言い切った。

「正気で言ってるのか」

「死ぬのとおっぱい見られるのと、どちらかを取らなきゃならないと言われたら、答えはひとつでしょ」

「主張は理解できるが、おまえは乳を放ほうり出して空を墜おちることをためらわねーってのか」

「場合によっては。生きるためにはなんでもやる」

「…………」

　言葉は通じ合っていても、価値観はまるで異なるということを、要は痛つう感かんした。

「とにかく、要にまともに空を墜ちてもらうには、どうしたらいいかしら」

　少し考え込んだ後、アッシュは自分で答えを見出した。

「一人で墜ちるのが怖こわいのなら、私と一いつ緒しよに墜ちてみる？」

「一緒に、と言うと……」

「言葉通りの意味。編隊を組む鳥のように、私の背中にピタリとくっついて墜ちてもらう。それなら安心じゃないかしら」

「編隊を組む鳥というより、カルガモの親子風だな」

　アッシュが親で、要が子。どうにも情けない話ではあるが、そうしてもらった方が心が安まるというのも事実。

「背中を守ってもらうことは、私にもメリットがある」

　要の心中を読むかのごとく、アッシュはフォローを入れた。

「メリット？」

「ええ。引導士同士の空戦は、ソールドという大質量をぶつけ合うという、ある意味原始的な戦い……」

　家の壁かべに立てかけてあるソールドに、アッシュは視線を向ける。

　ソールドはアッシュに引き寄せられるように墜ちてきた。十分に加速する前に減速し、アッシュの手前で静止する。

「ちょっと、重さを身体からだで感じてみなさい」

「了りよう解かい」

　ソールドの面に両手をつけて、要は構かまえた。

「じゃ、引導術を解除するわ……」

　言った途と端たん、ソールドは傾かたむき始めた──要を押し潰つぶす勢いで。

「のわああ！　重いぞ！」

　一気に重みがのしかかってきた。要自身の体重よりも、重い。

「……ぬおおッ！」

　耐たえかねて、要は受け流すように逃にげた。音を立てて、ソールドは倒たおれる。

「ちょっと待て！　重すぎだろ！　殺す気か！」

「重い方が、ソールドは破は壊かい力を増す。当たり前でしょ」

　刺さすような要の視線を、アッシュは笑って受け止める。

「重い物を制動するには、然しかるべき力がいる。扱あつかうソールドが重いほど、強い引導士として認められるってことよ」

「一つ質問がある」要は挙手した。「ソールドにせよ、何にせよ、複数の引導士が同時にある一つの物を動かそうとした場合、どうなるんだ？　拮きつ抗こうするのか」

「早い者勝ちよ」アッシュは答えた。「先に摑つかんだ方が──摑む、というのは、物体を引導術の干かん渉しよう下かに置くことの俗ぞくな言い方ね──その物体に対するコントロール権を得る。例えばこの私のソールドだって、あなたが先に摑んでしまえば、私がそれを動かすことはできないのよ。あなたが手放さない限り」

「なるほどね」

「ちなみに、物体を摑むことはできるけど、他ほかの人間を摑むことはどんな場合でもできない。自身が自分を常時摑んでいるようなものだから。そこに他人が干渉することはできないのよ」

　大公私し邸ていから脱だつ出しゆつする時、アッシュに抱だきかかえられたことを要は思い出す。たしかに、引導術で他人を摑めるのならば、アッシュはわざわざ男の身体を細ほそ腕うでで抱かかえるなどということはしなかっただろう。

「この島はどうなってるんだ」要は地面を指さした。「こいつも摑める？」

「ええ。島は、普ふ段だんは勝手に浮ういているけど、摑んで動かすこともできる。ちなみにこの島は、十蔵さんに摑んでもらっている。どこの誰だれとも知れない誰かに摑まれたら、大変なことになるから」

「納なつ得とくした」

　答えつつ、要はソールドの全ぜん容ようを観察した。

　楕だ円えん形の金属の塊かたまりだった。表面は鈍にぶい銀色だが、銀そのものではないだろう──多分。

「一体何でできてるんだ？　オリハルコンとか？」

「ソールダイトっていう金属よ」

「ふーん」

　滑なめらかな表面を撫なでる。見た目通り、固い。叩たたくとコンコンと音がする。

　中央部分は肉にく厚あつで、末まつ端たん部分は薄うすくなっている。先せん端たんは鋭えい利りに研とがれているわけではないが、これだけの重量物であれば、十分に刃はの役を為なす。事実、あの晩の追っ手は、これを食くらって身体を二分されたのだ。

「空戦は、ソールドをいかにして相手にぶつけるか、という一点に勝敗がかかる。相手の死角からソールドを寄せて、一刀両断にするというのが、理想的な形。でもそれは、相手が狙ねらってくることでもある。自分の死角を相手に取られたら、両断されるのは自分の方」

「そこで、ブラインドサイドをガードする人間がいるってわけか」

「ええ。二人コンビで空戦をする時は、各おの々おの攻せめと守りを分担するのがセオリー」

「ってことは、この間の夜の空戦は、かなりセオリーから外れていたんだな」

「そうね。私の目的が、あなたを回収して逃とう走そうすることだったということもあるけれど──追っ手連中には、セオリーも何もなかったみたいね。引導士としての教きよう養ようを持たず、ただ引導術を思うがままに操あやつる連中はたくさんいる。でも、そんな手合いは、概がいしてあの追っ手連中みたいな最さい期ごを迎むかえることになる」

「俺は、アッシュに拾ひろってもらって本当に幸運だったんだな」

　言いつつ、要は引導術を発動、ソールドを持ち上げてみる。

　音もなく、ソールドは浮いた。地上一・五メートル地点あたりで静止させる。

　ソールドは横に寝ねたまま、ふらふらと揺ゆれた。

「こいつを縦にしてみたいんだけど、どうすんの？」

　問うと、アッシュはソールドを指さした。

「ソールドの真ん中あたりを摑んでいるでしょう？　ソールドの両りよう端はしを摑みなさい。一点じゃなく、二点で摑むの」

「なるほど」

　助言を受けて、要は意識をソールド中央から両端へと持っていった。二点を摑んでいることを意識して、それぞれの点にかかる重力に差をつけると──

「……おお」

　くるり、とソールドは縦たてになった。

「よくできました」アッシュは短い拍はく手しゆを送った。「二点以上で摑むことも、働く重力の強さに差をつけることも、高等技術よ。さすが異邦人オーバージー、吞み込みが早いわね」

「この程度、楽勝だって……」

　褒ほめられて、要の気がゆるんだ瞬しゆん間かん、摑みが解けた。ソールドは音を立てて地面に突つき刺さり、その後要目がけて倒たおれてくる。

「……のわあ！」

　咄とつ嗟さに内側に潜もぐり込んで、要はソールドを身体からだで支えた。

「とはいえ、まだまだ甘いわね」アッシュは肩かたをすくめた。「油ゆ断だんして摑みを解除するのも甘いし、慌あわてて身体で支えるという判断も甘い。摑み直せばいいだけじゃないの」

「……言われてみれば、そうだった」

　要はソールドを摑み直し、空中で横にして、そのまま地に寝かせた。







　オプスラの街がい路ろに立ち、神護は思う。本当に、自分は異世界に来てしまったのだ、と。

　ヨーロッパ風の街並みの中を、日本人ならざる人々が行き交かっている。街路の左右に建ち並ぶ店の顔ぶれも、日本とはまるで違ちがっていた。足あし下もとは石いし畳だたみ、自動車の類たぐいは影かげも形もない。馬車の一台すら、走ってはいなかった。

「この世界じゃ、引導術があるから、大量の貨物を運うん搬ぱんするのに動物を利用する必要がないんだろうな」

　神護は一人ごちた。人々は、道の真ん中、端はしを問わず、好きな場所を歩いている。馬車に道を空けるといった概がい念ねんはないようだ。

　人の多さに、さてどうしたものかと考え込む。このような人波では、要とすれ違っても気づかない恐おそれがある。要を捜さがし出す手間を最小限に抑おさえ込むために、できることはあるのだろうか。

　ブラブラと歩くうち、神護は広場にさしかかる。

　大きな噴ふん水すいを中心とするこの場所も、人でごった返していた。スペースを利用して、屋台を引いてリンゴを売る者、大道芸を行う者などがいる。そして、それらに群がる人々がいる。

　中でも目を惹ひくのは、広場の一角に組まれている、簡かん素そな劇げき場じようのような場所だ。一体何の劇をやってるんだ、と神護は足を向け──

「……劇じゃないのか」

　理解した瞬間、ぴたりと足を止めた。

　一段高くなったステージの上には、みすぼらしい衣服に身を包んだ、五人の貧乳女性が立っている。手枷かせをはめられ、首からは番号がぶら下げられている。

「さ、それじゃ、一番から、競せりを始めるよ！」

　ステージの脇わきに立つ男が、大きな声で観客達に呼びかける。と、観客らは口々に数字を叫さけび始めた。

　競りによる奴ど隷れい売買が、今から行われようとしていた。

「なんてこった」

　神護は嘆なげいた。

　特にこの一角は妙みような熱気に包まれ、大にぎわいである。これもまた、日常光景の一部として、人々には認にん識しきされているようだ。競りの参加者達は堂々として悪びれるところもないし、なんらかの治安組織が競りをやめさせに来る気配もない。

　貧乳に対するイセス・メリアの世間の差別意識は、ここまで強固なのか。こんなにも当たり前なのか。神護は目もくらむ思いだった。

　できれば、今すぐこんな競りなど止やめさせたかった。が、一人で暴れたところで、どうなるというのか。

　不快な思いを吞のみ込んで、神護は逆方向へと進み出す。

　別の一角では、バンドの一団が音楽をかき鳴らしていた。竪たて琴ごと、笛、バイオリン、トランペット等、様々な種類の楽器が集まって、陽気なメロディを奏かなでている。

　メインボーカルの人間は、手元の竪琴をかき鳴らしながら、何事かを歌っている。その言葉は、神護の耳には聞き取ることができなかった。イセス・メリアに古来存在する別種の言語であるようだった。

　その周囲に十数人の男達が群むらがり、肩を組みながら身を揺らして、ともに歌を歌っている。昼間からかなり酒が入っているらしく、調子外れの声でがなり立てている。誰だれも彼も、幸せそうだ。

「あの人ら、元気だな」

　少し心が安まる思いで、神護は呟つぶやいた。

　周囲を見み渡わたすと、ここ以外でも歌を歌っている人々は多い。一人で勝手に声を張り上げている者もいる。別段誰に聞かせるでもなく、暇ひまつぶしにとりあえず歌っているという風。そして、それをとがめる者は一人としていない。

「……勝手に歌を歌っても、ご自由にというわけか」

　神護は、とあるアイデアを思いついた。







「質問がある。これはなんだ」

　アッシュに押しつけられた服を目の前にぶら下げて、要は問いかけた。

「もう一回、オプスラに行く」アッシュは答えた。「あなたにも、一いつ緒しよに来てもらう。だから、その服に着き替がえなさい」

「正気で言っているのか、と問うより他ほかにねー」

　要が持っているのは、ワンピース。見るからに、女性用のお召めし物だった。

「なんで俺にこんなものを着ろなんて言うんだ!!」

「簡単な話よ」

　ごく真ま面じ目めな表情で、アッシュは要を見つめた。

「アリメルドのもとに、あなたの知り合いがいると判明した。ということは、あなたの顔が向こうに割れている可能性が高い。ならば、あなたを素す顔がおのままでオプスラに連れていくのは危険でしょ」

「とすれば、変装するしかないだろ？」

　メティスが、さっそく要の服を脱ぬがせにかかった。

「待てコラ」

　するり、と要はメティスの手の中から逃にげ出した。

「理り屈くつはわかる。だがなんで女物の服なんだよ」

「要には女装が似合いそう、ってあたしが思ったから。でしょ？」

　メティスはアッシュに同意を求め、

「私もそう思うわ」

　控ひかえめに、アッシュは首しゆ肯こうした。

「ふざけんな！　俺が、女顔なのをコンプレックスに思っていることを知っての物言いか！」

「言っておくけど」

　手を挙げて、アッシュは要を黙だまらせる。

「男性を変装させるノウハウを、私達は知らない。変装してもらうなら、女性になってもらった方がいい」

「……いやまあ、そうかもしれないけど、だったらそもそもなんで俺をオプスラに連れていく必要があるんだ」

「あなたには引き続き、空を墜おちる訓練をしてもらう。そう、これは訓練の一いつ環かんよ」

　力強い声で、アッシュは要の肩かたを叩たたいた。

「決して、あなたが女の子の格好をしているところを見てみたいという私し欲よくで、こんなことを言っているわけではないわ」

「納なつ得とくいかねー！」

「口ではなんと言おうと、要の身体からだはして欲しいって言ってるね」

　もう一度、メティスは要を捕つかまえにかかる。

「何言ってんだ！　オワー！　助けて！」

　アッシュも、要の抵てい抗こうを封ふうじにかかった。

　要は、逃げることができなかった。







「……クソ。ああ畜ちく生しよう」

　ブチブチと文句を垂たれながら、要はオプスラの街路を歩く。

「むやみにあたりを見回すのはやめなさい」

　先を行くアッシュが首をねじり、要に注意した。

　要は、女装を果たしていた。

　女顔で、背もそれなり、身体は細い。女物の衣服をつけ、長ちよう髪はつのかつらをかぶると、誰だれの目にも女性としか見えない。

「無む茶ちやを言うな」要は小声で言い返した。「こんな格好で街中を歩くとか、羞しゆう恥ちプレイ以外のなにものでもねー」

「大だい丈じよう夫ぶ。あなたが自分で思っているほど、変じゃないわ」

「褒ほめられているのかもしれねーが、これっぽっちも嬉しくねー」

　服だけではない。胸に然しかるべき双そう丘きゆうを作るため、詰つめ物が詰められている。要にしてみれば、違い和わ感かん大爆ばく発はつだ。

「こんなものまで着けなきゃならねーなんて……」

　言いながら、無意識のうちに詰め物を撫なでる。

「街頭で自分の胸を揉もむ女性がいますか」

　小声で、アッシュは鋭するどく注意した。

「女性らしい振ふる舞まいをしてもらわなければ困るわ」

「ンなこと俺が習ったことがあるとでも思ってんのか」

「だったら、何が女性らしい振る舞いか、考えて」

　反論しても、とりつく島がない。

　事実、反論したところで事態が好転するわけでもなかった。既すでに要の女装姿は、衆目に晒さらされている。注目を集めるような真似まねをすれば、恥はじをかくのは要自身である。

「特に、胸は気をつけて。詰め物だとばれると、貧乳が平民を装よそおっているとみなされる恐おそれがある」

「みなされたら、石を投げられるのか」

　無言で、アッシュは頷うなずいた。

　処しよ刑けい場の死体を思い出して、要は身み震ぶるいした。

「で、俺は一体どこまで生き恥を晒し続ければいいんだ」

「すぐ近くの酒場に、取引相手が来てる。大公私し邸ていの設計図の写しを、譲ゆずってもらうわ」

「設計図の写し？」

「ええ。私邸の構造を把は握あくして、作戦を立てる」

「作戦を立てる……って、大公私邸を直接襲しゆう撃げきするつもりか」

「オプションの一つとして、考えている。囚とらわれの異邦人オーバージーを救い出すには、それが一番手っ取り早いんじゃないかしら」

「可憐を救い出すのに、そこまでしてくれるのか」

「ええ……そういうことになるわね。でも、あなた達のためだけにこんなことをするんじゃないわ。アリメルドを殺すという私の大目的に合がつ致ちするからよ」

　自然と、アッシュの表情は厳しくなった。

「あの男は、一ひと筋すじ縄なわではいかない。権力を持つ庇ひ護ご者しやの下を渡わたり歩あるいて、自分の身を守っている。直接対決するタイミングは、めったに巡めぐってこない。でも、あいつの商売を邪じや魔まし続ければ、庇護者の方がアリメルドを厄やつ介かい者ものとして切り捨てる。そうやって、私はチャンスを待っているの」

「大した執しゆう念ねんだ」

　アリメルドの名を出すたびに、アッシュは烈れつ気きとでも呼ぶべきものを全身から噴ふん出しゆつする。近寄りがたいオーラで身を包み、他者を拒きよ絶ぜつするのである。

「なんでそこまで、アリメルドという人物を憎にくむんだ？」

　これだけの態度をとるからには、よほどのことがあるに違ちがいない、と要は問うてみる。

「…………」

　すぐには、アッシュは答えなかった。

「ああ、別に答えたくないんなら、答えなくてもいいんだが──」

「……妹の仇かたきよ」

　ぽつりと、アッシュは言った。

「私の妹は、あの男に殺された」

「……そうなのか」

　なるほどね、と要は納なつ得とくする。

　以前、空飛ぶ姉の姿を見て、空に憧あこがれたとも言っていたことを思い出す。どうやらアッシュは少なくとも三姉妹という家族構成だったらしい。

　アッシュの家族について問おうとすると──アッシュの足が、止まった。

「ここが、目的の場所」

　建物の看板を、アッシュは見上げた。「アーネルドーセム」とカタカナで書いてある。

「どういう意味だ、この店名」

「さあ。店の人がフィーリングでつけたんじゃないの」

　アッシュの声は、無感情なものに戻もどっていた。

「すぐに話を付けてくるから、少し待ってて」

　言って、単身で店内に入っていく。

「了りよう解かい」

　答えて、要は壁かべにもたれた。

　さて、この前と似たシチュエーションだぞ、と心の中で呟つぶやく。

　先の酒場と違い、今度は大通りに面した場所だ。人々が賑にぎやかに行き交かうこの場所で、あの手のリンチがいきなり発生するとは思えない。発生したら瞬しゆん時じに暴動に発展することは間ま違ちがいなく、その時は否いや応おうなしに巻き込まれざるを得ないだろう。

　イセス・メリアの人々の理性を信じよう、と要は人の流れを眺ながめ続ける。

「それにしても、賑やかな場所だなあ」

　つい、思ったことを口にした。

　アッシュの自宅にいるのは、たった四人。周囲は森と、空に囲まれている。人ひと混ごみという概がい念ねんからははるかに離はなれた場所だ。そんな環かん境きようで過ごしていると、時にはこんな騒そう々ぞうしい場所もいいものだ、と思えてくる。

　歌声がやたらと多いのも、なかなか愉ゆ快かいだ。日本語による歌もあれば、意味不明な言語をつむぐ歌もある。聞いたことのない歌ばかりだが、何故なぜだか要の心も浮うかれてくる。歌を知ってさえいればハモってやるんだがなあ、とも思い──

「…………!?」

　びくり、と要は身を震ふるわせた。

　遠くで聞こえた、誰だれかの歌に。

「今の……聞いたことがあるぞ」

　なんで聞いたことのある歌が？　という疑問はさておいて、何の曲だったかを思い出そうと試みる。

　ほどなくして、わかった。

「疎そ開かいライダーアバドンのオープニングテーマじゃねーか！」

　子供の頃ころに見た特とく撮さつ番組の名を、要は叫さけんだ。

　一気に記き憶おくが蘇よみがえる。小学校低学年の頃、神護と一いつ緒しよにヒーローごっこで遊んでいたことを。

　こんな歌を歌えるのは──間違いない、神護だけだ。

「うおおおおい！」

　要は、走り出していた。人波をかきわけて、歌声のもとへと全力で駆かける。

　明らかに男性の声で吠ほえる少女の姿に、人々の好こう奇きの目が集まる。が、今はそんなことなど気にしていられない。自分をのぞき込む人々の顔を、要は逆に覗のぞき返す。けれども、神護の顔はまだ見つからない。

　このまますれ違いに終わるという結果だけは、避さけたい。

「アバドン反転クラッシャー!!」

　要は、半ば声を裏返しながら、必ひつ殺さつ技わざの名前を絶ぜつ叫きようした。

「トマホークハンド！　大回転稲いな妻ずま落とし！　アバドンデストロイヤー!!」

　叫び声は、喧けん噪そうの中にあってよく響ひびき、奇き異いの視線をますます集めた。けれども、神護の姿は見あたらない。

「クソッ。こんな恥はずかしい真似まねまでしてるってのに……！」

　もはや、神護の歌は聞こえない。気づかずに行ってしまったのか。

　諦めて、要は踵きびすを返した。戻ったらアッシュに怒おこられるな、と思いつつ、歩き始めると──

　ぐい、といきなり襟えりをつかまれ、建物と建物の隙すき間まへと引っ張り込まれた。

「むぐッ」

　呼こ吸きゆうが詰つまり、要は妙みような声を漏もらした。身を翻ひるがえしてつかむ手を振ふり切り、相手に向き直る。

「なにしやがる、この──」

　怒ど声せいをぶつけようとして、途と切ぎれる。

　神護がそこに立っていた。

「……おまえ、何て格好してるんだ」

　それが、再会の第一声だった。




「ほんのわずかなずれが、こんな結果になったんだな」

　お互たがいの状じよう況きようの情報交こう換かんを行った後、神護は感想を述のべた。

「そういうこったな……」

　イセス・メリアに出現した地点の違ちがいが、四人の異邦人の運命を分けた。

　要は肝きもを冷ひやした。ことに、あのコンビニ店員が激げき突とつ死を果たしたと聞いては、平静ではいられない。

「アリメルドから聞いた話の受け売りだが」神護は言う。「召しよう喚かんされた人間は、イセス・メリアの空のどこかに出現する。アリメルドは、その出現ポイントを半径約百メートルの誤差で算出できるらしい。だが、喚ばれた人間は、その半径百メートルの球の中のどこかに、バラバラに現れる。だから、おまえみたいによそ者にさらわれる場合もあるし、コンビニ店員のように激突死を迎むかえる場合もある、ということらしい」

「ひどすぎる」要は嘆なげいた。「それって、出現ポイントに島がなかったら──」

「地上に向かって墜つい落らくするよりないな」神護は答えた。「その時は、地面に激突するより早く、引導術に目覚めなければ、死ぬ」

「寝ねている時に召喚されたら、もれなく死ぬじゃねーか。こんな理り不ふ尽じんな話があるか」

「まあ……話に聞く限りだと、墜おちている最中に力に目覚める人間も少なくないらしいがな」

「でも、可憐はまだ目覚めてねーのか」

「そうなんだ」

　神護はため息をついた。
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「というか、可憐はそれどころじゃない。狭せまい牢ろう屋やに一人で閉じこめられているせいで、昔の体験を思い出しつつある。俺が、エレナみたいにいなくなってしまうことを恐おそれている」

「秋あき篠しのエレナか……」

　要にとっても、忘れようのない名前だった。幼なじみだったというだけではない──エレナは、要と神護の目の前で轢ひき殺されたのである。

　秋篠エレナは要達の家の近所に住む、開業医の娘むすめだった。エレナの父はアメリカ人の嫁よめをめとり、三人の子供をもうけた。成功者としての道を歩んでいたが、五年前、誘ゆう拐かい団だんに目を付けられたことによって、人生は暗転した。

　あの日、要達が四人で下校しているところを狙ねらって、誘拐団は自動車で突つっ込んできた。彼らはエレナをさらうつもりだった──が、致ち命めい的てきな失策を犯おかした。エレナと可憐を取り違えたのである。

　車から出てきた男達は、手早く可憐を捕つかまえ、車の中に押し込み、早々に走り去ろうとした。突とつ然ぜんのことで、要と神護は金かな縛しばりにあったように動けなかった。ただ一人、エレナが車を止めようとしてその進路に飛び出し──はねられた。

　さらわれた可憐は狭い部屋に閉じこめられて、恐きよう怖ふの一週間を過ごした。その間、可憐はエレナのふりをし続けたという。エレナでないと知られた瞬しゆん間かん、殺されるかもしれないと判断したからだ。

　一週間後、犯人は捕まり、可憐は解放された。外傷は擦すり傷きずや痣あざ程度で大したことはなかったが、心に大きな傷を負った。しばらくの間、可憐は口を利きくことすらできなかった。

　家族、そして要と神護の努力もあって、今でこそ常じよう態たいに復しているものの、トラウマはくっきりと刻み込まれたままだ。時折、誘拐時と似たような環かん境きよう──狭く暗い部屋に一人で閉じこめられる等──に置かれると、症しよう状じようをぶり返す。過度の緊きん張ちよう状態になり、声を出せず、指一本動かせなくなる。

　地ち下か牢ろうという環境が、可憐の精神に過か負ふ荷かをかけているであろうことは、疑いの余よ地ちがない。

「可憐にも、引導術適性はあるはずなんだ。これまで、最後まで引導術を使えなかった異邦人オーバージーはいない、とアリメルドは言っている。ただし、力に目覚めるまでかなりかかる場合もある、とも」

「トラウマのせいで、引導術への覚かく醒せいが阻そ害がいされている、ってか？」

「そういうことなのかもしれん。ま、もとはといえば、胸が小さいという理由で無む茶ちや苦く茶ちやな迫はく害がいを受けているせいだがな。イセス・メリア人のメドラニカ信しん仰こうは異常すぎる。引導術とピタリと張り付いている存在だから、やむを得ないのかもしれないが……」

「アッシュは、メドラニカなんてまったく信じてねーぜ」

「メドラニカを信じていない連中が最近とみに増加して、社会問題になっているそうだ。辺境の大公国が──シュマルカルデンとか言ったかね──不信心者やら貧乳女性やらをたくさん迎え入れて、一大勢力を形成しようとしているとか。カトリックとプロテスタントの分ぶん裂れつみたいなことが起きている真っ最中らしいな、この空は」

「戦国時代に加えて、宗教戦争中ねえ……」

　要にとっては、すぐには実感の湧わいてこない話ではあった。けれども、貧乳女性に対する苛か烈れつ極きわまりない仕打ちを、要は目まの当たりにしてきた。神護の言葉は、真実なのだろう。

「さしあたり、そんなことはどうでもいいさ。そいつはイセス・メリア人の問題だ。俺達が考えるべきは、可憐をどうやって助け出すか、だ」

「そうだな……。その、アッシュって人は、アリメルドを殺そうとしているんだな」

「ああ。可憐の救出にも手を貸してくれる、と言っている」

「…………」

　神護は、黙だまり込んだ。

「……どうした」

「いや……」

　要の問いかけに、神護は曖あい昧まいに返事する。

「俺と一いつ緒しよに、大公のもとに行く気はないか」

「なんだと？」

「おまえを連れて来られれば、大公は可憐を解放すると約束している」

「そんな口約束、信用できるかよ」

「たしかに……大公は信用できない。だが、アリメルドはそうでもない。アリメルドを仲立ちにすれば、間ま違ちがいなく約束は守られる」

「おまえ、何を言い出すんだ？」

　疑いの眼まな差ざしを、要は神護に向けた。

「あのオッサンは、おまえの連れが言うような、邪じや悪あくの権ごん化げではないってことだ」

「…………」

　その言葉に、今度は要が考え込む。

　たしかに、要は直接アリメルドという人物に触ふれたわけではない。要が知っているのは、アッシュの目を通して見たアリメルド像だ。バイアスがかかっているであろうことは、間違いない。故ゆえに、こうして新たなる視点からの人物像を提供されると、迷まよう。

　だが──アッシュのアリメルド像にバイアスがかかっているとすれば、それは妹を殺されたという怨うらみがあるからだ。

「だが、あいつは人殺しだぞ」

　要が呟つぶやくと、神護は顔をしかめた。

「人殺しだと？　マジか？」

「アッシュがアリメルドを邪悪の権化呼ばわりするのは、妹を殺されたからだ」

「それは……新情報だな」

　顎あごに手を当て、神護は黙もつ考こうする。

「悩なやましい話だ。俺は……一体どっちを信用すればいいんだ？」

「俺はアッシュを信じる」

　要は断だん言げんしたが、

「俺はアッシュという人物を知っているわけじゃない」

　神護はためらう。

「だったら、今すぐに会ってみればいいじゃねーか。オプスラにはアッシュと一緒に来ているんだ。というか、そろそろ戻もどらないとまた怒おこられそうな気がするんだが──」

「そうもいかん」

　考えた末、神護は首を横に振ふった。

「なんでだよ」

「そろそろ戻らないと。可憐の食事の時間だ。少しでも遅おくれると、会わせてくれないんだ」

「あ、なるほど。だったら、帰った方がいい」

「ああ」神護は頷うなずいた。「今日のところは、お開きだ」

「日を改めて、会えるか」

「そうしよう。二日後、この場所でいいか。可憐の昼飯を済ませたら、すぐにここに来る」

「わかった。それに合わせるぜ」

　答えて軽く手を振り、要は建物の隙すき間まから歩み去った。

　神護は、しばらくその場で待ってから、要とは反対方向に歩いていく。

「さあて……これで良かったのか？」

　自分自身に、神護は問う。

　大公をぶちのめした上で可憐を救うのが、抜ばつ本ぽん的てき解決策である。だが、無理にでも要を連れていき、さしあたり可憐を牢ろうから出すということもできたのではないか。

　しかし、今いま更さら何を思ってみても、もう遅おそい。要は歩み去り、神護はそれを止めなかった。

　自分の判断が正しかったことを、信じるより他ほかにない。




「それにしても、可憐が墜おちられねーとはな……」

　酒場への帰き途とを歩きながら、要は呟いた。

　ぶり返すトラウマに可憐が苦しむ姿を、たびたび目の当たりにしてきた要としては、大いに納なつ得とくするところがあった。

　あの誘ゆう拐かい事件があった一週間のことを、要はよく思い出せない。あまりにもいろんなことがありすぎたので、記き憶おくが混こん濁だくしているのだ。けれども、可憐がさらわれた時のことは、覚えている──エレナが目の前ではねられた、あの時のことは。

　半分アメリカ人の血を引いているせいかどうかは知らないが、エレナは勝ち気で、荒あらっぽい性格の少女だった。間違っていると感じたことには声を上げ、場合によっては手も出す。あの時、エレナただ一人だけが可憐を守るために動けたのは、ひとえにその性格故ゆえだろう。だがそれ故に、エレナは命を落とした。

　以来、要と神護にとって、可憐を守ることは、遺い命めいとなった。エレナの代わりに可憐を見守ることを、二人は義ぎ務むとして己おのれに課した。義務は果たさなければならない──たとえ、三人揃そろって異世界に墜ちてきたという想定外のアクシデントに遭そう遇ぐうした今であっても、だ。

　自分が今、可憐のそばにいてやれないという事実に、要は歯がみするしかない。

「ちゃんと可憐を守ってやるんだぜ、神護……」

　空を見上げて、要は呟いた。

　ほどなくして、要はもとの酒場にたどり着く。

　アッシュは酒場の前で、要を待ち続けていた。

「……今はとりあえず、自分で自分を守らなきゃならねーようだな」

　その仏ぶつ頂ちよう面づらは、要の足をためらわせるのに十分な迫はく力りよくがあった。

　しかし今回は、この場から離はなれた立派な理由がある。姿勢を正し、敢あえて堂々とした態度で、要はアッシュのもとに近づいていく。

　要の姿を見つけると──意外にも、アッシュはぱあっと明るい表情を見せた。

「あ、要！　ちょうど良かった」

　その声と同時に、アッシュを囲むように三人の人物が、要を睨にらみつける。殺さつ気き丸出しで。

「おい……どういうこった」

　周囲に気を配りながら、要はアッシュのそばに歩み寄る。

「ちょうど良かったわ。一度、あなたには実戦を経験してもらおうと思っていたから」

「実戦……いきなり実戦とおっしゃる？」

　改めて、三人の人物を見み渡わたす。うち二人は女性で、チャイナドレスを改かい造ぞうしたような、引導ハイダイ士バーらしいコスチュームを身にまとっている。もう一人の男性も、大きな肩かたパッドとマントを着用していた。そして、それぞれがソールドを自分のそばに浮うかべている。

「設計図を譲ゆずってもらえるはずだったんだけど、合ごう意いが得られなかったの」

「ふっかけられたのか」

「ふっかけられたというか、『一晩ベッドをともにしろ』と要求されたというか」

「あの野や郎ろうにか」

　唯ゆい一いつの男性を、要は改めて注視する。男は、憤ふん懣まんやるかたなしという表情を浮かべていた。

「覚かく悟ごしろよ、お嬢じようさん！　両手両足の骨を砕くだいて、うちのペットとして飼ってやるからよ！」

　怒いかりと笑いをない交まぜに、男は宣言する。

「随ずい分ぶん怨うらみを買っている風だけど」

「困ったものね。私が知る限りの罵ば倒とう語ごをぶつけられたくらいで、ああもブチ切れるなんて」

　まるで他人ひと事ごとのように、アッシュは評した。

「どんだけ無茶苦茶言ったんだ」

「まあ、正直言うと、親には聞かせられないレベルの言葉を色々と」

「……興味はあるが、何を言ったのか具体的に尋たずねるのは止やめておく。しかしまあ、命の取り合いをやらかそうってのか。こんな街中で」

　警察を呼んだ方が──と言いかけて、やめる。その種の機構は、イセス・メリアには存在しない。

「今から空に墜ちていくから、人に迷めい惑わくを掛かけることはないわ」

　冷静にアッシュは答えた。

「冗じよう談だん止めろや。だいたいおまえ、ソールド持ってきてねえだろうが」

　持っているのは、護身用の小型ソールドのみである。スカートの内側に隠かくせる程度の、手の平よりちょっと大きめサイズの代しろ物ものだ。数キロあるので、頭ず蓋がい骨こつを粉ふん砕さいするだけの破は壊かい力はあるが、敵の持つソールド、大質量の前には、軽く跳はね返されるだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ。私は既すでに、勝利へと至るプランを組み立てている」

「教えて頂きたい」

「まず、逃にげる。逃げながら、ソールド代わりになる物を探す。しかる後のち早めに一人を始末して、そいつのソールドを奪うばう」

「代わりになる物を探すとか、ソールドってその辺にゴロゴロ転がってる物なのかよ」

「使える物は、色々ある」

「別れの挨あい拶さつは、済ませたか!?」

　男が叫さけぶと、それを合図に三人は戦せん闘とう態勢を取り、

「死ねや！」

　ソールドを、要とアッシュ目がけて墜おとしてきた。

「行くわよ！」

　アッシュは要の襟えり首くびをつかんで、勢いよく頭上へと墜ちた。

「待て、心の準備が──のわあああ──ッ!!」

　要は、絶ぜつ叫きようした。

























　死せるイセス・メリア人は、浮島に葬ほうむられる。

　浮島の中には、墓地として特化しているものがある。全体が森で覆われ、住んでいるのは墓はか守もりのみ、墓守の住居以外に建っているものは墓石だけ、という島が。イセス・メリアにおける共同体は、最低一つの墓地島を抱かかえている。

　墓の形状は様々だ。石を地面に埋うめる場合もあれば、石を載せるだけという場合もある。サイズも様々で、富ふ裕ゆう層そうほど巨きよ大だいな墓石を置きたがる。メドラニカの教義に、墓石に関する決まりはほとんどない。

　とある一角に、やたらと巨大な墓石群が並んだ場所がある。富ふ豪ごう一族が眠ねむる場所だ。生前の栄えい華がを讃たたえんがため、重く、大きな文字が刻まれた墓石が、林立していた。

　その時、不意に墓石が揺ゆれた。

　揺れたかと思うと、浮ういた。頭上に飛んで、頭上の枝葉の中へと突つっ込んでいった。




「…………！」

　突とつ然ぜん、下方から墜おちてきた巨きよ岩がんが、女引導士ハイダイバーに激げき突とつした。

　眼下の森からの不意打ちを、避よけられなかった。一いち撃げきで意識が断だん絶ぜつ、そのまま妙みような回転をしながら森の中へと墜ちていく。

「なにぃ！」

　あとの二人は、同時に声を上げた。墓石を視し認にんして、初めて眼下に墓地島があることに気づく。そして、アッシュの意い図とがここに誘さそい込むことにあったことも。

「あいつのソールド回収が狙ねらいか……！」

　撃げき墜ついされた引導士が摑つかんでいたソールドはそのまま慣性で落ち続けた──が、引導士の気絶により、その軌き道どうは地上の側へと曲がっていく。

「あれを摑め！」

　男はもう一人の女引導士に命令する。

　が──さらなる墓石が、二人の足あし下もとから墜ちてくる。先さき程ほどよりは小さい石ながら、三つ、四つ、五つ、と束になって二人を襲おそった。

　二人は避け、あるいはソールドで防ぼう御ぎよし、墓石をどうにか防ぎきった。けれどもその時には、自由落下中のソールドははるか先方、墓地島を飛び越こえて落ちていく。

　その先で待っているのは──減げん速そくして、ソールドの軌道に飛び込んでいるアッシュと要。

「ナイスコントロール」

　アッシュは、ソールドを摑んだ。ソールドは落下軌道を曲げ、水平飛行へと移行する。それを追いかけるように、アッシュも下降。

「随ずい分ぶん罰ばち当あたりなことをする」

　アッシュを追つい尾びする要が、声をかけた。

「死者の眠りを妨さまたげるのは申し訳ないけど、生きるためには仕方のないことよ」

「そりゃそうだがよ。どこぞの誰だれかがアッシュの先祖の墓を勝手に動かしたら、イヤだろうが」

「私の先祖の墓は、引導術で動かせる代しろ物ものじゃないわ……！」

　答えて、アッシュは墓地島の下に潜もぐった。

「隠かくれるのか」

　要が問うと、アッシュは口元に人差し指を当てる。

「小さい声で」

「このまま連中をやりすごすのか」

　小声で、要はもう一度質問する。

「そうはいかない。大公私し邸ていの設計図を回収しなきゃ」

「殺してでも奪うばい取るつもりか」

「奪い取れないとしても、殺す。逃にがしたら、連中は私達のことを大公に教えに行く。小こ銭ぜに稼かせぎのために。色々とやりにくくなる」

「…………」

　一時の静せい寂じやくが、あたりを覆おおった。

　男達は、すぐには追ってこなかった。撃墜された女引導士を回収にでも行っているのか──

「上に出るわよ」

　行って、アッシュは動き始めた。

「あなたは、後ろを見ていて」

　言いつつ、ソールドを前面に押し立てる。

　じわじわと動いて、浮島の下部から上部へ出ると──

「ぬわあ！」

　すぐ目の前に、男と女はいた。

「せっ！」

　咄とつ嗟さに、アッシュはソールドを墜おとした。

　男も女も、同様にソールドをアッシュへと墜とす。お互たがいのちょうど中間地点で、ソールドは激突した。が、互いに落下距きよ離りが短く、相手をはじき出す程の威い力りよくがない。

「近づきすぎたな！」

　ソールドをかわして男が急接近、直接アッシュの喉のどをつかんだ。

「ムグッ」

　こもった声を、アッシュは漏もらす。

「アッシュ……！」

　男を引きはがそうと、要が取りつくより早く──

「……触さわるなァ！」

　ためらうことなく、アッシュは男の眼がん窩かに指をつっこんだ。

「ぐおッ！」

　男は思わずのけぞり、首を絞め上げる手を離はなした。

　要とアッシュは同時に男を蹴け飛とばし、突つき放す。男は背後にいた女引導士に激突し──

　次の瞬しゆん間かん、飛来したソールドが、二人をまとめて裁さい断だんした。

「…………！」

　ソールドは、二つの人体を霞かすみのごとく振ふり払はらい、そのまま突き抜ぬけて、反対方向から飛んできたソールドを二枚、はじき飛ばした。男達もまた、後背からアッシュ達を裂さくことを試みたのだが、アッシュの方が数瞬早かった。

　二人の人ひと影かげは四つのパーツとなって、落ちていく。裂さかれた上着がひらりと舞まって、一いつ緒しよに折おり畳たたまれた紙し片へんのようなものが滑すべり出た。

「あれは……！」

　設計図だ、とアッシュは気づいた。ソールドの軌き道どうを曲げる。

　ソールドは紙片に向かって飛んでいき、すくうように拾ひろい上げた。

　紙片を載のせた面を手前側に向けて、こぼれないようにソールドを引き寄せる。

「これでよし、と」

　手を伸のばして、アッシュは紙片を回収した。

「プラン通り、勝てたでしょ──」

　勝ち誇ほこった笑えみを要に向けるアッシュ。が、その笑顔はすぐに曇くもる。

　要は、目を大きく見開いていた。目の前で行われた残ざん虐ぎやく行こう為いに、いまだ衝しよう撃げきを受けているという風。

「──相手に情なさけをかけていたら、四つの肉片になっていたのは私達の方よ」

　敢あえて厳しい言い方をして、アッシュは指先の血を振り捨すてた。

「わかる。アッシュの判断は正しい。わかる、わかるけどな……」

　要は、目元を手で覆おおった。

　喉のどをわしづかみにされた途と端たん、逡しゆん巡じゆんを見せず、アッシュは相手の目を潰つぶした。極きわめて冷静な判断による行こう為いであることは、直後、男の身体からだからこぼれた紙片だけを拾ってみせたことからも、明らかだ。落ち着いたソールド操作ができなくては、紙片を回収するなんてこと、できるはずがない。

　だが、「おまえは人の心を持ち合わせているのか」などと糾きゆう弾だんする気にはなれなかった。むしろ、事務的な手て際ぎわに、凄すごみすら覚える。敵を殺すことをためらっているようでは、この空では生きていけない──はっきりとしたメッセージを感じた。イセス・メリアからのメッセージを。

　死にたくないならば、俺もこうならなければならないのか。そう思うだけで、目の前が暗くなる。

「ごめんなさい」

　アッシュは、謝あやまった。

　要は思わずアッシュを見つめる。

「異世界から来た人々は、空戦を──空戦だけじゃない、イセス・メリアの現実を目まの当たりにするたびに、あなたのようなことを言う。そしてそのたびに、私も思うところがある。私達は、恐おそろしい場所に住んでいるんだ、って。物心ついた時から、空は憧あこがれの場所で、そして死が遍へん在ざいする場所だった。だから、あなた達みたいな人に触ふれるまで、こんな気持ちになることはなかったわ」

　つい、要はアッシュの声に聞き入った。

「なんで私はあなた達の方の世界で生まれなかったのか、と思ったこともある。でも、今いま更さらそんなことを考えてみても、無意味でしょ？　だから私は、イセス・メリアの流りゆう儀ぎを捨てることはない。あなた達異邦人オーバージーから、どんな目で見られようとね」

　静かに、アッシュは要を見返した。

「知っていて欲しいのは、私達は生きるために殺すということ。殺すために生きているのではないわ……」

　ふ、と自じ嘲ちようの笑みを浮うかべる。

「……時々、これから先、私は何人の人間を殺すのか、と考えることもあるけどね」

「わかってる」

　要は、軽い声を装った。

「イセス・メリアにはイセス・メリアなりの流儀がある。俺はそれを学ぶ立場であって、論ろん評ぴようする立場にはねーよ」

　紙片はかなり小さく折り畳たたまれており、開くとかなり大きくなった。

「本物のようね」

　紙片は全部で六枚。本当に大公私し邸ていの設計図であるかどうかは精せい査さする必要があるが、いかにもそれらしい建物の設計らしき図が描えがかれていることは、ぱっと見にもわかる。

「むこうがまともな対たい価かを要求していれば、お互たがいに幸せになれたのに」

「アッシュがカテゴリＧだと見み抜ぬけなかったのが、あの野や郎ろうの運うんの尽つきか」

　サラシによって押さえ込まれたアッシュの胸むな元もとに、要は視線を張り付けた。

「イセス・メリアには、他人の命を安く見積もる連中がいる。そういう手合いと取引する時は、レート感覚の違ちがいが命取りになることもある。安売りを仕し掛かけてくる連中と戦うには、こちらも安売りで応じるしかない。これは、あなたの世界でも通じる真理だと思うけど」

「実にわかりやすいたとえだ」

　要は納なつ得とくしてしまった。

「つまり、殺やられる前に殺れってことか」

　はあ、とアッシュは重いため息をついた。

「あなたの吞み込みが早くて助かるわ……」







「一体、なんですかね。こんなところに俺をお呼びたてして」

　テーブルのはるか向こうに座る大公に、神護は声を投げた。

　大公私邸内のダイニングルームに、神護はいた。

　要との再会後、大公私邸に帰き還かんした神護は、休む間もなくこの部屋に通された。ほどなくして、大公、アリメルド、佐々木のお出ましである。まだ、夕食には早い時間だというのに。

　大公は上かみ座ざに座り、アリメルドと佐々木はそのすぐ横手に着席している。しかしながら神護はただ一人、下座に座らされている。ダイニングテーブルは非常に細長く、一時に三十人くらいは食事できそうに思えた。三十人がけのテーブルにたった四人で座ると、どうにも異い様ような雰ふん囲い気きになる。

　これから何が始まるのか──それは、異い様ような雰囲気でだいたい想像がついた。

　審しん問もんだ。

「何か、私達に報告することがあるのではないかね？」

　試ためすような視線を、大公は神護に投げてきた。

「ええと……」

　適度に言葉を濁にごしつつ、神護は頭をフル回転させた。

　大公達は神護を責めようとしている。

　比ひ較かく的てき、アリメルドは同情的な眼まな差ざしを向けているが、佐々木はそうでもない。口元には誘さそうような笑えみを乗せているが、目が笑っていない。肉にく食しよく獣じゆうを思わせる、悪意あふれる目だ。これだからあのお姉さんは信用ならねえんだ、と神護は内心で呟つぶやく。

　だが、今一番重要なのは、大公にいかに答えるべきか、だ。

　おそらく──外出中の神護を尾び行こうしていた連中が、大公になにかしら報告したのだろう。その報告をもとに、大公は神護を弾だん劾がいしようとしている。

　考えられることはただ一つ。

　要と接せつ触しよくしておいて、連れ帰ってこなかったことが、既すでにばれている。

「…………」

　大公の席の背後の壁かべには、ソールドが立てかけられている。あの場所からまっすぐ墜おとされたら、神護の身体からだは真っ二つになるだろう。場合によってはこの場で処しよ断だんするつもりか、と推すい測そくする。この細長い部屋、神護と離はなれて座る大公達──これらの符ふ合ごうも、推すい測そくに一いつ致ちする。

　なんとか言い抜ぬけなければならない。

　数秒でロジックを組み立て、慎しん重ちように口を開いた。

「ええ……実は、オプスラに潜せん入にゆうしている要と──要ってのは、もう一人の異邦人のことですけどね──接触しましたよ」

　おや、と大公は意表をつかれたような顔をした。まさか、自分から打ち明けてくるとは思っていなかったのだろう。同様に、佐々木も驚おどろいている。唯ゆい一いつ、アリメルドだけが感心したような表情を見せていた。

「そ──それは、妙みような話さな。私は、異邦人を連れてくれば、地ち下か牢ろうの貧乳を解放すると約束したはずだがね」

　ピリピリした声で、大公は問うた。「なんで、縄なわで縛しばってでも連れてこなかった」と怒ど鳴なりつけたいのを、どうにか我が慢まんしているという風。

「要は、単独行動していたんです。で、要を連れていったアシュラータとやらの姿が見えませんでね。罠わなだと思ったんですよ──要をエサとして泳がせて、エサに食いついた魚を逆に釣つり上げる、っていう。だから、要と話はしましたけど、いつアシュラータに襲おそわれるかドキドキしてましたよ。聞けば、アシュラータは一いつ騎き当とう千せんの引導士ハイダイバーって話じゃないですか。いかに俺が異邦人オーバージーだからって、にわかに太刀たち打うちできる相手じゃない」

「…………」

　整然とした言い訳に、大公はツッコミどころを見つけられずにいた。

「だから、要と穏おん健けんに話を済ませ、一人で帰ってきたんです。ま、チャンスを逃のがしたことについては、謝りますけど──」

「いや、謝る必要はあるまい」

　アリメルドが、口を挟はさんだ。

「君の判断は正しい。なるほど、イセス・メリアに来たばかりの異邦人が、百ひやく戦せん錬れん磨まの引導士を恐おそれることは当然のことだ。というよりむしろ、恐れなければならない。こちらに喚よばれて数日で、巨きよ乳にゆうの引導士に単身で立ち向かうのは勇ゆう敢かんではなく、無む謀ぼうだ。そうではありませんかね、閣下」

「う……むう……」

　言われて、大公は曖あい昧まいな返事をする。

　アリメルドは、これを肯こう定ていと受け取った。

「賢けん明めいな閣下ならば、そう言って下さると思っていました。私が契けい約やくを結んだ相手の中には、おおよそ賢明とは言いい難がたい人物も少なからずおりましたからね」

　おべんちゃらを並べ立てた後、神護に向き直る。

「で、相手の異邦人とはどんな話をしてきたのかね。よもや、世間話じゃ済まないだろう」

「ええ、──」

　ここで期待される話題はなにか、と神護は再度脳のうをフル回転させる。

「要には、『大公サイドの情報をリークしてやる』と約束してきました」

「なるほど！　面おも白しろい」

　アリメルドは大きな声を出した。

「それは大手て柄がらだ。上手くすれば、アシュラータを排はい除じよすることができるかもしれませんよ」

「それは……どういうことかね」

　理論の飛ひ躍やくについて行けず、大公が質問する。

「彼の口を通じて、偽にせ情報をつかませるんですよ」

　アリメルドは、神護を手で示した。

「異邦人とともにアシュラータを誘い出し、一いち網もう打だ尽じんにするのです。これでやっと、長い間の頭痛の種を排除できるというものです」

　うきうきとした態度を隠かくそうともせず、アリメルドは神護に向き直る。

「引き続き、協力してくれたまえよ」

「もちろんです」

　通じ合うような笑えみを装って、神護は頭を下げた。

　とりあえず、この場は乗り切ったようだ──神護は胸をなで下ろしたが、懸け念ねんは消えない。

　アリメルドの助け船によって救われたが、彼が慈じ悲ひの心から手を差し伸のべてくれたとは思えない。恩を売っておいて、神護をアリメルドの思い通りに動かそうとしている。

　そして現在の立場上、神護はそれを断れない。

　堪たえ忍しのぶ時はまだ続きそうだ、と神護は改あらためて覚かく悟ごを決めた。







「聞きたいことがあるんだ──」

　リビングにて、要はメティスに質問を投げた。

「アッシュの家庭環かん境きようについて」

「どうしたのさ、突とつ然ぜん」

　まず、メティスはそう言い返した。

「アッシュのおっぱいが遺い伝でんなのかどうか知りたい？」

「それもちょっと興味はあるが、そうじゃねー」

　ひょいひょいと首を巡めぐらせ、要はアッシュの姿を探した。いないのを確かく認にんしてから、言葉を続ける。

「より正確に言うと、『妹が殺された』って話について、知りたいんだ。そこに触ふれるような話題が出ると、アッシュがすごいオーラを出すだろ？　そこんとこ、わきまえておかねーと、また虎とらの尾おを踏ふんづける」

　もう一つ、アッシュがアリメルドに抱いだく怨えん恨こんは正当な物なのか、知っておきたかった。神護がそこに疑いを抱いた時、要はアッシュを弁護することができなかった。弁護するだけの材料を持っていなかったからである。

「広義的に言えば、おっぱいが遺伝か否いなかという疑問にも関かかわってくる。アッシュは、かなりいいところのお嬢じようさんじゃねーのか？　イセス・メリアにはいくつも大公国があるんだろ？　どこかの大公国のプリンセスだったりするとか──」

　メティスは、表情を曇くもらせる。

「……どうしてそう思ったの」

「アッシュには、貴人の気き品ひんってやつがある」要は説明した。「ああいう雰ふん囲い気きは、万ばん国こく共通なのかね。しかもこっちじゃ、大きいおっぱいは貴人の証あかしなんだろ。どこかのお姫ひめ様と考えれば、アリメルドと接点を持っているってのも理解できる。アリメルドとやらは、あちらこちらの大公国を渡わたり歩あるいていると聞いた」

「…………」

　メティスは、目を閉じ、腕うでを組んで、考え込んだ。

　要も、黙だまってメティスの判断を待っていると──

「……いいのではないかね」

　十蔵の声が、飛んできた。

　見やれば、リビングの大窓の向こうに、作業着の十蔵が立っている。剪せん定てい作業中、一息入れるために家に戻もどってきたという風だ。

「自分からは言いにくいこともある。おまえさんが、ご主人様に代わって教えてやってもいいだろう」

　まだ、メティスはためらっていたが──

「こいつは勘かんがいい」十蔵は要を示した。「遅おそかれ早はやかれ、知れることだと思うがね」

「そうかも、ですねえ……」

　ついに、メティスは意を決した。

「その通りだよ」と、要に言う。「アッシュはお姫様だ。しかも、その辺の大公国の、なんかじゃない。ベタイゴイツェ王家、イセス・メリアを統すべる唯ゆい一いつの血統に連なるお姫様だ」

「なんと」

　要は驚おどろいた。よもや、そんな名前が出てくるとは思っていなかった。

「なんで、お姫様がこんな場所で、こんな──前線に立つような真似まねをやってるんだ」

「そりゃ、今は王家と訣けつ別べつしているからだよ。今、アッシュは一民間人、シュマルカルデン大公国の雇やとわれ者という立場に過ぎないんだ」

　シュマルカルデン。神護から聞いた名前だ。

「訣別……。それは、妹を殺された件と関係あるのか」

「そういうこと。なんだけど──」

　不意に、メティスの表情が引きつった。

　何事か、と要はメティスの視線を追って振ふり返り──びくりとした。

「……私の話で、盛り上がっているみたいね」

　膝ひざまで届く長いシャツ──寝ね間ま着きかもしれない──というラフな格好のアッシュが、いつの間にやら現れていた。

「アッシュ」メティスが言った。「寝ねてたんじゃなかったの」

「イヤな夢を見て、目が覚めたの。……アンリエットが死ぬ夢。で、起きてみたら、あなた達がその話をしている──」

「ああ、ごめんよ、アッシュ──」

　慌あわててメティスが謝ろうとすると、アッシュは力無い笑いを浮うかべた。

「あなたが私に夢を見せたわけじゃないでしょう」

　部屋を回り込んで、ソファーに着席する。要を見つめ、

「……で、何が知りたいの。別に、言いにくいなんてことはない。答えてあげるわ」

　いかにも寝ね起おきらしい低い声で、言った。

　ラフな格好でも、アッシュの気品は失うせていない。これが貴族のオーラの力か、と要は勝手に解かい釈しやくする。

「アッシュは、その──お姫様なのか」

「お姫様？　随ずい分ぶん子供っぽい呼び方ね」

「王女殿でん下か、とでもお呼びしろ、ってか？」

「いえ……そんな堅かた苦くるしい呼び方よりは、お姫様の方がいいかもね」

　アッシュはフフッと笑った。

「呼び方はどうにせよ、いかにも、私はベタイゴイツェ王家の娘むすめ。本名はアシュラータ・ヴァンドーム・デス・ベタイゴイツェ。でもそれは昔の話であって、今の私はただの一いつ般ぱん人、アシュラータ・アムルーよ。王の側室だった、母の姓せいを名乗っている」

「で、その……なんで、王家を出しゆつ奔ぽんしたんだ？」

「理由を一言で言い切ることは難しい。でも、アリメルドがアンリエットを殺したことが、直接の原因にはなった。もう二年か……三年になるのかしら」

　遠い目をして、アッシュは記き憶おくを正確に呼び起こそうとする。

「その頃ころ、アリメルドは王直ちよく属ぞくの占せん星せい術じゆつ師しとして、王宮に出入りしていた」

「占星術師？」

　占うらないに頼たよる為い政せい者しやなんて、どう考えても暗君じゃないか──要は思ったが、

「我々の知っている占星術師とは違ちがうぞ」

　十蔵が、解説を加えた。

「こっちの占星術師というのは、五つの月の軌き道どうを算出して、引導術への影えい響きようをつまびらかにするという役割を担になう、極きわめて現実的な重職だ」

「おー、なるほど」

　要は唸うなった。

「アリメルドは、召しよう喚かん者が出現する地点を算出して、王宮に異邦人オーバージーを集めていた。ベタイゴイツェ王と王おう妃ひとは、優ゆう秀しゆうな引導士ハイダイバーを揃そろえて、王国の威い名めいを再び轟とどろかそうとしていたのよ。ところがある頃から、報ほう酬しゆうや待たい遇ぐうをめぐって、対立し始めた。お互たがい、しばらくの間歩み寄りの交こう渉しようを続けたけれど、結局破は談だんになった。アリメルドの軌道算出能力が他国で活用されることを恐おそれた王妃は、アリメルドを殺そうとして、返り討うちに遭あった。その時に、アンリエットが巻き込まれたのよ」

「確かく認にんのために聞いておくが、王妃というのは、アッシュの母親じゃねーんだな」

「ええ、私の父の正せい妻さい。……王妃が殺されたのは自じ業ごう自じ得とくだけれど、無関係の妹を巻き込んだことだけは許せない。だから私は一人で王宮を出て、今もアリメルドを追いかけている。……納なつ得とくした？」

「おおむね、納得した」

　要は頷うなずいたが、

「ちょっと待った。一人じゃないだろ、アッシュ」

　メティスが異を唱となえた。

「あ、ごめんなさい。私とメティスで、でしたね」

　異議を受け入れ、アッシュは訂てい正せいした。

「つまり」要はメティスを見る。「メティスも、昔は王宮で王女づきのメイドをやっていたのか」

「ま、そういうこと」

　メティスは頷いた。

　視線を、要は十蔵にスライドさせる。

「ってことは、十蔵さんも──」

「わしは、王国とは無む縁えんだぞ」十蔵は言った。「わしはその後に召喚されて、アッシュに拾ひろわれた。この通り、お情けで雇ってもらっている状態よ」

「そうなんですか」

　三人は、一体いかなる経けい過かを辿たどってこの家に集つどうことになったのか──ここ数日来の疑問が、やっと解けた。

「王宮を出てから、色々と苦労はしたけれど、後こう悔かいはしていないわ」

　アッシュは、言い切った。

「アリメルドを殺して、アンリエットの仇かたきを取ったとしても、王宮に戻もどるつもりはない。異邦人を救うための旅を続けるつもりよ……。さしあたりは、あなたをどうにかする」

　そして、びしっと要を指さした。

「どうにかする、って具体的にどうするんだ」

「あなたに、引導術を叩たたき込む。高所恐きよう怖ふ症しようを、無む理り矢や理りにでも克こく服ふくしてもらうわ」

「何言うんだよ」要は腰こしを浮うかした。「高所恐怖症を克服とか──」

　自分が高い場所に連れられていくシーンを想像しただけで、

「──あぐぐぐぐ」

　要は震ふるえ始めた。

「最悪、一人ででも生きていけるだけの技術を、あなたに教える」

　素す早ばやく、アッシュは要の両手首を押さえた。

「あなたのお友達との次の会合は明後日あさつてなんでしょ？　ということは、明日一日は丸ごと訓練に使えるということよ」

「俺に小便ぶちまけられても知らねえぞ」

　要はせめてもの反論をしてみたが、無む駄だだった。

「随ずい時じトイレに行きなさい」

「俺からしたら、トイレに入ること自体が恐ろしい」

　この家のトイレには、いわゆる洋式便座が据すえ付けられている。これもまた、異邦人によってもたらされた文明の一つであるという。ただし、便座の底には深い穴があり、島の底まで突つき抜ぬけている。つまり、汚お物ぶつは空へと投げ捨てる仕組みになっている。トイレに入るたび便座からの風が吹ふき抜けて、要を震え上がらせるのだった。

「だったら、トイレもご一いつ緒しよしてあげようかしら？」

　口元を押さえ、アッシュは嘲あざけりの笑えみを浮かべた。

「冗じよう談だんは止やめてくれ。俺はおむつ外したての子供かよ」

「だったら、一人でトイレに入れるようになることね」

　反論は不可能だった。要は頭を横に振ふった。

「わかったよ。便意とは議論できねー。さもなくば腹を壊こわして死ぬより他ほかにねーからな……」

　異世界でこんなことに悩なやまされるとは、想像もしていなかった。







「どうした、その包ほう帯たい」

　二日後。

　オプスラのレストランの席に着くなり、神護は要の額ひたいの包帯を指さした。

「見ての通り。怪け我がしたんだよ」

　苦い表情で、要は答えた。

「重傷じゃねーんだが、血が多めに出た。傷が残らないか、心配だ」

「血？　誰かと戦ったのか」

「いや。訓くん練れん中ちゆうの事故だよ」

　一日を、要はアッシュの指し導どうによる引導術訓練に費ついやした。空を墜おちるのみならず、ソールドの扱あつかいも習い、模も擬ぎ戦せんもこなした。

　指導者としてのアッシュは、空戦時同様情なさけ無む用ようで、要はさんざんにボコられた。目に見える外傷は額のみだが、身体からだ全体に打ち身のあとが残っている。

「この場で脱ぬごうか？　『ドえらい家庭内暴力でも食くらってんのか』と言いたくなること請うけ合いだぜ」

「よしとけ。おまえ、何のために女装してるんだ」

「そういやそうだった」

　要は席に座すわり直し、そして上体をテーブル上にずるりと投げ出した。

「引導術って奴やつは、知れば知るほど恐おそろしくなる。知ってるか？　背面からソールドが飛んでくると、避よけようがねーんだぜ？」

「至し極ごく当たり前の話ではあるな」

　神護は、顎あごを撫なでた。

「背中側から落ちてくる六十キロの金属を避けろ、ってどんな罰ばつゲームだよ。訓練中は木製のソールドを使ったけど。それでもぶつかるとすげー痛い。食らいまくって、死ぬかと思った」

「実戦だったら、胴どうを真っ二つにされて死んでるな」

「ああ。そのうち、見えねーソールドが怖こわくて、まともに動けなくなるんだよな。ちょっと横に避ければいいものを、つい前方向に逃にげてしまって、前方から来た二枚目のソールドに自分からぶつかりに行く、とかな。『引導術の真しん髄ずいは、恐きよう怖ふ心しんを制せい御ぎよすること』なんてアッシュは言ってたが、痛感した。というか、身体を痛めつけられて覚えた。ま、訓練のおかげで、高い所もなんぼか慣れつつあるけどな」

　一息ついてから、要は神護を見た。

「おまえも、訓練してるのか？」

「ああ、色々と教えてもらっている。さすが、アリメルドは異邦人オーバージーの召しよう喚かんを商売にしているだけあって、カリキュラムがしっかりしている。教師として一流だな」

「それで、おまえは痣あざ一つねーのか」

「そういうことになるのか……」

　少し考えてから、神護は首を傾かしげた。

「しかしそれにしても、ダメージ食らいすぎじゃないか？　運動神しん経けいはいい方だろうに」

「それは……」

　両手で、要は顔を覆おおった。

「……何もかも、おっぱいが悪いんだ」

「……なんだと？」

「アッシュのおっぱいだよ」

　これ以上ないほどに真しん剣けんな声で、要は訴うつたえた。

「あいつが空を墜ちるたびに、おっぱいがぷるんぷるん揺ゆれるんだ。つい目がいってしまうだろ？　一いつ瞬しゆん注意力が散さん漫まんになったところを狙ねらって、アッシュはソールドをぶつけてくるんだ。あのタイミングの狙い方、悪あく魔まみたいに的てき確かくだ」

　手を顔から離はなし、ブルブルと頭かぶりを振る。

「もう、俺の頭の中じゃ、アッシュのおっぱいが揺れるのと、ソールドぶつけられて痛い目を見るのとが紐ひも付づいてるんだよ。しまいには、おっぱいが揺れるのを見るだけで、身構えるようになっちまった。たとえそこがダイニングルームでもな。夜中は夜中で、アッシュのおっぱいが夢に出てくるし。ひどい悪あく夢むだと言うより他ほかにない」

「それは……」

　同様に真剣な顔で、神護は言い返した。

「愚ぐ痴ちを装よそおった、自じ慢まんか？」

「ンなわけあるかい」要は即そく答とうした。「本気で悩なやんでるんだよ。戦せん争そう神しん経けい症しようみたいなもんだ。……おっぱい神経症って言った方がいいかね」

「どちらかというと、おっぱいの感度に問題がありそうな病名だな」

「まあ……こんな話はどうでもいい。そっち側で、なにか動きはあるか？　いや……その前に、可憐は大だい丈じよう夫ぶか」

「一応な」

　と答えつつ、神護は険けわしい顔つきを見せる。

「だが、心が折れつつある。できるだけそばにいてやりたいんだが、大公の許可が下りない。可憐をエサに、俺を思い通りに働かせようって魂こん胆たんだ」

　怒いかりを、神護は隠かくさない。

「どうにかして、救い出すことはできねーのか？」

「チャンスがある」神護は、声を潜ひそめた。「今日はそのことを伝えに来た」

「チャンスだと？」

「ああ。大公は明日、可憐を監かん獄ごく島とうに護送する」

「監獄島……」

　墓地島のごとく、島全体が監獄になっている島のことか──と要は悟さとった。

「その監獄島ってのは、大公国専用の監獄なのか」

「そうらしい。これ以上貧乳を自分の家に置いておくことすら厭いとわしい、とさ。で、明晩八時、護送団が可憐を監獄島まで連れていくことに決まった」

「連れていく……って、単純に監獄島を大公私し邸ていの島まで寄せてやればいいんじゃねーのか」

「監獄島は、人が居住している島に一定距きよ離り以上近づけてはならないという決まりがあるそうだ。万が一、集団脱だつ走そうが発生すると面めん倒どうなことになるからな」

「なるほど。ってことは、護送団は一定距離以上を墜おちていくことになる。そこが、狙い目か」

「ああ。護送団は、全部で六名。おまえの連れなら、問題なく蹴け散ちらせるだろう。頼たのめるか」

　真しん摯しな視線で、神護は要を見つめる。

「連れていかれたら、俺も簡単には可憐と会えなくなる。あのままじゃ、可憐はおかしくなってしまう──」

「わかった」要は頷うなずいた。「アッシュに掛かけ合って、救出作戦を行うよう頼んでみる。多分、聞いてくれると思う。ダメな時は、俺一人でもアタックしてやるさ」

「大丈夫か」神護は疑いの声を漏もらす。

「それは、最悪の場合だ。第一に、アッシュの説得を考える」

「なら、いい。頼んだぞ」

　神護は、肩かたを落とした。しばしの間をおいてから、

「覚えているか、要」

　おもむろに言う。

「疎そ開かいライダーアバドンで、大幹部ルシフェル将軍が倒たおされた時の話」

「……なんだって？」

　唐とう突とつな話題に、要は思わず神護を見返した。何の冗じよう談だんだ、と思いきや──

　神護は、これ以上ないほどの真顔だった。

「覚えているか？」

　なにやら意い図とがある、と悟って、要は該がい当とうの話を思い出し──

「…………!!」

　神護のメッセージに、気づいた。

「……ああ、覚えてる。死し闘とうの末、アバドンが新必殺技わざを編み出して、ルシフェル将軍を倒す話だったな」

　目配せを、要は神護に返す。

「できればあんな風に、見事な大勝利を収めたいもんだ。──さて、そろそろ行く。何度も言うようだが、頼んだぜ」

「任された。必ず、可憐を救ってやる」

　特に挨あい拶さつもなく、神護は席を立ち、店から出て行った。

　しばらくの間、要はその場に留とどまり続けた。




「……はい、お疲つかれ様さま」

　レストランから出て数分歩いたところで、神護は佐々木の出で迎むかえを受けた。

「どうも」神護は頭を軽く下げる。「……言われた通り、偽にせ情報をリークしましたよ」

「上等上等」佐々木は褒ほめた。「あの少年、やる気満々だったわね」

「約束通り、可憐の拘こう束そく具ぐを外はずしてもらいますよ」

「そんなことは、大公に言ってちょうだい。ま、その程度の約束なら、破られるなんてことはないと思うけど」

「俺だって、貧乳というだけで差別される世界があるとは思っていませんでしたよ」

「それもそうね。フフフ」

　笑って、佐々木は肩を震ふるわせた。それに伴ともなって、胸が揺ゆれる。

「…………」

　神護は要の言葉を思い出した。乳揺れを悪夢として夢に見るだなんて、どれだけえらい目に遭あっているんだ──と首をひねる。

「どうしたの」

　見とがめて、佐々木が問う。

「いや、なんでもありませんよ」

「ふうん。……ところで、あの子と特とく撮さつの話していたわよね」

「……ええ」

　内心の動どう揺ようが表に出ないよう、神護は低い声で返事した。

「ってことは、彼とは幼おさななじみなの？」

「そうなんですよ。親同士に近所づきあいがありましてね。小中高と一いつ緒しよなもんで、知ってるテレビ番組や漫画はだいたい一緒なんですよ」

「へえ。うらやましいわね」

　それ以上、佐々木は話を掘ほり返そうとはしなかった。

　内心で、神護はほっとした。どうやら、こっそりと要に送ったメッセージは、気づかれなかったようだ。

　あとは、メッセージの意図するところを、要が正しく理解していることを祈いのるばかりである。




「……悪い夢を見ているそうね」

　レストランの外の路ろ地じ裏うらで待機していたアッシュは、まず要にそう言った。

「ああ。誰だれかさんのせいでな」

　重い口調で、要は答えた。

　アッシュは、先日とはまた別の変装をして、先にレストランの隅すみに座っていた。他人のふりをして要と神護の密みつ談だんを聞き、その後先に店を出ていたのだった。

「男引導士ハイダイバーが女引導士に対たい抗こうするためには、あのくらいのことをして、おっぱいに目を奪うばわれてはならないということを身体からだに叩たたき込まなきゃならないわ。世の中には、性せい愛あいに対する興きよう味みを殺すため、去きよ勢せいしている引導士もいる」

「正しよう気きか。去勢って」

「命そのものを失うくらいなら、身体の一部を失う方がいいという計算は、理解できるけど」

「俺には理解できん。それより、話は全部聞いたか」

「ええ。異邦人オーバージーを救出するチャンス、だとは思うけど──一つ、わからないことがある。アバドンって何？　いかにも意味ありげな言葉だったけど」

「勘かんがいいな」

　要は感心した。

「疎そ開かいライダーアバドンというのは、昔のテレビ番組で──」

　とまで言って、アッシュにはまずテレビから説明しなければならないことに気がついた。その辺をすっ飛ばしての説明に変える。

「いや、えーと、簡単に言うと、劇げきなんだ。正義のヒーローと、悪の組そ織しきが戦う劇。で、その劇中で、組織の大幹部がヒーローの協力者をさらう話がある。ヒーローは、協力者が組織の前線基地から後方基地へ護送されるって情報を聞きつけて、護送しているところに奇き襲しゆうをかける。ところがこれは罠わなで、護送用の檻おりの中からは悪の大幹部が出てきた。強敵に迎げい撃げきされて、ヒーローはピンチに陥おちいるっていう筋すじ立だてだ」

「細かいことはわからないけれど」アッシュは言った。「今の話、彼が持ってきた話と非常に良く似ているわね」

「つまり、そういうことだ」要は頷うなずいた。「敵さん、俺達を罠にはめるつもりだぞ」







「こいつが、囚しゆう人じん護ご送そう用の檻ですか」

　大公私し邸ていの庭園のオブジェとしてはあまり似つかわしくない代しろ物ものを、神護は軽く叩いた。

「今回のために特別に用意した、特とく殊しゆな檻だ」

　強度を確かめるべく、力を込めて檻をぐらぐら揺ゆらしながら、アリメルドは応じた。

「これに、可憐を入れるんですか」

　眉まゆをひそめつつ、神護は問う。

　檻のサイズは、縦たて横よこ一メートル未満、高さ二メートルという程度の立りつ方ぽう体たいである。中で座すわる分には問題ないが、身体を伸のばすには立つよりない。リラックスするのは難しそうだ。

　この中に閉じこめられた状態で、空を墜おとされるというのはかなりの恐きよう怖ふ体験だろう。自分の位置からは見えない人間に、自分の運命を委ゆだねるのである。

「いや、彼女を入れることはない」

　さらりとアリメルドは答えた。

「え？　そうなんですか？」

「ああ。その辺も含ふくめて、打ち合わせをしようじゃないか。佐々木君！」

　離はなれた場所で小こ間ま使づかいと話し込んでいた佐々木を呼び寄せて、アリメルドは語り始めた。

「護送の際には、君にこの中に入ってもらうよ、佐々木君」

「え？　私が？　なんであの娘むすめを使わないの」

　明らかに不満そうな声を、佐々木は上げた。

「そりゃ、あの子を本当にさらわれてしまったら、困るからさ。あのお嬢じようさんは、ここの地ち下か牢ろうで待機していてもらう」

「こんなものに閉じこめられた状態で空を墜おちろっていうの？　無む茶ちや言うね」

「申し訳ないが、君しか適てき任にんがいない。それにこの檻は、特別製でね」

　前面を開けて、アリメルドは自ら檻の中に入った。そして、檻ごと地上二メートルの地点まで上じよう昇しようする。

「はァ──ッ！」

　気合の声を上げると、アリメルドは檻の内面を力ちから一いつ杯ぱい叩たたいた。

　途と端たん、檻が砕くだけた。

　いや、正確には、砕けたのではない──組み立て部分が、一いつ瞬しゆんで外れたのだ。檻の五面と、前面の格こう子し部分とが、アリメルドの引導術でつかまれ、宙に浮ういている。

「このように、中から力一杯押してやれば、この檻は分解できる。分解された壁かべの部分は、そのままソールドとして利用できるというわけだ。ちなみにこの格子も、枠わくを取り払はらえば長なが柄えの武器として使用できる」

　目の前に浮く鉄の格子に、アリメルドは触ふれた。格子は全部で八本ある。

「ああ、なるほど」佐々木は納なつ得とくした。「これで、アシュラータを迎撃するのね」

「必要以上のソールドを持じ参さんしていったら、怪あやしまれるだろう。だから、このように隠かくし持もつというわけさ。何故なぜこの中に可憐君を入れられないか、納得してくれたかね」

「納得したわ」フフ、と佐々木は笑った。「これにあの子を入れたら、落ちて死ぬだけね」

「…………」

　その物言いは、神護にとっては極きわめて不ふ愉ゆ快かいだった──が、口には出さず、我が慢まんする。

「私は、オプスレイ大公国の兵士のコスプレをして、こっそりと護送の列に混まざる」

　素す早ばやく、アリメルドは地面に降り立った。遅おくれて、檻を構成していたパーツがゆっくりと落ちてきて、アリメルドの周囲に転がる。

「君はどうするかね」

　アリメルドは神護に問うた。

「君も護送の列についてくるか？　それともここで待機するか？」

「……選ばせてくれるんですか」

「ああ。アシュラータとの対決に、こちらに来て日の浅い君を連れていくのは酷こくかと思ってね。もっとも、是ぜ非ひとも対決に加わりたいと言うなら、止めはしないが」

　少し考えてから、神護は答えた。

「こっちで待機させてもらえますか。可憐のそばにいてやりたい」

「構わない。あの子の話し相手でもしていたまえ」

　アリメルドは快かい諾だくした。それから佐々木に顔を向け、

「では佐々木君、この檻を元通りに組み上げてくれないかね」

　と命じた。

「……私がやるの？」

「ああ。移送中、アクシデンタルに檻おりが崩くずれることも考えられる。その際、君が組み立て方法を理解していさえすれば、ダメージは最小限で済すむだろう？　なに、組み方はさして複ふく雑ざつじゃない」

「……はいはい」

　諦あきらめて、佐々木は一人で檻の組み立てにかかった。

「……いやあ、それにしてもあの檻は、よくできている」

　佐々木の様子を見守りながら、アリメルドは神護に語りかけた。

「見事な仕組みになっているよ。感心した。こちらの世界でも、この種の細さい工くが発はつ展てんしているとは驚おどろきだ」

「そうですね──」

　普ふ通つうに受け流しそうになったが──ふと、神護は気がついた。

「──こちらの世界？　まるで、日本出身みたいな言い方ですね」

「あれ、言ってなかったかね？　私は日本出身だよ」

「……え？」

　一瞬、神護は言葉を失った。

「おいおい、今いま更さら驚おどろくことでもないだろう。イセス・メリアの人間がこんなスーツを着ると思うかね？」

　アリメルドはジャケットの襟えり部分をつかみ、よく見えるように引っ張った。

「って、そもそも名前が──」

「私の本名は有あり銘め輝てる人ひとという。だが、こちらの世界で生きていくとなれば、イセス・メリア式の名を名乗った方がやりやすかろうと思ってね。少々本名をもじり、アリメルドと名乗っている。姓せいはない。ま、ハンドルネームのようなものと思ってくれたまえ」

「……そうだったんですか。てっきりこっちの人だと思ってましたよ。異邦人オーバージー召しよう喚かんにもかなり詳くわしいようですし」

「フフ。そりゃ逆だ」

　アリメルドは、空に視線をさまよわせた。

「イセス・メリアにあっては、異邦人が空から降ってくるというのは、自然現象の一種だと思われている。珍めずらしさとしては、雹ひようといい勝負かね？　だがね、日本とイセス・メリアをつなぐゲートが発生する現象がいつどこに発生するのか、計算で割り出すことができるんだよ。ただし、天体の運行を割り出すための、かなり高等な算さん術じゆつが必要になる。私のような、天てん体たい物ぶつ理り学がくを専せん攻こうしていた人間にしかわからないような……ね」

「天体物理学、ですか」

「そう。その事実に気がついた私は、ともすれば、イセス・メリアから日本に帰る方法も見つけられるのではないか、と思いついた」

「日本に帰る!?　そんなことができるんですか!?」

　思わず、神護は飛び上がりかけた。

「おっと、ぬか喜びはいかんぞ、神護君」

　神護を制するように、アリメルドは手を伸のばす。

「方法を見つけているわけではない。ただ、噂うわさはあるのでね──かつて、イセス・メリアから日本へ帰っていった人物がいた、とかいう。通常、ゲートはあっちからこっちの一方通行だが、なんらかの条件が揃そろえば逆ぎやつ行こうできるゲートが開くこともあるのかもしれない、という程度だ」

「…………そいつは、残念ですね」

　がくり、と神護は肩かたを落とした。

「気持ちはよく分かる」アリメルドは深く頷うなずいた。「私だって、日本に帰き還かんする日を夢に見続けている。……私のこの格好、マントを取り除いたら、何に見えるかね」

「……結けつ婚こん式しきの新しん郎ろうに見えますね」

　深く考えるまでもなく、神護は答えた。

「正解。実は私は、結婚式の最中にイセス・メリアに墜おちてきたのさ」

「なんと。マジですか」

「噓うそなものかね。誓ちかいの言葉を立てる前に、こっちに召しよう喚かんされた。だからこそ、私は日本への帰還を切せつに願っている。そのことを忘れないために、こんな格かつ好こうをしているんだ。もっとも、あれからもう何年も経たってしまったから、彼女がいまだに私を待っているとは思えないがね。それでもせめて、謝りたいものだ」

「…………」

　大人の男女関係については、まだ未成年の神護としてはコメントしづらい。黙だまって話を聞き続ける。

「だがともかく、帰還ルートを見つける研究を続けるためには、先立つものがいる。端たん的てきに言うと、金だ。私はすぐに、召喚点の算出という技術を金にできると気がついた。私のやっていることは人身売買だと糾きゆう弾だんする者もいるが、私に言わせれば、こいつは人を救う事じ業ぎようだよ」

「人を救う事業……ですか」

　アリメルドの言わんとするところを、神護は感覚的に理解した。

「人は私を召喚士などと呼ぶ。だが実じつ態たいは、このイセス・メリアそのものが、自動的に日本人を喚んでくるんだ。私は、墜ちてきた人間を拾い上げているだけに過ぎない。そしてこちらの世界の常識を教きよう授じゆしてやって、保護者を見つけてやる。ほら、こういう言い方をすれば、善行だろう？　私は、召喚者の幸せを考えてやって、その行こう為いに対して報ほう酬しゆうを戴いただいているのさ」

「その主張は、理解できます」神護は言った。「ただ、少なくとも、今の可憐は幸せじゃない」

「彼女に関しては、申し訳ないと思っている」アリメルドは肩をすくめた。「私には、召喚点の算出はできても、イセス・メリア人から因いん習しゆうを取り払はらってやることはできない。いやはや、胸のサイズで人としての価値を決めるなどという不ふ合ごう理りが、何故なぜにこうまではびこっているのかねえ。胸のサイズで引導士ハイダイバーとしての才能がわかる、という点は合理的と認めてもいい。だが、貧乳女性が家か畜ちく以下の扱あつかいを受けるのは、まったく理解できない。そういう意味では、オプスレイ大公は理想的な保護者とは言いかねるな」
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「どうにかならないものですか」

「取引を重ねて、じっくりとやっていくしかないな。結局の所、金を出しているのは向こうなのだから。私の大公に対する影えい響きよう力を利用して、どうにかしてやりたいところではあるが」

　意外なものだ、と神護は思う。アシュラータはアリメルドを仇かたきとして憎にくんでおり、要もそれにつられ、アリメルドを死の商人と目している。彼らの気持ちは理解できる──が、実際にアリメルドと言葉を交かわしてみると、こちらの主張もまた理解できる。異界に召喚されて理性を失うこともなく、生きるために為なすべきことはなんなのかを考え続ける、賢けん明めいな人間だ。

　だが、アリメルドと要達の激げき突とつは、明みよう晩ばんに迫せまっている。

　迷いを振ふり捨てろ、と神護は自分に言い聞かせた。

　生きていくために他人を蹴け落おとさなければならない──今は、そんな状じよう況きようだ。

　場合によっては、自分がアリメルドや佐々木と対決することになるかもしれない。そうなれば、殺し合いは避さけられない。

　自分が生きるために、他人を殺す──そんなことが、自分にできるのだろうか。

　だが、殺さなければ、殺される。可憐を守る者が、誰だれもいなくなる。

　覚かく悟ごを決めなければならない。







「あれが監かん獄ごく島かよ」

　アッシュの家の窓まど越ごしに、要は監獄島の姿を捉とらえていた。

　オプスラのみならず、他ほかの居住島からはるか離はなれた場所に、監獄島は浮ういていた。さして大きからぬ島の中央に、城じよう塞さいとおぼしき建築物がぽつんと建っている。

「監獄というか、要よう塞さいというか」

　思ったことを、そのまま要は口にする。

「中の敵から外の者を守るか、外の敵から中の者を守るかの違ちがいに過ぎんからな。似るのも当然じゃろうて」

　十蔵の発言に、メティスが頷いた。

「実際、古くなった要塞を転用しているらしいからね」

「オプスレイ大公国の監獄島はあれ一つのみ──」

　島を見み据すえつつ、アッシュは言う。

「大公国中の犯罪者がひとところに集められている。それだけに警けい戒かいは厳げん重じゆうよ。あそこに収しゆう監かんされてしまったら、救い出すことは面倒になる」

「……って、こっちを焦あせらせるのが敵さんの目的か」

「明日、なんて急な話なのも、こっちに深く考える間を与あたえないためでしょうね」

　窓から離れて、アッシュは一同に向き直った。

「ならば注文通り、私達は襲しゆう撃げきをかける。その上で、裏をかく」

　そして、作戦案を一通り説明した。

「作戦の主目的は、大間可憐の救出に置く。アリメルドを葬ほうむることは、さしあたり我が慢まんするわ。……もちろん、アリメルドの妨ぼう害がいは十分に考えられることであって、主目的達成のためには不ふ可か避ひであると判断した場合は、あいつと戦うけどね……なにか、異議はある？」

「あたしはないね」メティスは言った。

　十蔵は無言で頷うなずいた。

「それ以上に良い作戦は、俺には思いつかねー」

　応じて、要はリビングから去ろうとした。

「んじゃ、明日の作戦行動に備えて体力を温おん存ぞんすべく、俺は昼ひる寝ねを──」

「待ちなさい」

　腕うでを伸のばして、アッシュは要を捕つかまえた。

「体力温存は、明日の午後からで十分。それまでは、最後の特訓よ」

　襟えりを摑つかんで、そのまま引っ張っていく。

「マジかよ！」

「超ちようマジ。あなたも、やるべきことを怠おこたって、いざという時に後こう悔かいしたくないでしょ」

「や……やめてー！　おっぱい怖こわい！　おっぱい怖い！」

「はいはい」

　抵てい抗こうする要の首に腕を巻き付け、アッシュは胸を要の顔に押しつけた。

「ムグ!?」

　要の隙すきを誘さそって、引導術を発動。二人は真横に墜おちて、大窓から庭へと飛び出していった。

「のわああああぁぁぁぁ──」

　要には、尾おを引く悲鳴を上げることしかできなかった。

「……ふうむ」

　顎あごを撫なでながら、十蔵は呟つぶやいた。

「要が来てからというもの、アッシュは楽しそうだな」

「だよねえ」メティスは頷いた。「同じ年とし頃ごろの男の子が来てくれて、嬉しいんだろね。顔にはあまり出さないけど」

「うらやましい話だ。アッシュはわしに良くしてくれるが、唯ゆい一いつ、恋れん愛あい対象として見てくれないのが不満でな。さすがに若い奴やつには勝てんということか」

「あら、意外と言うね。十蔵さんも、十分魅み力りよく的てきだと思うよ」

　メティスの言葉に、

「フ。お世せ辞じにしても嬉うれしいものだ」

　十蔵は、わずかに口元をゆるめた。

























　翌日、午後八時頃。

　六人の大公国兵士が、囚しゆう人じん護送用の檻おりを囲かこんでいた。

「準備はいいかね？」

　そのうちの一人、兵士の制服に身を包んだアリメルドが、檻の中の佐々木に声をかける。

「こっちはいいわ。いつでも、墜おとして」

　佐々木は、檻の一番奥に身を隠かくしていた。

「オーケー」

　軽く檻を叩たたくと、アリメルドはすぐ横で待機している神護に声をかける。

「さて……それでは、行ってくる。上手くいけば、君の友人を連れてこられるだろう」

「期待しています」

　無表情のまま、神護は軽く頭を下げた。

「じゃあ、行くぞ！」

　他ほかの兵士に声をかけて、アリメルドは地面から足を離はなした。檻を摑んで、ともに墜ち始める。

　応じて、他の兵士達も後を追うように、墜おちた。あっという間に一同は島から離れていき、すぐに見えなくなる。

　しばしの間神護はその場で立ち尽つくし、一行の姿が完全に消えるのを待った。

「…………」

　それから、大公私し邸ていに向かい──正門からは入らず、裏門へと向かう。

　私邸の側面には、生いけ垣がきの迷めい路ろが広がっている。暇ひまつぶしにちょうど良い程度の、そこそこ大きな迷路だ。

　のんびりとした歩調で、神護が迷路の入口前を通り過ぎようとすると──

「……奴ら、行ったな」

　迷路の奥から、小さな声が飛んできた。

　神護が足を止めると──迷路から、要とアッシュが姿を現した。

「そこにいたのか」

　わずかに安あん堵どしながら、神護は言った。それから、アッシュに向き直る。

「あなたが噂うわさの、アシュラータ・アムルーか」

「そして、あなたは竹内神護ね」

　アッシュは握あく手しゆを求め、神護はそれに応じた。

「屋や敷しきにいる人の協力を得られるのなら、屋敷の設計図を入手する必要はなかったかもね」

「それは、どうだかな」神護は言った。「俺も、屋敷の中身を完全に知っているわけじゃない」

「とは言っても、屋敷を丸ごと捜す必要はねーじゃねえか。可憐は地下室に閉じこめられているんだろ？」

　要が言うと、神護は頷うなずく。

「ああ。地下室へ行くのは簡かん単たんだ。問題は、牢ろうの番人をどうするかってことだけだが──」

「殺しましょう」

　アッシュは、さらりと言った。

「…………」

　要は、思わず黙だまり込んだ。

「さすが、イセス・メリアの人間は覚かく悟ごが違ちがう」

　神護はそうコメントした。それから、要の耳に顔を寄せ、口元を隠しながら小声で問う。

「……ところで、アレが、おまえの恐きよう怖ふの対象であるところのおっぱいなのか」

「……その件については、声を潜ひそめる必要はねーと思うぜ」

　顔をしかめながら、要はさほど声を絞しぼらずに答えた。

「アレは人を誘ゆう惑わくし墜つい落らくさせる、悪あく魔まの果か実じつだ」

「墜落？　堕だ落らくじゃなく？」

「アレに目を奪うばわれたせいで、俺は何度墜落させられたか」

　要は顔を両手で押さえ、肩かたを震ふるわせ始めた。

「だいたい、何のことを言っているのか想像がついたわ」

　アッシュは要の襟えり首くびをくいっと引っ張った。

「ムグア」

　喉のどが詰つまって、要は妙みような声を漏もらす。

「さ──さっさと、可憐さんを助けにいきましょ」

　要を引きずりながら、アッシュは私邸の裏口目がけて歩き始めた。

「……随ずい分ぶんと仲のいいことで」

　佐々木は「悪魔のような女」なんて言っていたが、まるで違うじゃないか──などと思いつつ、神護は二人の後を追いかけた。







「あれかな？」

　彼方かなたより飛来してくる何かの群むれを目で捉とらえて、メティスは呟つぶやいた。

「あれじゃろうな」

　同じ群れを見つけて、十蔵は同意した。

　二人はアッシュの島の舳へ先さきに立っていた。護送団がやってくるのを、想そう定ていルートからわずかに外れた位置で待ち続け──ついに、一団を発見した。

　一団は、やや速度抑おさえめで、監かん獄ごく島目がけて墜ちている。進行ルート上に障しよう害がい物ぶつが存在した時に備そなえているのである。

「さ、それじゃ、進行ルート上に障害物を放ほうり込んでやろうかね！」

　勇いさましく、メティスは宣言した。

　今、メティスはアッシュと同じコスチュームに身を包んでいた。護送団の一団に紛まぎれているであろうアリメルドを騙だますためである。実際にはアッシュが大公私邸を襲しゆう撃げきしていることを悟さとられてはならない。メティスの役割は、アリメルドの注意を惹き続け、この場に留めおくことだ。

「それじゃ、島の制せい御ぎよはよろしくね！」

　十蔵に声を投げて、メティスは頭上へと堕ちて行く。

「無む茶ちやはするなよ……」

　応じて、十蔵は島をゆっくりと後退させた。

　メティスは、護送団の方へは向かわなかった。想定ルートから少々外れた位置に浮うかぶ、岩石群の中へと潜もぐり込む。

　岩石群を片かたっ端ぱしから摑つかむと、

「そーれよッ！」

　護送団目がけて、墜おとした。メティスも岩石群の後方に紛まぎれ込み、墜おちる。

「……おい！　あれ見ろ！」

　すぐに、先頭を行く護送団の一員が、前方の異常な動きに気がついた。

　斜ななめ前方から、岩石群は迫せまる。衝しよう突とつコースだ。

「回かい避ひ！　回避ー！」

　呼びかけるまでもなく、一団は墜ちる軌き道どうを曲げた。衝突コースの外へと逃のがれる──が、突とつ然ぜんのことだったため、誰だれも檻おりに気を回さなかった。岩石群の予定進路に、檻だけが残される。

「ひどい奴やつらだ！　あんたら、囚しゆう人じん護送が仕事だろ!?」

　言いつつも、これは好こう都つ合ごうとメティスは笑う。岩石群の軌道を、護送団員を追いかけるように外側に膨ふくらませつつ、自らはそのまま減げん速そくして──

「捕つかまえた！」

　飛び込んできた檻を、捕まえた。檻が墜ちる方向の引力に身を委ゆだねて、メティスは衝突の衝しよう撃げきを和やわらげつつ、減速させる。

「さ、中にいるのは──」

　勢いに身を任まかせたまま、メティスは檻の中をのぞき込もうとする。と──

「はあああ──ッ！」

　いきなり、檻が砕くだけ飛んだ。

　と同時に、鋭するどいナイフの刃はが、メティスの腹ふく部ぶ目がけて飛んでくる。

　常人の反はん射しや神しん経けいでは、対たい処しよしようのない突つきだったが──

「よっとぉ！」

　メティスは、ナイフを握にぎる腕うでに自分の腕を絡からませ、受け止めた。

　予よ期きしていた、一いち撃げきだった。

「ム……！」

　腕を捉とらえられて、ナイフの持ち主──佐々木は、顔を歪ゆがめる。

「あんた──アシュラータじゃないね!?」

「その通り」

　メティスは、関かん節せつを締しめ上げる。

「そっちこそ、あたしらをハメようとしたね？　情報が正しいなら、檻の中にいるのは異邦人オーバージーのはずなんだけど……！」

　言いつつ、メティスはアリメルドの姿を捜した。檻の中にいたのが佐々木なら、アリメルドは兵士の姿に身をやつしているのか──と読み、妙みような動きが周囲にないかどうか注意を配くばる。が、それらしき姿は見あたらない。

　と──宙を漂ただよう鉄の板──檻を構成していた物──が、通常ではあり得ない動きを見せた。メティスの視界の外へと回り込みながら、背中を狙ねらう。

「……ああ、もう！」
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　肘ひじを極きめつつ、小手投げの要よう領りようで、メティスは佐々木を鉄板の軌道上に放り出した。

「フン！」

　身体からだを折り曲げて、佐々木は鉄板をスルーした。鉄板は二人の間を通り抜ぬけて、一いつ瞬しゆんメティスの視界を遮さえぎり──飛び去った時には、佐々木は離はなれた場所に逃にげていた。

「……随ずい分ぶん、よくできた細さい工くだね」

　メティスは鉄板を指さした。

　佐々木の後背に、五枚の鉄板がせり上がる。立方体の檻のうちの、五面である。最後の一面、格こう子しの部分はというと、八本の鉄の棒に分解され、そのうちの二本が佐々木の手の中にあった。

「アシュラータはどこよ!?」

　佐々木は、メティスに問いを投げる。

「答える必要はないね」

　メティスが答えると、

「……ひょっとして、大公の屋や敷しきを襲しゆう撃げきしているのかしら？」

　推すい論ろんを、佐々木は口にした。

「それは、──」

　正せい鵠こくを射いられて、一瞬メティスは口ごもる。

「……あはははは！　やはり、そういうことだったのね」

　途と端たん、佐々木は我が意を得たりと笑い出す。

「やるわね、神護クン。私の眼前で堂々と情報をリークするなんて、大した度ど胸きようじゃないの」

「……どういう意味だよ」

　悪い予感を覚えつつ、メティスは言う。

「それこそ、答える必要はないわね！」

　余よ裕ゆうの体ていで、佐々木は言い返した。

　気配で、メティスは状じよう況きようを読んだ。最初から、大公私し邸てい襲しゆう撃げきは向こうにばれていたのか？

　となると──急いでケリをつけ、アッシュと合流する必要がありそうだ。

　メティスは、佐々木の背中側から、ソールドを引き寄せた。

「答えろよ！」

　引き寄せつつ、言葉を投げて佐々木の注意を惹ひく。

「思わせぶりなことを言っておいて答えないとか、気になるじゃないの」

「聞くだけ無む駄だってものよ。何故なぜなら、あなたはこの場で私に殺される──」

　次の瞬しゆん間かん。

　佐々木が素す早ばやく身をよじり、鉄板を押す。

　直後、二枚のソールドが、鉄板に激げき突とつ。

　弾はじかれて、ソールドはあらぬ方向に飛ぶ。

「……チッ！」

　奇き襲しゆう失敗。メティスは舌打ちした。

「なかなかやるじゃない！」怒いかりも露あらわに、佐々木は叫さけんだ。「結構！　異邦人を怒おこらせたらどうなるか、思い知らせてあげるわ！」

　鉄板の内、三枚を頭上方向へと墜おとし、佐々木は攻こう撃げきを開始する。

「できるものならやってみなよ！　あたしだって、カテゴリＦなんだからね！」

　メティスも、ソールドを放った。







「この下だ」

　格子状の跳はね上げ戸を指さして、神護はその手前に這はった。

　それを真似まねて、アッシュと要も視点を低くし、格子越ごしに地下をのぞき込む。壁かべに据すえられた燭しよく台だいの炎ほのおが、地下室を照らし出している。

「見張りをどうやって排はい除じよするかが問題だな──」

　言いつつ、要は見張りの姿を捜す。

「おかしいな」神護が呟つぶやいた。「見張りがいないぞ」

「どういうこと？」

　アッシュの言葉に、神護は首をひねる。

「引き継つぎの谷間か？」

「どうする」要は焦あせる。「牢ろうの鍵かぎは、見張りが持っているんじゃねーのか」

「いや、いざという時のために、鍵はゲットしてある」

　ポケットの中から、神護は鍵を取りだした。

「こいつは好こう都つ合ごうだ。さっさと連れだそう」

　音を立てないよう気をつけながら、神護は跳ね上げ戸を持ち上げ、階段を下った。要、アッシュがそれに続く。

　足音を潜ひそめつつ、小走りに神護は可憐の捕とらわれる牢へと向かう。

「可憐──」

　一番奥の牢の格子を摑つかみ、小さい声で、神護は呼びかけた。

　牢の中は、照明の影かげになっていて、完全に真っ暗だった。

　闇やみの中、何かが動く気配はまったくない。

「可憐！　可憐！」

　繰くり返し呼びかけても、何の変化も現れない。

「寝ねてるのかもしれないわ」

　アッシュの推論に頷うなずいて、神護が錠じように鍵を差し込もうとした時──

　バタン！　と大きな音が轟とどろいた。

「!!」

　三人とも、びくりとした。すぐに音おん源げんの正体に気づいて、来た道を駆かけ戻もどる。

　階段下に戻ると──跳ね上げ戸が、閉まっていた。

「なんだと──」

　驚きよう愕がくした三人は、格こう子しの向こう側に、白いスーツの人ひと影かげを見出した。

「やあ──アシュラータ君、久しぶりだね」

　人影、アリメルドは、眼下の三人に向かって軽く手を振ふった。

「アリメルド！」

　アッシュが、階段を駆け上った。下から格子に組み付いて、押し上げようと試みる。が、アリメルド自身が跳ね上げ戸の上に乗っているため、びくともしない。

「貴様……!!」

　それでも、アッシュは押し上げを止やめない。殺意をむき出しに、頭上のアリメルドを睨にらみ続ける。

「こんな形で再会するとは想像もしてなかったよ、アシュラータ君」

　対照的に、アリメルドは余よ裕ゆうの態たい度どを崩くずさない。

「君は怒った顔も美しい。あのまま王宮に残りさえしていれば、今いま頃ごろはステキな王子様を見つけて、幸せな家庭を築きずけていただろうに」

「おまえに、そんなことを言われる筋合いはない……！」

　アッシュの膂りよ力りよくでは、戸を押し上げることなど不可能だ。けれども、力を緩ゆるめない。

「アンリエットの仇かたきを討うつまでは、私は幸せにはなれないのよ……！」

　力を込めるあまり、そのうちアッシュは妙みようなうなり声まで上げ始めた。

「その辺にしとけよ、アッシュ！　無理だって！」

　見かねて、要はアッシュを押さえにかかった。

「離はなしなさいよ！」アッシュは、諦あきらめなかった。「すぐそこにアリメルドがいるのよ……！　見み逃のがすわけにはいかない！」

　普ふ段だんは冷静沈ちん着ちやくなアッシュが、アリメルドを目の前にするとこうもおかしくなるのか──要は驚おどろかずにはいられなかった。

　仇を討ちたいという思いは理解できる。けれども、アッシュの今の行動は、ただの愚ぐ行こうだ。

「一いつ旦たん、落ち着け！」

　覚かく悟ごを決め──要は、アッシュの胸を両手でわしづかみにした。

「にゃあ!?」

　頓とん狂きような声を上げるアッシュ。

　跳ね上げ戸から手を離し、背後の要に半ばチョップ気味の平手を放とうとする。が、自分が不安定な足場の上にいることを忘れていた。一歩後方に踏ふみ出そうとして段差に足を取られ、平手が空を切る。バランスを崩して、要を巻き込みそのまま階段から転げ落ちる。

「ムゴア！」

　なんとか要はアッシュの下した敷じきとなり、クッションとなった。

「あっはっはっはっ」

　格子戸の向こうで、アリメルドは笑い声を上げた。

「私がここに乗っているのに、開けられるはずがないだろう。不ふ合ごう理りな真似まねをするから、そんな目に遭あう。まったくもって滑こつ稽けいだ」

「この、……」

　転落のショックで目を回しながら、なおもアッシュは階段に向かおうとする。

「だから、やめろって」

　下した敷じきになったまま、要はアッシュの腰こしに手を回し、押さえつけた。

「無む茶ちやをするなと言っている！　今度はおっぱいだけじゃ済まさねーぞ！」

「……それは一体どういう意味かしら」

　アッシュは要の顔面に手を張り付け、むにむにと粘ねん土どをねるように力を込めた。

「もう少し冷れい静せいにもげぐぐぐぐ」

　口元を押さえられ、要の発言は途と中ちゆうから意味不明になった。

「アリメルド！」神護が声を張り上げる。「あんた、護送団にまじって監かん獄ごく島に行ったんじゃ──」

「ああ、早々に引き返して、着き替がえたよ」

　軽い口調で、アリメルドは答える。

「君らが、可憐君を直接救い出しに来るような気がしたんでね。申し訳ないが、担かつがせてもらったよ、神護君」

「あんた、俺がこう動くって読んでたのか！」

「読んだというか、数時間前に気づいたんだ。佐々木君に聞いたんだよ──護送の件をそこの彼に教える時、疎そ開かいライダーアバドンの話をしたそうじゃないかね」

「なんだと──」

　トリックのタネを、要は理解した。

「あんた、年ねん齢れいいくつだよ！」

「フ。疎開ライダーアバドンの放送時、私は学生だった。一いつ般ぱん的には、ある程度の年齢になれば特とく撮さつ番組を卒業するものではあるが、世の中には、学生になった頃ころに回かい帰きを果たす人間もいるものさ。私みたいにね」

　にやり、とアリメルドは口元を歪ゆがめた。

「今回の囮おとり作戦、自分で提案しておきながら、『ハテこの作戦はどこかで聞いたことがあるような』という疑問に囚とらわれていたんだ。そうそう、ルシフェル将軍の最後の作戦だった。君のおかげで胸のつっかえが下りたよ、神護君。アシュラータ君を捕つかまえることもできたし、一石二鳥だ。感謝の言葉を贈おくらねばなるまいね──たとえ、君が私を裏切ったとはいえ」

「…………」

　神護は顔をしかめた。

「君達の処しよ遇ぐうは、佐々木君が戻もどってきてから考えることにするよ。ま、地下でしばらくゆっくりしていたまえ。アリメルドさんという賢かしこくて合理的な人物を敵に回したことを後こう悔かいしてくれると、なお良いね」

　そう言葉を投げ下ろすと、アリメルドは跳はね上げ戸の上に居座ったまま周囲を見み渡わたし、

「おーい、そこの兵士君？　跳ね上げ戸を塞ふさげるもの、なんでもいいから持ってきてくれないかね？」

　と呼びかける。

　すぐに、二名の兵士が応じた。ずりずりと重い荷物を引きずる音が聞こえてきて、ほどなく跳ね上げ戸は板張りの箱の底で封ふう鎖さされた。

「この箱は常時誰だれかが摑つかみ続けるように。閉じこめた連中は、皆みんな引導士だからな」

　そう言い置いて、アリメルドは立ち去っていった。

「……そろそろ、どいてもらえねーか」

　いまだにアッシュの尻しりに敷しかれたままの要が、言う。

「…………」

　無言で、アッシュは立ち上がった。

「すまなかった」

　神護が、謝罪の言葉を口にする。

「俺の……浅せん慮りよだった」

　失意のあまり、がくり、と膝ひざをつく。

「おまえが悪いわけじゃねー」

　神護の肩かたに、要は手をかける。

「アリメルドの野や郎ろうが一枚上手だったってだけだ。まさかあの歳で特撮大好きだなんて、誰が予想できる」

　慰なぐさめの言葉をかけつつも、失望の色は隠かくしようがなかった。

「……フウ……」

　やっとのことで落ち着きを取り戻したか、アッシュは無表情を装よそおい、顔を上げた。

「二人とも、絶望するのはまだ早い」

「この状じよう況きようで、何に希望を抱いだけってんだよ」要は言い返した。「ソールドは庭に置いてきた。というか、こんな狭せまい場所じゃ、引導術が使えても何の役にも立ちゃしないだろ」

「それが、昨日今日で引導術を覚えた素人しろうとの限界ね」

　このような状じよう況きよう下かにあって、アッシュの声には余よ裕ゆうがあった。それに気づいて、

「……まさか、何か手があるのか」

「それよ」

　アッシュは、牢ろう獄ごくの隅すみを指さした。

　暗がりに慣れた目は、それをすぐに認にん識しきすることができた。

「……便座？」

　牢獄備え付けの、便座だった。

「さっきからイヤな臭いがすると思ったら、これか」

　要が呟つぶやくと、アッシュが応じる。

「牢ろう屋やには当然の設せつ備びよ」

「俺は生まれてこの方、牢屋に閉じこめられたことなんてねーよ」

　言い返しつつ、改めて要はこの個室の環かん境きように慄りつ然ぜんとする。おおよそ、人の住まう場所ではない。こんなところに閉じこめられたら、何日正気を保たもっていられるやら。

　そして実際に、可憐はこの場所に何日も閉じこめられたのだ。

「どうやら、この屋敷の設計図を入手しておいて、正解みたいだったわね」

　アッシュの声を合図にしてか、便座の奥から風が吹ふき上がった。なんとも言い難がたい異い臭しゆうが、三人の鼻を刺さすが──

「風……風か！」

　驚おどろきの表情を、神護は浮うかべた。

「そう。大たい抵てい、トイレの穴は島の底へとつながり、裏側に抜ぬける。特にここの地下は、島の裏まで二メートル程度もないみたい」

「まさか、この穴をくぐって外に脱だつ出しゆつする──なんて言わねーだろうな」

「そんなことをするくらいなら死ぬ方がマシよ」アッシュは言った。「そもそも、この穴はくぐるには狭すぎる」

「じゃあ、どうする」

「簡単なこと。穴を大きくすればいい」

　ゴガン、と地ち下か牢ろうそのものが大きく振しん動どうした。

「なに!?」

　凄すさまじい揺ゆれに、要はびくりと跳はね上がる。

「何が起きた!?」

「この牢屋の底に、六十キロの大質量が墜おちてきたのよ」

　アッシュの解説直後に、さらにもう一発。

「のぐわっ」

　またも要は悲鳴を上げた。

「……底からソールドをぶつけているのか！」

「ご名答」アッシュは言った。「ソールドを庭に置いては来た。でも、ずっと摑み続けていたもの。……というか要、あなた、ソールドを手放してたのね」

「うん」

　素す直なおに認めて、要は頭を抱かかえた。

「そうか、摑みっぱなしにしておけば良かったのか……！　庭に戻もどった時に摑み直せばいいと思ってたぜ」

「敵地にあっては、よほどの理由がない限り、ソールドを手放してはいけない。覚えておきなさい」

「肝きもに銘めいじる」

　揺れは、階上にも伝わっているようだった。バタバタと慌あわただしく足音が行ゆき交かい、「何をしている!?」という叫さけびが木箱越ごしに飛んでくる。

「答える義務など、あるものですか」

　呼びかけを無視して、アッシュはソールドの叩たたきつけを繰くり返す。三度、四度──とやるうちに、牢ろうそのものが軋きしみ始めた。

　そしてとうとう、石いし畳だたみの床ゆかが、まるで沼ぬまのようにへこみ始めた。

「うおっ。こりゃ──」

　一度ひびがはいると、崩ほう落らくは一いつ瞬しゆんだった。

　ガラガラと地面が文字通り崩くずれ去り、要達の身体からだは自由落下しかける。

「まだだ！」神護が制する。「煉れん瓦がやら何やらが落ちきってからじゃないと、巻き込まれる！」

　一同はその場に浮いて、やり過ごそうとしたが──

　ビキビキビキ、と亀き裂れつが何本も、牢屋の壁かべを這はうように登り、天てん井じようへと到とう達たつする。

「おい！　これは──」

　天井を指さして、要はアッシュを見る。

　アッシュは天井を仰あおぎ──

「……どうも、必要以上に崩し過ぎたみたいね」

　反省の弁を述べた。

　アッシュにツッコミを入れるかのごときタイミングで、天井が丸ごと大崩落を起こした。

「のわああ──ッ！」

　頭を押さえ、要は悲鳴を上げる。

　あっという間に視界が落下物で塞ふさがる。他人のことを気に懸かける余よ裕ゆうなどなく、三人とも単身での脱出を試みるしかなかった。







「そこォォ──ッ！」

　佐々木の鉄板が二枚、時間差でメティスの正面から迫せまってくる。

「なんのッ！」

　メティスはきりもみ回転して、軌き道どうを曲げた。一枚、二枚、と鉄板はメティスのすぐ横を通り抜けていく。

　ハイカテゴリの引導士ハイダイバー同士の戦いに巻き込まれてはかなわない、と五人の兵士ははるか遠くへと逃とう走そうしていた。メティスと佐々木、一対一の戦いである。

　墜つい落らくしながら、メティスは佐々木を視界の隅すみで追い続ける。

　佐々木は二枚の鉄板でメティスを追いかけ、三枚の鉄板を自分のそばに浮うかせている。

　異邦人オーバージーといえど、同時に自在に操そう縦じゆうできるソールドは二枚が限界だ。それ以上を同時に操あやつろうとすると、動きが単調にならざるを得ない。だから、攻こう撃げきを仕し掛かけるソールドは二枚のみ。残り三枚は、自らにまとわりつかせるという地味な動きに留とどめている。

　だが──とメティスは過去の経験に照てらし合わせ、佐々木の戦術を読む。二枚のソールドはメティスの注意を惹ひくための囮おとりだ。本命は三枚の方だろう。メティスのソールドをかいくぐってアプローチを仕掛け、すれ違ちがいざまに鉄板三枚を叩き込む、という目もく論ろ見みが、透すけて見える。

　メティスのソールドは、二枚。一枚は防ぼう御ぎよ用としてそばを併へい走そうさせ、もう一枚は攻撃用として大外を走らせている。

「さて、どうしたもんかね──」

　呟つぶやいて、メティスは内心で算さん段だんする。

「逃にがさないよ！」

　追い立てる佐々木も、その後背にピタリとつける。

　引導士としての実力に、決定的な差はない。勝敗を分けるのは、ほんの一瞬の判断力、あるいはほんの一瞬のミスだ。

　肝に銘じつつ、メティスは仕掛ける。防御ソールドを手で押し、軌道を曲げ、そして自らは逆方向へと軌道を曲げる。

「勝負をかけるつもりね……！」

　その動きを視し認にんして、佐々木も進路を曲げた。メティスの進行方向を読み、そこに直角に交こう錯さくするように調整する。

　さらに、攻撃用の鉄板二枚をメティスの斜ななめ後方に配置した。積極的に追い立てることはせず、しかしさらに進路を曲げようとしたらすぐに嚙かみつける、という位置だ。

「来た来た……！」

　鉄板の動きに、メティスは佐々木のアプローチを予期した。

「じゃ、やるか……！」

　身体を佐々木の側に向けて、メティスは大外の攻撃ソールドを引き寄せる。

　斜め前方から、佐々木は迫り来る。その佐々木の背面に、メティスはソールドを墜おとした。

　タイミングは完かん璧ぺきだったが──

「フンッ！」

　攻撃を、佐々木は予期していた。振ふり向むきつつ、そばを走る鉄板をぶつけ、直ちよく撃げきを免まぬがれる。

「そこだッ！」

　そのタイミングを狙ねらって、メティスは防御ソールドをぶつけにかかった。逆方向から接近させて、再度死角を狙う。

「…………！」

　二枚目に、佐々木は気づいた。もはや激げき突とつ不ふ可か避ひのタイミングと思えたが──

「……せっ！」

　マントの両りよう隅すみをつかんで、パラシュート代わりにした。

　空気抵てい抗こうを受けて、墜落速度は一時的に急減速。ソールドは佐々木の足に激げき突とつ、姿勢を崩くずしたが──それだけだった。

　メティスのソールドは、二枚ともクリーンヒットすることなく通り抜ぬけていった。

「決める──！」

　ガードを失ったメティスに対し、勝利を確信した佐々木は一挙に迫る。

　恐きよう怖ふの表情を、メティスは浮かべ──

「…………!?」

　次の瞬しゆん間かん。

　衝しよう撃げきとともに、佐々木の視界が乱転した。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、ソールドと激突したことを佐々木は悟さとる。

　メティスのソールドは二枚とも回かい避ひしたのに、何故なぜ──という疑問が浮かんだ瞬間、視界の片かた隅すみをかすめた──三枚目のソールドが。

「三枚目!?」

　佐々木は目を剝むいた。

「さすが異邦人、大した腕うで前まえだ。ひょっとしたら、あんたの方が腕前は上かもしれないけど──これは、一対一の決けつ闘とうじゃないんだよ」

　メティスは、手た向むけの言葉を佐々木に贈おくる。

　直後、軌き道どうを修正して戻もどってきたメティスのソールドが、制せい御ぎよを失った佐々木の胴どうを貫かん通つうした。




「……ふう……」

　空を大きく旋せん回かいした後、メティスはアッシュの島の舳へ先さきへと着地した。

「ありがとね。助かったよ」

　そして、庭先に椅い子すを出し、座り込んでいた十蔵に感謝の言葉を述べた。

「相変わらず、無む茶ちやをする。ほんのわずかでもタイミングがずれていたら、死んでいたのはおまえの方だぞ」

　険けわしい表情を、十蔵はメティスに向けた。

「そりゃあ、十蔵さんを信しん頼らいしてるってことだよ」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおを、メティスは十蔵に向けた。

　つられて、十蔵も口元をゆるめた。

「相変わらず、口の上手うまいことだ」

　佐々木を叩たたいた三枚目のソールドは、十蔵が墜としたものだ。庭先に隠かくれて戦せん況きようの推すい移いを見守り、適当なタイミングで、勝敗を決めるソールドを放ほうり込んだのである。

　十蔵は、身体からだのあちこちにガタが来ているため、自ら空を墜おちることは控ひかえている。しかしながら、異邦人オーバージーである以上、引導術は自じ家か薬やく籠ろう中ちゆうの物である。

「しかし、護送団の中に、アリメルドは加わっておらなんだか？」

　十蔵の質問に、メティスは大事なことを思い出した。

「あ、そうだ！　アッシュ達がまずいことになっているかもしれないんだ。すぐに大公私し邸ていに向かわなきゃ！」

「なんだと？　それは、急がねば」

　即そく座ざに、十蔵は島の進行方向を大公私邸の方角へと向けた。







「二人とも……どこに行った……？」

　神護は、要とアッシュの姿を見失っていた。

　そろそろ、大公私邸の島の底の崩れも、収まりつつあった。まだ少々、ボロボロと細かい土つち塊くれが落ちては来るものの、ほとんど危険はない。

　島の底から十数メートルの地点に、神護は浮ういていた。今夜は闇やみ夜よの上、周囲には無人の大きな島がいくつも浮いて、視界を邪じや魔ましている。

「合流するには、自分から動くしかないか……？」

　周囲に視線を振ふりまきながら、神護はゆっくりと移動を開始した。

「…………ム」

　ほどなくして、前方に人ひと影かげを見出す。

　大声を出して注意を惹ひきたいという衝しよう動どうに駆かられたが、すんでの所で止やめる。人影が、味方であるとは限らない。

　静かに、人影に接近していく。

　人影は一つに思えたが、よく見れば、二人の人影が一つになっていた。しかも、うち一方は──

「可憐！」

　思わず、神護は声を張り上げた。

「……神護……！」

　弱々しい声を、可憐は絞しぼり出した。

　可憐の首には、枷かせがはめられていた。鎖くさりで、鉄球とつながれている。鉄球は、母なる月の引力を受けて、天に向かってぶら下がっている。

　首を絞しめ上げる枷を、可憐は手をかけて必死に押さえていた。

「何てことを……！」

　すぐさま神護はそばに寄ろうとしたが、

「それ以上近づくんじゃあない！」

　可憐の背後に潜ひそんでいた大公が、鋭するどい声で神護を制した。

「さもなくば、この貧乳を殺すぞ！」

「……グ……」

　神護は動きを止めた。十メートルには満たないという程度の距きよ離りで、にらみ合う格好になる。

「……大公閣下自らお出ましとは、意外ですね」

「おまえ……この貧乳を救わんがため、私の島を壊こわしたな？」

　低い声で、大公は問うた。

　島を壊したのは神護ではないが、誤解を解くのも面めん倒どうだ。

「まあ、そんなところですよ」

　会話に応じつつ、神護はソールドの代わりになりそうな物を目で探す。大公の背中から何かをぶつけて、事態の打だ開かいを図はかりたいところだが──

「結局のところ、初めから、私に従うつもりはなかったのかね！」

「あるわけないでしょう！」

　大公に負けないよう、神護も声を張り上げた。

「可憐をさんざんひどい目に遭あわせておいて、よくもそんなことが言えたものですね！　逆にこっちが聞きたいくらいですよ、俺が唯い々い諾だく々だくとあんたに従うと思ってたのか、ってね！」

「貴様！　立場をわきまえろよ！」

　大公は、可憐の背後に近づくと、首くび裏うらあたりを全力で蹴け飛とばした。

「あぐうっ」

　悲鳴を上げる可憐。枷を押さえる手が外れかけるが、すんでの所で耐たえる。

「てめえ、何しやがる！」

　怒ど声せいを上げつつ、神護は焦あせる。ソールド代わりになりそうなものが、見あたらない。

「貧乳に何をしようと、私の勝手だろう！　私には、何故なぜ君が貧乳ごときをこうまで大事にするのか、その方が理解できないがね！」

　可憐の背後で、大公は邪じや悪あく極きわまりない笑えみを浮かべた。

「ま、私にとっては、都合がいいがね。この貧乳の身み柄がらさえ押さえておれば、君を操あやつれるのだから。……今、私の屋や敷しきに侵しん入にゆうしていた奴やつらがいるんだよな。さしあたり、そいつらを排はい除じよしてもらおうか」

「ヌググ……」

　唸うなるしかなかった。大公の言う通りだ──可憐の運命を握にぎられていては、何もできやしない。

　大公の、貧乳を人とも思わぬ態度は、よく知っている。いざとなれば、子供がトンボの羽根をむしるような気軽さで、可憐の首の骨を粉ふん砕さいしてしまうことだろう。

　どうすりゃいいんだ──と天を仰あおいだ、その時。

　島の底が新たに崩くずれて、そこそこ大きな塊かたまりが落ちてきた。

　それは、正確に大公の頭の上に落ちてきて──

「……モガッ!?」

　見事に、クリーンヒットした。

「今だ！」

　即そく座ざに神護は墜おちて、大公に組み付いた。

「この野や郎ろう……！」

　大公の首根っこをつかみ、鼻はな柱ばしら目がけて全力の頭ず突つきを見み舞まう。

「ヌゴッ」

　不気味な悲鳴を上げる大公。

　容よう赦しやなく、神護は二発三発と頭突きを繰くり返した──明確な殺意をもって。

「脳のう味み噌そごとッ！　ブッ潰つぶれろォォォォ──ッ!!」

　大公の鼻から噴ふき出る血を浴びてもものともせず、神護は頭突きを繰り返す。

　が──何発目かで、大公が片手を間に割り込ませ、顔を守った。

「貴様……！」

　震ふるえる手を、神護の肩かた越ごしに伸のばして、くいっと軽く振ふり下ろす。

　すると──鉄球が、大地の引力に囚とらわれた。

「……あぐッ!?」

　短い悲鳴を上げて、可憐の身体からだが反転。頭から、墜ちていった。

「可憐!!」

　可憐に気を取られた瞬しゆん間かん、

「死ねぇ!!」

　隠かくし持もっていたナイフを、下から上へ一気に振り上げた。

　手でかばう暇いとまもなく──鋭い刃はが神護の左頰ほおから右眉まゆの上を撫なで、一いつ拍ぱくのちに、赤いラインを浮うかび上がらせる。

　顔面から、血が噴きだした。

「……グ……!!」

　のけぞる神護。

　だが、ひるんだのはただの一いつ瞬しゆん。

　即座に身を起こすと、ナイフを持つ大公の手首を捕つかまえ、握にぎり潰つぶすように力を込めた。

「うむ!?」

　手がゆるみ、大公はナイフを手放す。

　神護はナイフを奪うばって、

「死ぬのはテメェだ!!」

　全力で大公の顔面、陥かん没ぼつした鼻先に突つき立てた。

　刃が奥まで潜もぐり込んだ手て応ごたえを受けて、力ちから一いつ杯ぱいねじる。

　大公は、声にならない悲鳴を上げた。

　神護は大公を全力で蹴け飛とばし、真下に墜ちた。

「可憐！　可憐ー!!」

　墜ちながら、先を行く可憐に呼びかける。だが、声が届かないのか、それとも気き絶ぜつしているのか、反応はない。ただ、自由落下し続ける。

「くう……！」

　可憐とともに落ちる枷かせの鉄球を摑つかもうと試みる──と、摑めた。

　急激に鉄球の引力を逆方向に向ければ、可憐の首に負ふ担たんがかかる。悪くすれば、首の骨を砕くだきかねない。じわじわと引力の向きを変え、徐じよ々じよに速度を落としていく必要がある。

　減速を、可憐が大地に激げき突とつする前に済ませなければならない。

　大地までどれだけの距きよ離りがあるのか、あと何秒の余よ裕ゆうがあるのか、神護にはまったくわからなかった。

「だが、やるしかない……！」

　覚かく悟ごを決めて、神護は糸をたぐるように、鉄球の減速を開始した。

「可憐……死なせるものか……！」







「…………」

　アッシュは、空間を静かに漂ただよい、耳を澄すましていた。

　島の瓦が礫れきを避さけるべく、はるか斜ななめ下方に移動している。要は、神護はどこか、と目をこらして周囲を探さぐっていると──

「……ム！」

　背後からの風切り音。

　直下に、アッシュは墜ちる。

　直後、アッシュのいた場所を、ソールドが通り抜ぬけていった。

「……アリメルド！」

　そばに自分の防ぼう御ぎよ用ソールドを引き寄せて、アッシュは空中に静止する。

「フフ！　さすが、こんな不意打ちごときにはひっかからないかね、アシュラータ君」

　上方から、アリメルドはゆっくりと下りてきた。

　アリメルドは、ソールドの上に直立していた。サーファーを気取っている風である。

「大公の館やかたを豪ごう快かいに壊こわしてくれちゃって。あとで謝るハメになるのは誰だれだと思っているのかね？　ま、このままズラかるのもありかとは思うがね。大公は理想的な契けい約やく相手とは言い難がたいし、こうして君に見つけられてしまったし。しかしそれにしても、君もしつこいねえ」

「しつこい？」

　す、とアッシュは目を細めた。

「あなたには、身内はいないの？　身内を殺されて、同じ意見を言っていられるかしら」

「そもそもあの件に関しては、君の母上が全面的に責任を負うべきじゃないのかね。王宮と私の間で契約の合意が得られなかった以上、私は新たな契約先を探す権利がある。私とて、パトロン無しには生きていけないんだから。それを、私の持つ技術がよそに行くのが怖こわいという理由で、君の母上は私を殺そうとした。そこを返り討うちにしただけだというのに、なんでここまで粘ねん着ちやくされなきゃならないのかね」

「二つ言いたいことがある」

　指を二本、アッシュは立てた。

「まず一つ、あの女は私の母親なんかじゃない」

「ああ、そういや、そうだったね。君は妾しよう腹ふくの子だったものな」

　興味なさそうに、アリメルドは認めた。

「もう一つ、妹は──アンリエットは、そんないきさつなんて知らなかった。ただ、あなたから母親を守ろうとしただけ。あの子は母親から疎うとまれていたのに──それでも、身を挺ていして守ろうとしたのよ……！」

　ギッ、と鋭するどく、アッシュはアリメルドを睨にらみつける。

「ええ話やないか。ううう」

　目元を押さえて肩かたを震ふるわせ、アリメルドは号ごう泣きゆうするふりをした。だがすぐに手を離はなすと、

「……で、それがどうしたというのかね」

　事務的な声を、投げ返した。

「お涙なみだ頂ちよう戴だい話を聞いて、私が前ぜん非ぴを悔くいるとでも？　いやいや、私は生きるために為なすべきことを為しただけであって、非は全面的に君の母親にあると重ねて主張したい──」

「あの女は私の母じゃない、と言っている!!」

　怒いかりを爆ばく発はつさせて、アッシュは手元のソールドを墜おとした。

「フフ……」

　ソールドは、アリメルドの右みぎ脇わき腹ばらを抉えぐるべく飛んでくる。アリメルドは左側に逃のがれようとして──

　足あし下もとのソールドを、思い切り跳はね上げた。

「…………!!」

　アッシュは目を見開いた。

　背後からアリメルドを襲おそったもう一枚のソールドが、アリメルドのソールドによって弾はじかれた。

　右脇腹を狙ねらったソールドも、アリメルドのすぐ横をすり抜けていく。

「君は、怒りに我を忘れるような人間じゃない」

　口元に笑えみを張り付けながら、アリメルドはアッシュを見た。

「前から見え見えの攻こう撃げきを仕し掛かけて、私が逃にげたところに、ブラインドサイドからの一いち撃げきを放り込んで仕し留とめる。大声で怒ど鳴なったのも、ソールドの風切り音を誤ご魔ま化かすためだろ？　さすがアシュラータ君、やり方が周しゆう到とうかつ丁てい寧ねいだ──だが、私には通用しない！」

　最初にアッシュを襲ったソールドが戻もどってきて、頭上から迫せまり来る。

「くう……！」

　歯を食いしばりつつ、アッシュは真横に墜ちて逃げた。アリメルドに弾かれたソールドを引き寄せて、防ぼう御ぎよ壁へきとする。

「逃がすものかね！」

　手元のソールドをアリメルドは放ほうり投げ、アッシュの防御ソールドに激げき突とつさせた。

「ぬぐッ」

　ソールド越ごしに衝しよう撃げきを受けて、アッシュの身体からだが放り出される。

「それッ！」

　そこを狙って、アリメルドはもう一枚のソールドを墜とした。

「しまっ……!!」

　アッシュは目を大きく見開いた。

　身体をねじっての回かい避ひを行ったが、

「ングッ」

　足をとられた。

　足首に直ちよく撃げきを受けて、アッシュの身体は半回転する。

　反射的に、アッシュはソールドをアリメルドに放った。

「おおっと！」

　即そく座ざの反はん撃げきは予期していなかったらしく、アリメルドは滑すべるように横移動して、避よけた。避けたが、追い打ちのタイミングを逸いつした。

　その間にアッシュは体勢を立て直し、距きよ離りを置いた。

「まったく……！」

　痛みに顔をしかめて、アッシュは直撃を食くらったあたりに目を落とす。

　幸い、足首はくっついたままだった。が、猛もう烈れつに痛む。地面に降りたら、多分まともに立てないだろう。

「相変わらず、憎にくたらしいほどソールドの扱あつかいが上手いこと……！」

　悪あく態たいを、アッシュはついた。アリメルドの引導士としての実力については、王宮にいた頃ころに十分に見せつけられている。一対一の勝負で勝てるのかどうか、まったく自信がない。

　だがそれでも、勝たなければ──アリメルドを殺さなければならないのだ。

「せっかく摑つかんだチャンス、逃がすわけにはいかないのよ……！」

　再度仕掛けるべく、アッシュは背面方向へと墜ちた。







「……はっ」

　むくり、と勢いよく要は起きあがった。

「あづっ。痛ぁ！」

　途と端たん、背面を中心に痛みが走った。どうやら、ひどく打ち付けたらしい。

　だが、今は痛みにうずくまっている場合ではない。状じよう況きよう把は握あくすべく、周囲を素す早ばやく見み渡わたす。

　さして大きくない無人の島の上に、要はいた。見上げれば、斜ななめ上方に、底の崩くずれた大きな島が見える。大公私し邸ていの島の裏側だ。

　どうやら、瓦が礫れきの崩ほう落らくに巻き込まれずに済んだようだ。だが、下方へ下方へと逃げようとして今いる島に激突、短時間気き絶ぜつしていたってところか──と要は判断する。

　さて、アッシュと神護はどこか──と疑問を抱いだいた瞬しゆん間かん、

「…………！」

　要のすぐ頭上を、ソールドが通り抜ぬけていった。

　反射的に身体を地に這はわせる──が、ソールドは要をまるで無視し、島の下方へと消えていった。

「そっちか!?」

　ソールドを追いかけて、要は島の縁ふちから身を乗り出す。そして、はるか下方でソールドを飛ばし合う、二人の人ひと影かげを発見した。

「……アッシュとアリメルドか！」

　即座に、二人を識しき別べつした。一対一の戦いが、既すでに始まっていた。己おのれの身を引いん力りよくに委ゆだね、敵を引き裂さくべくソールドを墜おとす。わずかな油断が死を招まねく、という緊きん張ちよう感かんは、要にも伝わってくる。

「助けに行かなきゃ……！」

　一歩、島の外へと踏ふみ出そうとして──

「…………!!」

　全身の血が逆流するような、感覚。

　激しい動どう悸きに、ダラダラと流れ出る冷や汗あせ。

　内ない臓ぞうがキューッとせり上がるような苦しみ。

「……あぐぐぐぐ」

　へなり、と要はその場に尻しり餅もちをついてしまった。

　高所恐きよう怖ふ症しようの症しよう状じようが、要の身体を鉛なまりに変えていた。

「こんな時に……噓うそだろ……!?」

　身体の震ふるえを押さえるべく、要は自分の身体を両りよう腕うでで押さえ込む──が、顫ぜん動どうが止まらない。

　数日間のアッシュとの特訓で、高所恐怖症は克こく服ふくできたんじゃなかったのか──自分に言い聞かせようとするが、身体は動かない。

　そばにアッシュがいてくれれば──と思いかけて、要ははっと息を吞のむ。

　いざという時にはアッシュが拾ってくれる。そんな安心感で、高所恐怖症を一時的に忘れていただけで、根本的な克服はなされていなかったということなのか。

「畜ちく生しよう……！　アッシュのおっぱい無しには墜おちられないとか、冗じよう談だんじゃねー……！」

　じりじりと地を這って、要は島の縁から顔を出す。

　戦いは、アリメルド有利に進んでいた。アリメルドの操作する二枚のソールドに、アッシュは翻ほん弄ろうされ、追い立てられている。

　時折ソールドのカス当たりを食らい、アッシュの墜つい落らく軌き道どうが曲まがる。どうにか致ち命めい傷しようを避さけてはいるようだが、一いち撃げき一撃がアッシュの体力を奪うばっているだろうことは明らかだ。

　ほっとけば、アッシュは殺される。

「アッシュ……！」

　こんな場所でうずくまっている場合じゃない。

　墜ちるんだ──

　アッシュのもとへ、墜ちるんだ！

「……ぅああああァァァァ────ッ!!」

　要は、吠ほえた。

　吠えて、身体からだを縛しばる見えない鎖くさりを、振ふり払はらった。

　目を大きく剝むいて、眼下のアッシュとアリメルドを睥へい睨げいする。

　手元に、ソールドはない。だが、ソールドとして使える物は──ある。

　要は、それを摑んだ。







「ム……！」

　何度目かのヒットを、アッシュは肩かた口ぐちに食くらった。

　勢いで身体が半回転する──が、ソールドを引き寄せて、追い打ちから身を隠かくす。

　即そく座ざに二枚目のソールドが飛んできて、アッシュの防ぼう御ぎよソールドと激げき突とつした。

「んんっ……！」

　防ぼう御ぎよソールドにぴたりと身体をつけて、アッシュはソールドとともにベクトルを受け止める。ソールドがなければ、アッシュを真っ二つにしていただろう一いち撃げきだ。そのまま、アッシュは大きく弾はじかれた。

「この……！」

　弾かれながら、アッシュは攻こう撃げきソールドをアリメルドの斜ななめ上から差し向ける。けれども、

「どうした！」

　そもそも、距きよ離りを誤あやまっていた。ソールドはアリメルドの眼前を滑すべり墜ちていく。ほんの一いつ瞬しゆん、アリメルドの視界を塞ふさいだだけで終わった。

[image: ]

「そろそろ限界かね!?」

　挑ちよう発はつするようなアリメルドの声に、苛か烈れつな視線を返すアッシュ。まだ心は折れていない──が、絶望に蚕さん食しよくされつつある。

　このままでは、殺される。アッシュの理性は、この状態ではアリメルドには勝てない、逃にげるべきだ、と悟さとっていた。が、感情がそれに納なつ得とくできない。アンリエットの仇かたきを討うてずして、どうしてアリメルドに背中を向けることができるのか。

　せめて、アリメルドに一いつ矢し報むくいなければ、気が済まない。

　特とつ攻こうの覚かく悟ごを、アッシュは固め──

「…………？」

　その寸前、頭上の異変に気づいた。

　はるか離はなれていた場所に浮ういている、いくつかの島。

　そのうちの一つが、いつの間にか大きくなっている。

　急接近しているのだ。

「……ぉぉぉぉおおおお──」

　それとともに、うなり声が迫せまり来ている。

「…………ム……」

　ここで初めて、アリメルドも事態に気づき、

「……なに!?」

　思わず声を上げた。

　島の上面に、要が張り付いている。

　島ごと動かして、アリメルドにぶつけようとしているのだ。

「ほお、やってくれるな！」

　叫さけびつつ、しかしアリメルドは余よ裕ゆうを見せる。なるほど、島の直ちよく撃げきを受ければ、大ダメージは間ま違ちがいない。けれども、黙だまって直ちよく撃げきを待つようなアホはいない。進路から逃げ出すことは容よう易いだ。島のような大質量は、そう簡単に進路を曲げることはできない。

　が──

「そらァァ──ッ!!」

　直下から、アッシュが攻撃ソールドを頭上へ墜おとした。

「フン……」

　避けるまでもなかった。ソールドは、アリメルドから大きく外れる。

　アッシュはもうまともにソールドをコントロールすることもできないのか、とアリメルドは一瞬思ったが──

　ソールドは、迫る島にまっすぐ突つき刺ささった。

　深くめり込んだソールドは、島の岩がん壁ぺきにひびを走らせた。

「……なんと!?」

　アッシュの意い図とを、やっとアリメルドは悟った。

「……もう一発！」

　防御ソールドも、アッシュは投じた。一枚目と、まったく同じ軌き道どうで。

　防御ソールドは正確に、突き刺さった攻撃ソールドに激突した。

　くさびが深く打ち込まれて──

　島が、炸さく裂れつした。

「ぬおお！」

　頭上から、大小様々なサイズの岩が、雨あられと降ってくる。

　アリメルドは頭上にソールドを掲かかげ、全力で逃げ墜おちた。だが、避よけきることなど不可能だった──二発三発と直撃を食くらって、悲鳴を上げる。

　アッシュには、身を隠すソールドはもはやない。が、距離がある分、余裕があった。岩石群を避けつつ大きく迂う回かいして、上から要のもとに合流する。

「ここらで、止めなさい」

　ぽん、とアッシュは要の頭に手を置いた。

「わかった！」

　応じて、要は島を制せい動どうする。

　速度が落ちたところで、アッシュは島の下部に回り込み、ソールドを回収しつつ、アリメルドの姿を捜さがす。

「……アリメルド！」

　そして、ほぼ同じ高さ、数十メートル向こうに、白スーツの男の姿を見出した。

「……ちょっと、油ゆ断だんしていたようだ。いや、やられたよ」

　言葉面づらは余裕があるが、アリメルドの顔には苛いらつきが表れている。スーツはところどころ破け、マントは裂さけていた。

「今回は、君達の連係プレイに敬けい意いを表しておこう……」

　アッシュと向き合ったまま、アリメルドは後方へと墜ち始めた。

「逃にげる気!?」

　即そく座ざに、アッシュは追いかける。

「君は、仇討ちに命を賭けるつもりかもしれないがね！　私には、君との戦いに命を賭かける理由はないよ！」

　逃げながら、アリメルドは別の無人島の下部をくぐり抜ぬけた。すれ違ちがいざまに、底面にソールドを打ち込む。

「真似まねさせてもらう！」

　アリメルドが通り抜けた後、島の底が崩ほう落らくした。追つい跡せきするアッシュの進路を塞ふさぐように、岩がん塊かいが転げ落ち始める。

「クッ……！」

　マントを使って急制動をかけつつ、アッシュは島の上側へと向かう。

　が、カーブをかけた時点で、速度は落ちる。島の上に出た時には、アリメルドの姿はもう見えなくなっていた。

「…………逃げられた……」

　バチン、とアッシュは自分の腿ももを叩たたいた。残念だが、諦あきらめるより他ほかにない。

「……いつか必ず、捕つかまえる……」

「アッシュ！　アーッシュ！」

　手を振ふりながら、要は島ごとアッシュの元に近づいてきた。

　くるりと振り向いて、アッシュは島に着地する。

「……うう……」

　緊きん張ちようの糸が切れた途と端たん、全身の痛みが戻もどってきた。思わずアッシュは、半ば要に体当たりをかけるような格好でうずくまった。

「大だい丈じよう夫ぶか、アッシュ……！」

　アッシュを受け止めて、要はその場にしゃがみ込む。

「あまり、大丈夫じゃ、ない……」

　要の胸に顔をうずめ、アッシュは苦しい息を吐はき出した。

「でも、すぐに神護を捜さがしに行かなきゃ……あと、可憐も……」

　それでも、墜ちて大公私し邸ていの島に戻ろうとする。

「無む茶ちやはすんな」

　要は、アッシュを背中から抱だき留め、腕うでを回した。

「俺がおまえを担かついでいく。……痛くないか？」

　そして、二人一いつ緒しよに宙に浮うく。

「……痛いけど、気にしないでいい……」

　そう答えて、アッシュは要の腕の中で完全に脱だつ力りよくした。

「重っ」

　思わず要は呟つぶやいた。

「……失礼ね」

　アッシュは踵かかとを跳はね上げて、要の腿もも裏うらを蹴けった。

























　翌日、オプスラの街は大公失しつ踪そうの噂うわさで持ちきりとなった。

　数人の手て練だれの引導士ハイダイバーが大公私邸に強ごう盗とうに入り、邸てい内ないをさんざん荒あらした挙あげ句く、大公を殺してしまった──というのがもっぱらの噂だった。オプスラから空を見上げると、ちょうど大公私邸の島の底が突つき崩くずされている様子がよく見える。引導士らは私邸の地ち下か牢ろうを外から壊こわして侵しん入にゆうし、好き放題やらかしたのだろう──という推測が、まるで周知の事実であるかのように語られた。

　オプスレイ大公ロザルドは、民衆から慕したわれていたとは言い難がたい──というか、大多数の民衆から嫌きらわれていた。そのため、民衆はこのまま大公が永遠に戻ってこないことを望んだ。もっとも、誰だれもその望みをおおっぴらに公言することはなかった──行政府側から睨にらまれ、ともすれば大公殺しの犯人として濡ぬれ衣ぎぬを着せられかねないからだ。

　大公国の行政府は、早々に調査チームを結成して、事件の実態の解かい明めいを目指しつつ、大公無しでの大公国経営を行うための体制作りを始めた。大公は特に後こう継けい者しやを指定しておらず、身内としてはただ二人の甥おいがいるばかりだった。二人の甥は既すでに行政府に入り、我こそが大公領を引き継つぐ権利を持つ唯ゆい一いつの人間である、という主張を行っている。事態を上手うまくまとめられなければ、最悪、大公国は内乱状態に陥おちいることだろう。







「さてはて……」

　当てもなく、アリメルドは宙を漂ただよっていた。

「ま、結局の所、オプスレイ大公国も、私の安住の地ではなかったということかね」

　斜ななめに傾かたむけたソールドの上に、アリメルドは寝ね転ころがっている。

　今、二枚のソールドの他ほかには、何もない。大公にあてがわれた自室に置いていた私物を持ち出す余よ裕ゆうなど、あるはずもなかった。

　もっとも、私物といっても、剃刀かみそりやブラシなど、いくらでも替かえが効きくものばかりだ。真に大切な物は、全すべて隠かくれ家が、アリメルド自身が持つ自前の島にしまってある。

「とりあえずは、懐なつかしき我が家に帰るとしよう……だが」

　日の光に目を細めながら、アリメルドは呟く。

「そろそろ、アシュラータ君への抜ばつ本ぽん的てき対策を講こうじるべきかね？　女に追いかけられるのは悪い気分じゃないが、どうやら佐々木君も墜おとされてしまったようだし」

　現在アリメルドが漂っているこの空間は、なんらかのトラブルが発生した場合に佐々木と再合流するためのポイントだった。が、長いこと待ってはみたものの、佐々木がやってくる気配はない。

「どうやら、見切りをつけなきゃならないようだ」

　短く黙もく禱とうして哀あい悼とうの意を表した後、アリメルドは体勢を変え、ソールドの上に座り直した。

「さあて、次はどこへ売り込みに行ったものかね。次の召しよう喚かん点発現は、一ヶ月後に迫せまっているんだ……」

　呟つぶやきながら、アリメルドは太陽に背を向け、墜おちていった。







「……空が遠いな」

　はるかな青い空と母なる月を見上げて、神護は呟いた。

　神護は、両足を地に着けていた。イセス・メリアの空を下りきり、大地へとたどり着いたのである。

　人々が空で暮くらしている以上、大地は見み捨すてられた土地、荒れ果てた場所ではないのか──という神護の懸け念ねんは、まるで的はずれだった。

　南フランスの田でん園えん地ち帯たいを思わせるようななだらかな丘おかの上に、神護は立っていた。緑の草原がしばらく続いたその向こうでは、よく実みのった小麦が風に揺ゆれている。どうやら、地上にも人は住んでおり、農のう耕こうなどで暮らしているらしかった。

「よく考えてみれば、浮うき島しまみたいな狭せまいスペースで、穀こく物もつや野や菜さいを大量供きよう給きゆうできるとも思えないしな」

　おそらく、天上の人々は地上で食物を育て、それを空に持って行っているのだろう。結局、イセス・メリアの人々も、大地から完全に離はなれて生きていくことはできないらしい。

　そう思うと、なにやら清すが々すがしい気分になれた。日本も、この異世界も、本質的には変わりない。これからこの場所で生きていくにあたり、これほど心強い事実はない。この快晴の空のように、神護の心は晴れやかだった。

　もっとも、地球の空とは異なる点は、ある。この大地は、空で廃はい棄きされたものの終着地点だ。故ゆえに、糞ふん尿によう類るい、そして人の死体が降ってくる。事実、現在位置から見み渡わたしただけでも、三つ四つと死体らしきものが転がっていた。あるものはまだ真新しく、あるものは腐くさりかけ、またあるものは白骨化している──という具合。

　神護は、大公のナイフでつけられた傷を、包帯でカバーしている。この包帯は、その辺に転がっていた死体の着衣を破やぶって作ったものだ。

「とりあえず、地上にいる間は、頭にウンコを浴びないように気をつけよう」

　固く、神護は誓ちかった。

　もっとも、この地上に長なが居いする気は、あまりない。いずれ落ち着いたら、再び空へと帰るのだ。要と再会するために。

　ただ、イセス・メリアの空は、あまりに広い。再会を果たすには、運が必要となるだろう──加えて、幸運に巡めぐり会うための、長い時間が。

　まずは生きていく方法、食べていく方法を探さなければならない。

　その方法は、何なのか。今のところ神護に当てはなかったが、しかし悲ひ観かんもしていなかった。

「生きていこうと思えば、なんでもできる……」

　呟いて、神護は自分の手を見つめる。

　あの時──大公に可憐を墜とされ、その上顔面に斬きりつけられた時。ほとんど反射的に、神護はナイフを奪うばい取り、大公の顔面に突つき立てた。

　殺すつもりで、刺さした。

　自分には人殺しなんてできやしない──神護はそう固く信じていた。けれども、それは間ま違ちがいだったようだ。自分の行いには、戦せん慄りつするばかりだ──が、一方で、ある種の自信を得ていた。可憐を守るためなら、なんでもやる──その誓いを、神護は自身の行動で示したのだ。

「なんでもできるんだ。きっと、要ともまた会えるだろうさ……」

　進むべき道は、見えている。道のりは遠いが、道の果てには希望が見える。

　空に笑え顔がおを向けて、しばし眺ながめた後、神護は踵かかとを翻ひるがえし、そばの木こ陰かげへと歩いていった──うずくまって寝ね息いきを立てている、可憐のもとへ。







「……要、水が飲みたいわ」

　目だけ動かして、アッシュが要に言う。

「……はいはい」

　面倒きわ極きわまりない、という思いを言葉に乗せて返事しつつ、要はキッチンへと向かった。

　自宅リビングの窓まど際ぎわに寝ね椅い子すを据すえ、アッシュは半ば寝ね転ころがるような格好で座っていた。身体からだのあちこちが痛むため、できるだけ負ふ担たんのない体勢で、一歩たりとも動かぬようにしているのだった。

　キッチン奥から戻もどってきた要は、水の入ったコップをサイドテーブルに置いた。

「ほうら、たーんとお飲み」

　投げやりな口調で、言う。

「飲ませなさい」

　アッシュは、さらに命令した。

「は？」

「飲ませなさい、と言っている」

「おまえ、腕うでくらい動くだろうが」

「腕は何ともないけど、腕を動かすと肋ろつ骨こつあたりが痛む」

「だったら引導術を使ってコップを引き寄せろ」

「そんな器用な真似まねをするのは面倒くさい。それに、そこに手があるのに、どうして水の入ったコップを引導術で動かすなんて危険な真似をしなくちゃいけないの」

「…………」

　これ以上議論するのもアホらしいので、要はコップを持ち上げ、アッシュの口元に寄せた。

　アッシュは二口、三口と水を飲んだ。が、気管に水が入り込み、むせる。

「……もう少し、優やさしくしなさい！」

　さんざん咳せき込んだ後、苦しい声でアッシュは要を糾きゆう弾だんした。

「贅ぜい沢たく言うなや！　だったらてめーで飲めって話だろうが！」

「だから、肋骨が──あいたたた」

　咳せき一つごとに、肋骨が苛さいなまれる。アッシュは顔をしかめた。

「……要、覚かく悟ごしなさいよ。私の身体がまともに動くようになったら、たっぷり引導術の特訓をしてあげますからね」

「それとこれと関係あんのか！　こちとら百パーセント善ぜん意いでおまえの世話をしてやってんだぞ。なんで恩を仇あだで返されなきゃならねーんだ」

「仇？　あなたを引導術訓練で鍛きたえてあげることが、どうして仇になるのかしら」

　要はアッシュを睨にらみ、アッシュは要を睨み返す。

「二人とも、随ずい分ぶん仲のいいこったね」

　傍はたからメティスが感想を述べると、

「どこが!?」

　要とアッシュは同時につっこんだ。

「だいたい、よく考えてみれば」要はメティスを指さした。「ご主人様の世話をするのはメイドの役割じゃねーのか」

「いや、あたしもそう思うんだけどね」メティスは答えた。「アッシュが、『今日も明日も明後日あさつても、要をそばに張り付けて、顎あごでさんざんこき使ってやる』って宣言したからね」

「なんだとこの野や郎ろう──」

　責め立てるべく、要がアッシュに向き直ると──

　アッシュは、顔を真っ赤にしていた。

「……何故なぜ顔を赤くしている」

「!!」

　アッシュは右みぎ腕うでを振ふり上げ、アイアンクローを要の顔面に叩たたき込んだ。

「あぐあ！」

　不意の攻こう撃げきに要は悶もん絶ぜつし、

「んぐ……！」

　アッシュは肋骨を押さえて悶絶した。

「ほら、やっぱり仲がいいじゃないか」

　言って、メティスはにやりと笑った。が、すぐに表情を引き締しめる。

「しかし、まあ──今回も、アリメルドを逃にがしちまったね」

「ほんと、今回も踏ふんだり蹴けったりだったわ……。アリメルドを殺せなかった上に、要のお友達も見失ってしまった」

「……そうだな」

　要も、肩かたを落とした。

　アリメルドの逃とう走そう後、二人は大公私し邸ていに戻り、可憐の姿を捜した。けれども、可憐は見つからなかった。そして、神護も戻ってくることはなかった。永遠に神護を待ち続けるわけにもいかなかったので、二人はアッシュの家へと帰き還かんし、オプスレイ大公国の領りよう域いきから離はなれた。

　神護達が、オプスラに潜ひそんでいるとは考えにくい。今、大公国は大公邸てい襲しゆう撃げきの犯人捜さがしに血ち眼まなこになっている。そのお膝ひざ元もとに隠れるなどということは、ないだろう。そもそも、二人が生きているかどうかすら、今の要達にはわからない。

「……でも、俺は、生きているって信じてるぜ。神護も、可憐も」

　力強く、要は言い切った。

「だから、俺は二人を捜さがす。それが、イセス・メリアで俺がまずやるべきことだ」

[image: ]

　……が、すぐに弱気な声を漏もらす。

「問題は、こっちの世界でどうやって食っていくか、ってことなんだが……」

「そこのところは、安心しなさい」アッシュは言った。「さすがに、あなたを放ほうり出すような真似はしないわよ。就職先を紹しよう介かいしてあげる」

「と言うと」

「あなたを、私のパトロンのところに連れていく。そして、私同様に、そこのエージェントとして雇やとわれればいい」

「パトロンってのは──前に言ってた、異邦人オーバージーを集める施し設せつを持っている奴やつか？」

「ええ、シュマルカルデン大公よ。争いごとを好まず、平和に暮らしたい方には、施設での生活を勧すすめる。でも、この世界のありようになんらかの不満を持っていて、イセス・メリアを変へん革かくしたいと望んでいる異邦人には、エージェントになることを勧めている」

「変革……変革ねえ。そのパトロンが、イセス・メリアの変革を望のぞんでいる……ってことか」

「そういうこと。私自身も、変革を望んでいる。だから私はシュマルカルデンのエージェントとして活動している」

　アッシュは、天てん井じように視線をさまよわせた。

「今、イセス・メリアは混こん沌とんのただ中にある。統治能力を失った王国、疑ぎ心しんと私し欲よくとが絡からまって続く大公国同士の争い、それに宗教的固こ陋ろう故ゆえに繰くり返される貧乳への過激な弾だん圧あつ。こんな現状は、打破されなければならない。新たな秩ちつ序じよのもとに、イセス・メリアは統一される必要がある。……と、私は考えている」

「ふーん。仇かたき討うちのことしか考えてないってわけじゃねーんだな」

「当たり前でしょ。仇討ちだけで御ご飯はんが食べられるものですか」

「現実的だな」

　はあ、と要は息をついた。

　要もまた、現実的な視点で状じよう況きようを見積もる必要があった。イセス・メリアで生きていくためにやるべきことはたくさんある。食くい扶ぶ持ちを見つけるという大問題は当然のこと、細かいところでは食べ物に慣れる、イセス・メリアの風習を理解する、といったあたりまで。その他ほか、今は想像もつかない問題に突つき当たることも多いだろう。

　だが──なんとかする。なんとかして、生きていくのだ。

　幸いにして、要は徒と手しゆ空くう拳けんではない。アッシュという導き手が、味方がいる。味方がいてくれさえすれば、イセス・メリアという強敵と、取っ組み合うことができる。進むべき道を進むことができる──そう思える。

　逆に言えば、アッシュに見捨てられるようなことがあってはならない。となると──

「アッシュさん、肩でもお揉もみいたしましょうか」

　思わず、要は申し出ていた。

「……なんのつもりよ」

　アッシュは露ろ骨こつに怪あやしんだ。

「いえいえ、この私めを救って頂いたことに対するお礼でございます」

　わきわきと両手の指を動かしながら、要はアッシュの背後に回り込む。

「凝こってないから！　別に！」

　逃げようとしても、アッシュは上手うまく身体からだを動かせない。

「さあさあさあさあ！」

　要はアッシュの肩をつかんで、揉んだ。

「あヒん！　痛ァ！」

　くすぐったさと身体の痛みとで、不気味な声をアッシュは漏らした。

「……このッ！」

　怒いかりに任せ、後ろ向きに全力チョップを見み舞まう。

「もがッ!?」

　チョップは要の顔面にクリーンヒットした。要は顔面を、アッシュは肋ろつ骨こつを両手で押さえ、ともに悶もん絶ぜつした。

「…………仲のいいことだな」

　大窓の向こうに姿を現した十蔵が、低い声で評した。







　　　あとがき







　お久しぶりの六むつ塚づかです。

　新シリーズ「墜つい落らく世せ界かいのハイダイバー」をお届けします。







　タイトルに冠かんした通り、この物語は、「墜落」が重要なテーマの一つとなっております。




　ワタクシも、少々高所恐きよう怖ふ症しようの気がありまして。

　高所に行くとまったく動けなくなるとか、そこまで深しん刻こくなわけでもないんですが。

　マンションの外側に設置されている非常階段を降おりる時は、絶対に内側を歩いて、外側の手すりに寄ることはしない。

　大きなショッピングモールの上階を歩く時は、廊ろう下かのきわには寄らない。

　山を登り下りするゴンドラやリフトに乗る時は、正常稼か働どうするようひたすらに機械を信じる。

　清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りた人間の生せい還かん率りつが意外に高いという事実が信じられない。

　等々、しょっちゅう恐怖を感じながら生きております。もっとも、高層建築がそう簡単に崩ほう壊かいするはずもない以上、無む駄だな恐怖だとわかってはいるのですが。

　誰だれも本能には逆さからえないよね。




　しかしながら、墜落することに対する恐おそれがある一方で、妙みように惹ひきつけられるところがあるのもまた事実。

　遊園地に行くとついジェットコースターに乗りたくなる、とか。

　空を飛ぶことに対する憧あこがれと通じるところがあるのかな、などと思ったりもします。




　そんな相あい反はんする感情を、この物語には盛り込んでいます。

　飛ぶことはすなわち墜おちること、です。

　読者の皆みな様さまの心の底にある憧れ、あるいは恐怖を刺し激げきできたらいいなあ、と考えております。







　近いうちに二巻をお届けできると思います。

　それでは、また次巻にて。





六塚　光あきら　　
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